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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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あとがき










　むかし、王と王おう妃ひがおりました。

　二人は子供ができないことをとても悲しみ、いろいろのことを試しましたが、いっこうに効き目がありませんでした。

　それでもようやく、王妃は女の子を生みました。立派な洗礼式が行われ、王女の名付け親として、国にいた仙せん女によ七人がみんな招かれました。仙女一人一人が一つずつ贈おくり物をするので、王女にはこの世の美徳がみんな授かるのでした。

　宮きゆう殿でんでは、仙女たちのために立派な宴えん会かいが用意されました。それぞれの席には純金でできていて、宝石の飾りのついた、素す晴ばらしい食器が並べられました。

　ところが、みんなが食しよく卓たくについた時、一人の老ろう婆ばが入ってきました。この年とった仙女はもう五十年以上も塔とうから出てこなかったので、とっくに死んだか魔法にかけられたのだと誰もが思っていて、招待されていなかったのでした。

　王は食器を並べさせましたが、純金の食器は七人分しか作らせていなかったので、同じものを用意することはできませんでした。老婆は馬鹿にされたと思い、脅おどし文句を呟つぶやきました。

　それを聞いた隣となりの席の若い仙女は、みんなが食卓を立った時にこっそり壁掛けの後ろに隠かくれました。この老婆が最後に王女に何か困った贈り物をするだろうと思い、最後の最後に老婆の与える不幸を埋うめ合わせるためです。

　そうこうするうちに、仙せん女によたちの贈おくり物が始まりました。一人めは王女が世界でいちばん美しい女性になれることを、次の仙女は王女が天使のような心を持てることを、三人目は優ゆう雅がさを、四人目は踊おどりを、五人目は歌を、六人目は演奏を、それぞれ贈りました。

　そして年老いた仙女の番になりました。老婆はいまいましそうに頭を振ると、王女は紡錘つむが手に刺ささり、それがもとで死ぬだろうと言いました。

　この恐ろしい贈り物に、その場にいた全すべての人が震ふるえ上がり、涙なみだを流しました。そのとき、壁掛けの後ろからあの若い仙女が出てきて、声を張り上げました。

「ご安心ください。王女さまは死んだりはいたしません。私には年上の仲間の言葉を取り消すほどの力はありませんが、王女さまは死ぬのではなく、百年続く眠ねむりにつくだけになるでしょう。そしてその眠りは百年後に、一人の王子によって覚めることになるでしょう」

　老ろう婆ばの予言した不幸を避けるために、王はお触ふれを出し、いかなる家も紡錘で糸を紡つむぐことも紡錘を家に置くことも禁じ、違反すれば死刑に処すると命じました。

　そうして十五年ほど経たった、ある日のこと。

　王と王おう妃ひが留る守すにした時、十五歳さいの王女が城の中を巡めぐり、部屋を次々と移ってゆくと、塔とうの屋根裏部屋に辿たどりつきました。そこには老婆がたった一人、紡錘で糸を紡いでいました。この老婆は王の命令を、小耳にも挟はさんでいなかったのです。

「おばあさん、何をしているの？」

「糸を紡いでいるのですよ。可愛かわいいおじょうさん」

　王女のことも知らないお婆さんは答えました。

「まあ、なんて綺き麗れいなんでしょう。わたしにもできるかしら？」

　王女が紡錘に手を伸ばしました。すると王女は少しせっかちで、また仙女の予言がそう定めていましたので、たちまち紡錘で手を刺し、気を失って倒れてしまいました。

　困り果てた老婆が助けを呼んで、人が集まってきましたが、どうすることもできません。

　帰って来た王は騒さわぎを聞きつけて塔を登ってきましたが、仙女の予言を思い出し、起きるべきことが起きてしまったに違いないと考えて、王女を宮きゆう殿でんの中の一番美しい部屋の、金銀で縫ぬい取りのされた寝台に寝かせました。

　眠っている王女は、とても美しく、まるで天使のようでした。王は目が覚めるときまで王女をこのまま静かに眠らせておくようにと命じました。

　死を百年の眠りに変えて王女の命を救った優しい仙女は、このとき一万二千里も離れたマカタンの王国にいましたが、七里を一またぎにできる靴くつをはいた小こ人びとの知らせで事故を知り、一時間後には龍りゆうに引かせた燃える馬車に乗って宮殿に辿りつきました。

　仙女は王のはからいを結構なことだと言いましたが、王女が目を覚ました時に一人では困るだろうとも考え、次のようにしてやりました。侍じ女じよ、役人、料理人、近この衛え兵へい、従者。厩きゆう舎しやの馬、番犬、飼かい犬。城にいる全てのものに仙女は杖つえで触れます。杖に触れると、みんなはすぐに眠ねむり込み、かまどの火にかかった肉の焼やき串ぐしも、それを炙あぶる火も眠ってしまいました。女主人と共に目を覚まし、すぐにその役に立てるようにです。

　王と王おう妃ひは愛いとしい王女にそっとキスをした後、宮きゆう殿でんを出て、そして誰も宮殿に近づいてはならないとお触ふれを出しました。しかしそのお触れは必要ありませんでした。十五分も後には仙せん女によの力によって、城は人間も動物も通り抜けられないほど、びっしりと茂った茨いばらや灌かん木ぼくに覆おおわれてしまい、遠くから塔とうのてっぺんが窺うかがえるだけになってしまったからです。

　そうして、百年が経たちました。

　その頃は別の家系の王がこの国を治めていましたが、その王子がこちらの方へ狩りに出かけてきて、深い森の奥に見える塔のてっぺんを見かけると、あれは何かとたずねました。

　皆はめいめい噂うわさで聞いていることを答えましたが、その中の老人がこう言いました。

「これは父親から五十年ほど前に聞いた話ですが、あの城の中にはこの世で一番美しい王女様が百年の眠りについておられて、運命で決まった王子様だけが、目を覚ましてさしあげることができるそうです」

　若い王子はそれを聞くと、この美しい物語に自分で結末をつけたいと、愛と名誉に燃えて森へ入りました。王子が森へ足を踏み入れると、木も茨も灌木も自分から道を開けました。

　王子が城に入ると、そこは恐ろしく静かで、庭や部屋にはたくさんの家来や兵士や貴族たちが死んだように眠っていました。それらを通り抜けて王子が金きん箔ぱくの貼はられた寝室に入ると、天てん蓋がいのあるベッドの上に、これまで見たこともないほどの美しい王女が眠っていました。

　王子は震ふるえながら、うっとりと近づき、ベッドのそばにひざまずきます。

　すると魔法の解ける時がきていた王女は目を覚まし、王子を見つめて、

「ずいぶんお待ちしましたわ、王子さま」

　と言いました。

　宮殿中の人々が、王女と一緒に目を覚ましました。

　女によ官かんが王女を呼び、夕食が用意され、宮中司し祭さいが礼れい拝はい堂どうで二人の結けつ婚こん式を行いました。

　朝になると、王子はすぐに心配しているに違いない父のいる、都へと戻りました。王子は狩りの途と中ちゆうで道に迷って炭焼きの家に泊めてもらったと報告しましたが、人の良い父はそれを信じたものの、母はそれを疑いました。

　そして王子が毎日のように狩りに出かけて、いつも理由をつけて二晩三晩と外泊するので、誰か恋人がいるのだということを疑わなくなりました。王子は二年以上もそうやって王女と暮らして、暁オーロールと名づけられた娘むすめと、日ジユールと名づけられた息子むすこをもうけていました。

　王子は、王女と子供たちのことを秘密にしていました。というのも母は人食いの種族で、王妃は小さな子供を見ると襲おそいかかるのをこらえるために大変な苦しみを味わっていると、宮廷で密ひそかに噂されていたからです。

　しかし二年後に父王が亡くなって自分が王になると、王子は結婚を公おおやけにし、王女と二人の子供を自分の都へ迎えました。そして新王おう妃ひのために、盛大な入城式が行われました。

　それからしばらく経たちました。王は隣りん国ごくのカンタラビュート皇帝との戦いのために、母に妻と子供のことを頼んで出かけていきました。

　王おう太たい后ごうは、王が出発するとすぐに嫁よめと子供たちを森の中の別荘にやってしまいました。

　やがて王太后はそこにやって来ると、料理長に命じました。

「明日あしたの夕食に、小さなオーロールを食べたい」

　かわいそうに王太后に逆らえない料理長は、大きな包ほう丁ちようを手にオーロールの部屋に行きました。四歳さいのオーロールは、嬉うれしそうに料理長に飛びついてボンボンをねだりました。料理長は包丁を落として泣き出し、こっそりと子羊を殺して、王太后が何も疑わずに満足するほどのおいしいソースをつけて持って行き、オーロールは妻に預けてかくまいました。

　一週間経って、王太后が言いました。

「こんどは小さなジュールを食べたい」

　料理長は同じように子供を妻にあずけ、柔やわらかい子山羊やぎを殺して王太后に出しました。

　そしてとうとう、王太后は言いました。

「子供たちと同じソースで、王妃を食べたい」

　ここにいたって料理長は、これ以上ごまかすのは難しいと絶望し、短刀を手に若い王妃の部屋に踏み込んで、王太后の命令を伝えました。

「あなたの使命を果たしなさい」

　王妃は首を差し出して言いました。

「私は、かわいそうな、愛する子供たちに会いにいきましょう」

　連れ去られてしまった時から、王妃は子供たちは死んだものと思っていたのです。

　すっかり心を動かされた料理長は答えました。

「いえ、いえ、王妃さま、あなたは死んだりいたしません、お子さまがたにもお会いになられます。私がかくまっているのです。王太后さまにはもう一度、かわりに若い牝め鹿じかを食べさせてだますことにいたしましょう」

　料理長は王妃を自分の家に連れていき、子供たちを泣いて抱だき締める王妃を残して、牝鹿を料理しにいきました。その夜、王太后は、王妃を食べる時でもそうしただろうと思われる食欲で牝鹿をたいらげ、自分の残ざん酷こくさにすっかり満足し、王が帰ってきた時には、王妃と子供たちは狼おおかみに食べられてしまったと王に報告するつもりでいました。

　しかしある夜のこと、王太后がいつものように生肉を捜さがして城の庭をうろついていると、一階の部屋でジュールが泣いている声を聞きました。言うことをきかないジュールを鞭むちで打たせようとする王妃と、弟のために許しを乞こうオーロールの声もです。

　人食い女は騙だまされていたことに激怒して、恐ろしい声で中庭に大樽だるを用意するように命じました。中は蟇がま蛙がえる、大だい蛇じや、小蛇でいっぱいで、王妃と子供たち、料理長とその妻を、後ろ手に縛しばって連れてきて、中に投げ込むつもりでした。

　そして処しよ刑けい人にんが、いよいよ彼らを大樽だるに投げ込もうとしたその時、こんなに早く戻るとは思ってもみなかった王が、馬で中庭に入ってきました。王は駅馬を乗り継いで戻ってきたのですが、この恐ろしい光景に驚いて、何が起こっているのかとたずねました。

　誰も王に説明しようとする者はありませんでした。しかし、この成り行きに逆上した人食い女は、頭から大樽の中に身を投げ、自分が入れさせた恐ろしい生き物たちによってあっという間に食い尽くされてしまいました。

　王は悲しみました。それでも母親だったからです。

　しかしその悲しみも、美しい妻と子供たちによって、すぐに慰なぐさめられました。





────シャルル・ペロー『眠れる森の美女』









　　　間章　　いばらのしたで







　僕たち人間とこの世界は、〈神の悪夢〉によって常に脅おびやかされている。

　神は実在する。全すべての人間の意識の遙はるか奥、集合無意識の海の深みに、神は確かに存在している。

　この概がい念ねん上じよう『神』と呼ばれるものに最も近い絶対存在は、僕ら人間の意識の遙か奥底で有史以来ずっと眠ねむり続けている。眠っているから僕たち人間には全くの無関心で、それゆえ無む慈じ悲ひで公平だ。

　ある時、神は悪夢を見た。

　神は全知なので、この世に存在するありとあらゆる恐怖を一度に夢に見てしまった。

　そして神は全能なので、眠りの邪じや魔まになる、この人間の小さな意識では見ることすらできないほどの巨大な悪夢を、切り離して捨ててしまった。捨てられた悪夢は集合無意識の海の底から泡あわとなって、いくつもの小さな泡に分かれながら、上へ上へと浮かび上がっていった。

　上へ────僕たちの、意識へ向かって。

　僕らの意識へと浮かび上がった〈悪夢の泡〉は、その『全知』と称される普ふ遍へん性せいゆえに僕らの意識に溶とけ出して、個人の抱かかえる固有の恐怖と混じりあう。

　そしてその〈悪夢の泡〉が僕らの意識よりも大きかった時、悪夢は器をあふれて現実へと漏もれ出すのだ。

　かくして神の悪夢と混じりあった僕らの悪夢は、現実のモノとなる。




　　　　†




　居間は、滅め茶ちや苦く茶ちやになっていた。




「あ……」




　あれから時間が過ぎ、煌こう々こうと蛍けい光こう灯とうの明かりを庭に落としながら静かになった居間へと、庭へ出されていた颯さつ姫きが恐る恐る戻って来た時、まず目に入ったのは竜たつ巻まきでも起こったのかと思うほど室内が破壊された、誰もいない居間だった。

　割れた窓を開けた姿のまま、颯姫は絶句して、立ち尽くす。

　靴くつも履はかずに庭に出た足の裏うらに、靴下越しのコンクリートの冷たさを感じながら、颯姫は家に入ることも忘れて、目の前の光景を信じられない思いで見つめていた。

　真っ黒に焦こげたドアと壁と天てん井じよう。ひっくり返って破壊された棚たな。

　もの凄すごい力で投げつけたかのように壁を抉えぐって吹き飛んでいる、ソファと椅い子す。

　床ゆかはガラス片の混じった水で、水浸し。そしてそんな破壊の中にあって、何よりも颯さつ姫きの心を冷やした光景は、床に凄せい惨さんな血溜だまりと、そこからまるで巨大な熊くまが人間を持ち去ったかのような引きずった血の痕が、ずーっと廊ろう下かの向こうへと続いていることだった。

「………………!!」

　血溜まりと赤い筋すじの一部が、ガラス混じりの水に滲にじんでいた。

　半ば残ざん骸がいと化した居間に広がっている、猛もう烈れつな血の臭においと、僅わずかに生なま臭ぐさい水の臭い。

　金魚を飼かっている、水すい槽そうの水の臭い。

　よく見れば部屋の隅すみの方には、ひん曲がったアルミの枠わくだけになってしまっている、水槽の成れの果てらしきものが、がらんと転がっている。

「……し……白しら野のさん？　雪ゆき乃のさん？」

　颯姫は、呟つぶやいた。

　呟きは、たった一人きりで立つ颯姫と同じく、ただ孤独に、空気に響ひびいた。

　部屋の中にあるのは、ただ破壊と、死。

　そしてたった一人の自分。颯姫の心の中一杯に広がっていた呆ぼう然ぜんは、だんだんと強い不安へと変わっていき、しばしの間のあと鳥とり肌はだが立つような不安と孤独と恐怖にかられて、颯姫は必死の声で居間の中へと呼びかけた。




「白野さん!?　雪乃さん!!　……誰か!?」




　返事はない。

　誰もいない。がらん、と荒れ果てた居間は、ただ外からの空気にかき混ぜられるばかりの、空っぽの沈ちん黙もくを返すだけだった。

　ゆらゆらと揺れる、カーテン。

　そしてその揺れるカーテンの裾すそが、床に転がっているものに、ゆらゆら撫なでるように、触ふれているのが見えた。

「あ……」

　床に転がった、椅子だった。

　それは窓ガラス越しに見た、颯姫のいる場所を守るようにして窓の前に立ち塞ふさがった、最後の蒼あお衣いの姿が、武器として構えていたあの椅子だった。

　ぽつんと転がる、椅子。

　さーっ、と冷たいものが、心の中の芯しんを撫でた。

「白しら野のさん……!!」

　冷たいアルミサッシを摑つかんで、颯さつ姫きは居間へと上がった。不安で身が竦すくみそうで、今にも涙なみだが出そうだったが、それを必死でこらえて、元はどうだったかももう思い出せない、見る影もなく荒れ果てた居間の中に立った。

　誰もいない。

　みんなはどこ？

　あるのは廊ろう下かへ続く血。

　どうなったの？　まさか……みんな？




「………………」




　答える者は、誰もいない。

　取り残された感覚。手向かいも何もできない、あまりにも無力な、たった一人の自分を取り巻く、荒れて虚うつろな部屋と空気。

「だ────誰かっ!!」

　涙声で、叫んだ。

　取り残された。みんないなくなった。そしてそれは、颯姫の中で唯一忘れることもなく刻印されている『みんな忘れてしまう恐怖』という感情にあまりにも似ていて、火を噴ふくような恐怖と不安が胸を焼くように膨ふくれ上がった。




「白野さんっ────!!　雪ゆき乃のさんっ!!」




　絶叫。

　だが、その瞬しゆん間かん、




　ごとっ、




　と部屋のどこかで、ひとつ、物音が聞こえた。

「ひ……っ!!」

　痙けい攣れんするように息を吞のんだ。心臓が飛び上がった。

　息が止まった。窓の傍そばに立ち尽くし、身を竦ませて見回したが、涙に滲にじんだ居間の光景の中には、動くものは見えなかった。

　ただ潜ひそむように、何もなかった。

　そこらじゅうの家具の影が、何かを潜ませているように滲み、べったりと床ゆかになすりつけられた血の帯が消えている廊ろう下かの死角の奥も、ただ暗い影を恐ろしげに湛たたえていた。

　だが物音がした。

　何か、いる。

「あ……」

　たった、一人。

　立ち尽くし、つい先ほど絶ぜつ叫きようして自分の存在を教えたばかりの、何も出来ない颯さつ姫きの方へ、やがて見えないどこかから気配が動いて────




　ひた、




　と手が、隣りん室しつの闇やみの中から手が這はい出して、ドアの枠わくを摑つかんだ。

　祖母の居室になっていた隣室に続く、もはや半ば以上破壊されたドアの隙すき間まから、五本の指が現れて、ドアの枠を摑んでいた。

「………………!!」

　震ふるえた。

　もう声も出なかった。

　目を見開き、ただその小さな変化を見つめ続けるしかない颯姫の目の前で、その手の向こうから、続く体がゆっくりと現れて────疲れた声が、颯姫の名前を呼んだ。




「……颯姫ちゃん……」

「白しら野のさん!?」




　隣室から現れたのは、立つのに壁の支えが必要なくらい疲ひ弊へいした様子で、怪け我がをしたらしく絆ばん創そう膏こうだらけの腕うでをした、白野蒼あお衣いの姿だった。

　安心とは程遠い様子と姿。しかしその姿を目にした瞬しゆん間かんに、颯姫の中に張り詰めていた、何もかもが決けつ壊かいした。

「……し、白野さん……よ、よかった……!!　怖かった……!!」

　強い恐怖と不安から反動した安あん堵どが全すべてをぐちゃぐちゃにして、颯姫は蒼衣に駆かけ寄って、その胴にしがみついた。

　うわ、と摑んだシャツの中身がよろける。しかし颯姫はそんなことに配はい慮りよする余よ裕ゆうも何もなく、ただ顔を涙なみだと鼻水でぐしゃぐしゃにして、蒼衣のシャツの胸を摑んだまま、胸に顔を押し付けて泣きじゃくった。

「みんな、死んじゃったかと……また、誰も、いなくなっちゃったかと……」

　えぐえぐと途と切ぎれ途切れに、颯姫は心の中をそのまま吐はき出すように訴える。

「死んじゃったら……いなくなっちゃったら、忘れちゃう……!!　白しら野のさんが、雪ゆき乃のさんがいなくなっちゃったら、わたし、みんな忘れちゃう……」

　顔を押し付けたまま、颯さつ姫きは叫ぶ。

「やだ、やだよう……忘れたくないのに、みんなのこと忘れたくないのに、いなくなったら、忘れちゃうよう……!!　忘れたくない……忘れたくない……!!　私からいなくならないでください……お願いします、お願い……」

「……」

　どう言葉をかけていいかも分からない様子の、蒼あお衣い。

「お願いします……」

「…………颯姫ちゃん……ごめん、様子も見に行けなくて」

　懇こん願がんを続ける颯姫に、やがて蒼衣は、申し訳なさそうに言った。

「あの人に……『お母さん』に雪乃さんが水すい槽そうを投げつけられて、大怪け我がしたんだ。この部屋に閉じ籠こもるしかなくなったんだ」

「え……ゆ……雪乃さん……が？」

　不安そうに顔を上げる颯姫。そして不意に自分の靴くつ下したが濡ぬれているのを感じて、不意にそれを思い出し、びくっ、と居間を振り返った。

　部屋の血溜だまり。

　そして部屋の外へと引きずられた血の痕あと。

　心臓が鷲わし摑づかみにされた。息ができなくなって、服の胸を摑んで、どん、と蒼衣に背中をぶつけて後ずさった。

「……え……あ……」

「待って、違う。それは雪乃さんじゃない」

　蒼衣の腕うでが、颯姫の頭を抱かかえるように抱だいて視界を隠かくした。

「雪乃さんはこっちの部屋にいるから、大だい丈じよう夫ぶ。何とか助けて、部屋に引っ張り込めた。気を失ってるけど大丈夫」

「……!!」

　必死で深呼吸する颯姫。必死で落ち着こうとする颯姫。しかし雪乃の無事を伝える蒼衣の声がひどく暗いことにも、颯姫は気づいていた。

「あの血は……違うんだ」

「……」

　颯姫は、自分の視界を覆おおう蒼衣の腕を、ぎゅっ、と摑んだ。




「あの血は────可か南な子こさん、なんだ」




　蒼あお衣いは言った。

　颯さつ姫きはその小さな声を少しでも減らそうとでもするかのように、蒼衣の腕うでを摑つかむ手の力を強めて、強く強く押し付けた。

「う……」

「颯姫ちゃんが無事でよかった。心配してたんだ」

　蒼衣は、きっとかなり痛いだろうと思う颯姫の手には一切抵抗せずに、やり切れなさそうな声で言った。

「そっちは大だい丈じよう夫ぶだった？　何もなかった？」

「……！」

　自分を心配する蒼衣の言葉。しかし、そう問いかけられたとき颯姫は、一いつ瞬しゆんぴく、と動きを止め、そして沈ちん黙もくの後で答えた。




「……何も……なかったです」




　少し安心したように、蒼衣。

「そう、よかった」

「……」

　その蒼衣の声を聞いた颯姫は、自分の頭を抱だき締めている蒼衣の体温に、急に罪悪感を感じた。胸に小さな痛みがあった。

「……う……」

　この優しい体温を、自分が感じる資格がない気がした。

　颯姫は噓うそをついた。

　何もなくは、なかった。

　あった。でも、噓をついた。

　そういう風に、約束してしまったからだ。




『────ここで見たことは、黙だまってて』

『……』




　まだはっきりと思い出せる、約束の言葉。

　約束。

　大切な、約束。

　約束は、大切。

　約束を憶おぼえていられない颯姫にとって、約束はとても大切なものだった。

　約束を持ちかけられて、思わず頷うなずいてしまった。記き憶おくが喰われてゆく颯さつ姫きにとって、約束はどんなものであっても大事な宝物だった。

「……」

　その宝物が────痛い。

　蒼あお衣いへの噓うそが、痛い。

「…………う……」

　颯姫は無言で蒼衣の腕うでに、ぎゅ、となおも強く、縋すがりついた。

　この温ぬくもりを、逃がしたくないかのように。自分が悪い子だと分かっていながら────それでも許してほしいと期待し、縋り、見捨てられるのを怖れている、卑ひ怯きようで臆おく病びような子供のように、ただじっと縋りついていた。




　　　　†




　神の悪夢の泡あわによる異常現象、それを曰いわく〈泡禍バブル・ペリル〉と呼ぶ。

　全すべての怪かい奇き現象は神の悪夢の欠片かけらであり、この恐怖に満ちた現象はたやすく人の命と正気を喰らうが、ごくまれに存在する〈泡ほう禍か〉より生せい還かんした人間には、巨大なトラウマと共に〈悪夢の泡〉の欠片が心の底に残ることがある。

　彼ら自身によって〈断章フラグメント〉と呼ばれるその悪夢の断片は、心の中から紐ひも解とく事で自らの経験した悪夢的現象の片へん鱗りんを現実世界に喚よび出すことができる。世界にはそんな〈悪夢の泡〉からの生せい還かん者しやが多数存在し、そしてその中でも恐るべきトラウマと共に悪夢の欠片を精神に宿してしまった者たちが集まって、生きるために助け合い、新たな被害者を救おうと活動している。

　英国で発はつ祥しようした、〈ロッジ〉と呼ばれる小さな活動拠きよ点てんを各地に散らす、〈悪夢〉の被害者同士の互ご助じよ会かい結社。

　彼らは世界の裏で被害者同士助け合いながら、同時にこの世界に浮かび上がる悪夢の中から人々を助け出し、そして神の悪夢の存在と、神の悪夢の〈断だん章しよう〉を持つ自分たちの存在を人々の目から隠かくし続けている。

　名を〈断オーダー章・オブ・騎ザ・フラ士団グメンツ〉という。




　かくして悪夢は、こうして続く。
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　　　六章　　城の内の者の眠







　　　　１




　巨大な刷毛はけで引いたように、血が暗い廊ろう下かの奥へと続いていた。




「………………」




　白しら々じらと夜が明け始めた、そんな意識に霞かすみがかかりそうな時刻。白しら野の蒼あお衣いはこの時、田たの上うえ颯さつ姫きと共に、先を行く〈葬そう儀ぎ屋や〉の後ろについて、所々に灰色が混じり始めた廊下の暗くら闇やみの中を息を潜ひそめるように歩いていた。




　みし、

　みし、




　と〈葬儀屋〉の巨きよ軀くに踏まれて、一歩ごとに廊下の板が鳴る。

　外からは鳥の声が微かすかに漏もれ入り、それを圧するように廊下全体を震ふるわせる水すい槽そうのポンプ音が満ちている中、蒼衣はぴったりと腕うでにしがみついている颯姫の重みを感じながら、緊きん張ちようの呼吸を繰り返して〈葬儀屋〉の喪も服ふくを着た背中を追って歩いていた。

「……」

　威圧的な無言と共に先を行く〈葬儀屋〉の手には、大振りの鉈なた。

　その姿のあとを歩きながら、蒼衣は水槽の陰や自分の背後に、時々視線を向ける。

　陰から、背後からいつ何かが飛び出して来るかも知れないと、それに怯おびえて緊張し、身を縮ませながら。床ゆかには人間一人分の太さの血の帯があり、それを避さけながら、しがみつく颯姫と共に歩く廊下は、ひどく狭せまかった。




　蒼衣たちは、廊下の血の痕あとを追っていた。




　この血は先を行く〈葬儀屋〉の助手、戸と塚つか可か南な子この血によるものだった。

　蒼衣が、雪ゆき乃のが、そしてこの真ま喜き多た家けの人たちがまだ生きているのは、可南子のおかげだった。つい数時間前の深夜、居間にあの〈死なない異い形ぎよう〉である『母親』が〈泡ほう禍か〉を伴って現れた時、迎え撃うった雪ゆき乃のは、雪乃の〈断だん章しよう〉によって火ひ達磨だるまになった『母親』に、廊ろう下かの水すい槽そうを思い切り投げつけられたのだ。

　とんでもない質量が雪乃の頭めがけて飛び、身を庇かばうのも関係なくぶち当たった水槽がガラスと水を撒まき散らして破は裂れつし、雪乃の意識を奪った。

　全すべてが一気に瓦が解かいした。可か南な子こはそれを見るや気を失った雪乃を片手で引きずってそこから避ひ難なんさせ、蒼あお衣いと共に隣となりの祖母の部屋に押し込めると、〈葬そう儀ぎ屋や〉をドアの守りとして、たった一人で〈異形〉と〈泡禍〉を迎え撃ったのだ。

　破壊的で悲ひ惨さんな死闘の音しか、蒼衣は聞いていない。

　結果、可南子は動けなくなるほどの怪け我がを負って、『母親』に引きずられていった。

　そして未だ残る〈異形〉からドアを守り続けた〈葬儀屋〉は、可南子を追うこともできず、自らも怪我を負った。水槽から湧わき出し、次々と這はい寄る『赤ん坊』を切り伏せ続け、その非人間的な印象の巨きよ軀くからは窺うかがいづらいが、実際には満身創そう痍いに近かった。

　そんな状態で、しかし居間の状態が落ち着いたのを見て取った〈葬儀屋〉は、可南子の痕あとを追うために部屋を出ようとした。

　一人で。止めることは出来なかった。代わりに蒼衣は、ついて行くことにした。

　居間にあったゴルフクラブを手にして、そしてどうしても蒼衣から離れたがらなかった颯さつ姫きを仕方なく連れて。

　意識のない雪乃と真ま喜き多た家けの面々を残したまま。バラバラの行動は危険ではあったが、実際のところ〈異形〉に対して唯一有効な攻撃手段を持つ雪乃がいないのならば、どこに何人が固まっていようが大して変わりはないのだった。

「……」

　そうして、蒼衣はここにいる。

　可南子を助けるなら、もし助けられる状況なら、一人より二人の方がいい。

　そう思って、蒼衣はついて来た。自分の安全などは度ど外がい視しだ。雪乃が倒れた以上、この家に安全な場所などもうどこにも存在しないのだ。

　颯姫の存在は不安だが、もはや仕方がない。

　彼女の背負ったリュックの中には、救急箱が丸ごと入れてある。

　これで可南子が助けられれば、まだ希望は増える。人は一人でも多い方がいい。それに蒼衣たちを、雪乃を助けてくれた可南子を見捨てる気にはなれなかった。

　身を張って蒼衣たちを守ってくれた、可南子。

　そんな相あい棒ぼうが動けなくなって〈異形〉に連れ去られて行くのを、蒼衣たちのいる部屋を守るために傍ぼう観かんした、〈葬儀屋〉。

　この二人を、助けたかった。

　ここで可か南な子こを救いに行こうとする〈葬そう儀ぎ屋や〉を見捨てて一人だけ行かせるのは、人間ではない気がした。少なくとも蒼あお衣いがそうであれと信じている善良な人間では、なくなってしまう気がした。




　みし、




　だから蒼衣たちは、廊ろう下かに引かれた血を追う。

　べったりと引かれた血。それは破壊された人間の体はたっぷりと塗料を含んだ巨大な刷毛はけに過ぎないと、そんな厭いやな考えさえ抱いだかせる、恐ろしい光景だった。

　そして何より、必死で考えないようにしているが、この出血では決して生きてなどいないという想像を容易に起こさせる光景だった。いや、それは想像などという曖あい昧まいなものでなく、それ以外の状況が考えられない、明白な現実だった。

　────こんなに血が出て、生きている人間などいない。

　頭に浮かぶそんな考えを、必死で打ち消しながら、蒼衣は〈葬儀屋〉に続く。

　何も言わない〈葬儀屋〉は、ただ重く慎しん重ちような足取りで、鋭く周囲に目を配りながら血を追っている。彼の放つ葬そう列れつじみた雰ふん囲い気きはどうしてもこの先にある光景を暗示しているとしか思えなかったが、当の彼自身が何を思っているのかは、蒼衣には想像もできなかった。

「……すいません、僕らのために」

　蒼衣は、どうしても黙だまっていられなくなって、前を行く背中に言った。

　その言葉にさえ、不安そうに颯さつ姫きが見上げてくる。蒼衣は〈葬儀屋〉からの答えは期待していなかったが、喪も服ふくの背中からは短く答えが返ってきた。

「…………〝役目〟だ」

「！」

　彼らが、〈騎き士し〉や〈世話役〉がよく口にする、その言葉。

　ただそれだけ。たったそれだけの言葉で、この状況が贖あがなえるとは蒼衣にはとても思えなかったが、この言葉を口にする〈騎士〉には、それ以外のいかなる言葉も相応ふさわしくない、有無を言わせぬ雰囲気があった。

「……」

　血は、階段を二階へ上がっていた。

　蒼衣たちは〈葬儀屋〉を先頭に、血の痕あとを追って、階段を上がっていった。




　みし、

　みし、




　と音を立てて階段を上がり、二階の廊ろう下かへ。

　水すい槽そうのない二階の廊下は、一階など比べ物にならないくらいに暗く、足元がほとんど見えないほどの、暗くら闇やみに包まれていた。

　ただ────一つだけを、除のぞいて。

　真っ暗な廊下の奥に、横合いから灰色の薄うす明あかりが漏もれている場所があった。

　廊下の中でたった一つ開け放たれたドアから、その室内の明かりが漏れて、ぼんやりと廊下の床ゆかを照らしていた。そして照らされた床で、そこまで続いていた血の痕あとは、大きく方向を曲げて、部屋の中へと消えて行っていた。

　真っ暗な廊下の中に、そこだけ照らされた血を引きずった床と、壁に薄明るく切り取られたドアだけが、ぽつん、と音もなく浮かんでいた。

　その光景を前にして、階段を上がって立ち止まる、三人。

「……」

　無言だった。その光景は、まるで自分たちを誘さそい込もうとしているかのようにも見える、妙みように心を不安定にする光景だった。

　それは怪奇な昔話の中で、道に迷った真っ暗な山中にぽつんと怪奇な人家の明かりが灯ともっているのにひどく似た、見ている蒼あお衣いの体の中に、嫌いやな予感と不安感をじわじわと広げてゆく光景だった。




　みし、




　と〈葬そう儀ぎ屋や〉が、前に出た。

「……！」

　躊躇ためらいなく、傲ごう然ぜんと、慎しん重ちように。蒼衣は慌あわてた。慌てて心の中で付け焼刃の覚かく悟ごを固め、自分の心臓の音を感じながら、颯さつ姫きがしがみついていない右手にゴルフクラブを構えて、足音を忍ばせて、その光景の中に踏み込んでゆく〈葬儀屋〉に続いた。

　目の前を塞ふさぐ巨きよ軀くの脇わきから、垣かい間ま見える、あのドアの明かり。

　床も壁もろくに区別がつかない、暗闇の壁に切り取られた白く光る四角い穴が、だんだんと近づいてくる。

「…………」

　血が消えて行っている、部屋へ。

　少なくとも入っている、部屋に向けて。




　みし、




　近づく。

　何かが飛び出して来るかも分からない部屋へと、慎しん重ちように、警けい戒かいを露あらわに。

　聞こえる自分の息と、わけもなく立つ鳥とり肌はだ。締め付けられてゆく心臓の鼓こ動どう。その中で確実に、光へと近づいてゆく、自分の体。




　みし、




　そして前を行く〈葬そう儀ぎ屋や〉の体が、とうとう漏もれ出す明かりの中に入った。

　光に近づいたために白く靄もやがかった蒼あお衣いの視界の中で、ぎし、と〈葬儀屋〉の手がそれと分かるほど強く鉈なたを握にぎり締め、それからゆっくりと、漆しつ黒こくの体たい軀くが部屋の前に立った。

　そして────




「…………」




　動きを止める。険しい視線。

　視線は部屋の光の中へ向けられ、横顔に垣かい間ま見みえる口は、言葉も心も意思も見えないほど、強く引き結んだまま。

「…………………………」

　岩のような無言。時間が止まる。

　それを前にして、暗くら闇やみと沈ちん黙もくの中に取り残される、蒼衣と颯さつ姫き。

　緊きん張ちようで心臓が割れそうだが、何も動きがない。息が上がりそうだ。いつまで耐えればいいのかも分からない、張り詰めた停止。

「……」

　じっと〈葬儀屋〉は、部屋の中を睨にらんでいる。

　蒼衣はその沈黙の果てに、とうとう耐えられなくなって、恐る恐る光の落ちている空間へと進み出た。

　照らされた床ゆかの血と、同じ空間の中に。

　一体〈葬儀屋〉は何をしているのだろう？　と。一体何を見ているのだろう？　と。




　みし、




　踏み出す。

　怯おびえて腰こしが引けている颯姫が、重い。

　しかしそれでも、ゆっくりと開いているドアへと、身を乗り出す。そしてドアの前に立っている〈葬そう儀ぎ屋や〉の脇わきにようやくたどり着いて、薄うす明あかりに満ちた部屋の中を、脇からそっと、覗のぞきこんだ。

「…………!!」




　部屋の中に、びっしりと草の生えた死体が転がっていた。




　露ろ出しゆつした肌はだという肌から、辛かろうじて見える髪かみの毛の中から、引き裂さかれた服の裂け目から背の高い蔓つるをびっしりと生はやして、もはや苗なえ床どことしか呼びようのない元の形の分からない人間の死体が部屋の中に横たわっていた。

　割れてガラスのない窓から入る淡い光の逆光になったそれは、一見すると豆の蔓が密生した土をそのままスコップで掘り出して、人間の形に置いたかのようだった。あまりに密生しているせいで表面も見えない塊かたまり。しかしそれが土の苗床ではなく人間であることは、染み出して床ゆかに広がっている血と、そして辛うじて生え方がまばらなために、肌も形も見えている、放り出された『手』から明らかだった。

　まだ育ちの不十分な、芽の生えた『手』。

　ぽつぽつと手の平や指、そして爪つめの間から緑の芽を生やした、死体の色の白い肌。

　そして、内側に繁はん茂もした芽によって破れた袋のようになった、ぼろぼろの衣服。そしてその黒い布地の衣服には見覚えがあった。見間違えようがなかった。




「……可か南な……子こさん……」




　思わず膝ひざをつきそうなほどの重い脱力感が、呆ぼう然ぜんと心身の中に落ちた。

「……」

　ぎゅ、と颯さつ姫きがひときわ強く蒼あお衣いにしがみつき、その光景を見まいとするように、顔を腕うでに押し付けた。

　逆光の中、ただ意思もなく、見知った人間の体に繁茂して伸びている蔓。

　言葉もなく、目を見開いて立ち尽くす蒼衣に、〈葬儀屋〉の低く重い声が、頭の上からかけられた。




「……もう戻れ」




　二人だけにしてくれ、

　と。




　………………
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「……耀よう……耀……！　なんで…………おい、こんな……」




　部屋の空気を圧する、この家の主人、輝てる之ゆきの押し殺した咆ほう哮こう。

「うあ……あ……！」

「…………」

　ようやく夜が明けた、蒼あお衣いが戻って来た居間。そこには〝夜明け〟という言葉のイメージとは程遠い、色濃い嘆なげきが満ちていた。

　開け放しのドアから見える薄暗い隣りん室しつには、真ん中が子供の大きさに盛り上がった、タオルケットが床ゆかに広げられている。そして布に覆おおわれたその子を、がっくりと膝ひざをついた父親の背中と、そして祖母と姉とが、すすり泣きながら囲んでいる。

「かわいそうに……耀ちゃん、かわいそうに……」

「…………！」

　祖母の延のぶ子こはさめざめと繰り返し、姉の莉り緒おはただ言葉もなく泣いている。

　タオルケットに覆われた小さな体は、輪りん郭かくが奇き妙みように歪ゆがんでいて、ぴくりとも動かず、何も言わない。

　もう何も、言わない。

　もう二目と、見られない。




「……ああ……あああ……！」

「………………」




　その慟どう哭こくを聞き、垣かい間ま見みえる隣室を横目に見ながら、蒼衣はもうほとんど足の踏み場所がない居間の隅で、辛かろうじてまだ使えるソファセットの上に座って肩かたを落としていた。

　聞こえる嘆きがつらい。

　その嘆きの数百分の一が、自分の中にもあるのがつらい。

　あの優しい少年のことを、自分が知っているのがつらかった。いっそあの悲しみの輪の中に加われればいいのにと思いながら、それさえもできない、その資格がない自分の立場がひどくつらかった。

　蒼衣たちは、あの子を守らなければいけない立場の人間だったのだ。

　だからあの家族の中には加われない。それならば自責や、汚お名めい返上に決心を新たにすることができればまだ楽だったかもしれないが、それも蒼あお衣いはできなかった。蒼衣たちもたった今、仲間を失ったばかりなのだ。

「……」

　この場に、〈葬そう儀ぎ屋や〉と可か南な子こはいない。

　いるのはソファの上の蒼衣と、その隣となりで力尽きたように寝息を立てている颯さつ姫きと、水すい槽そうの水で濡ぬれたゴシックロリータをどうにもできないまま対面のソファの上に寝かされて、まだ目を覚ましていない雪ゆき乃のだけだった。

　まさか可南子が、と、蒼衣はまだ信じられない思いでいた。

　何の根こん拠きよもないが、何となく彼らは別格で、何があっても彼らだけは無事でいるような、そんな気がしていたのだ。

　それだけにショックだった。

　しかしやはり、ただショックなだけではいられないのも、蒼衣にはつらいところだった。

　いま人手が減ることは、そのまま蒼衣たちが身を守ることさえできなくなることを示していた。いまここで目を開けているのは蒼衣だけ。もし今から何か起これば、蒼衣だけでは、どうしようもなかった。

　まだ蒼衣には、何もできない。

「弱ったなあ……」

　蒼衣は隣の部屋に聞こえないようにこっそりと溜ため息いきをつき、一人ごちた。

　さすがの蒼衣も気が重かった。このままでは死ぬ。弱気にならざるを得ない。

　打開策が見当たらなかった。蒼衣は自身のことを、ただ一点を除のぞいて心身ともに普通の人間に過ぎないと、そう自覚していた。

　居間がこの惨さん状じようになった時も、蒼衣は結局何もできなかった。

　焼け焦こげたドアから入ってきた『母親』に対しても、砕くだけて空からになった水槽から這はい出して来た『赤ん坊』に対しても、結局蒼衣は構えた椅い子すを一度も振り下ろすことさえせずに、可南子たちによって隣の部屋に庇かばわれていた。

　そしてあの『母親』は雪乃に焼かれ、可南子に斬きられ、そして可南子を引きずって去った。

　あの『赤ん坊』は〈葬儀屋〉によって薙なぎ払はらわれて、水に溶とけたか、あるいは血溜だまりに溶けたか、それとも『母親』と共にどこかへ去ってしまったのか、いつの間にか跡あと形かたもなく、消えてしまっていた。

　蒼衣は何もしていない。何もできていない。

　それに対しては悔くやしさも歯がゆさもない。仕方がなかった。この異常を前に、蒼衣は単なる普通の人間に過ぎない。

　ただ、全く何もできないわけではない。それはもどかしい。

　蒼あお衣いが、この〈泡ほう禍か〉を解き明かすまでに生きていられるかという、もどかしい不安は、蒼衣の中にもあった。

　助かりたい。みんなを助けたい。

　あの少年は助けられなかった。せめて家族は助けなければ、自分の来た意味が無い。

　そしてこんな何もできない蒼衣に、必死で頼るしかない颯さつ姫きを無事に帰さなければ。

　それに────何よりも雪ゆき乃のを助けたい。蒼衣はそのために、ここに来たのだから。




「……ん…………う……」




　ソファに横たわる雪乃が、小さく身じろぎし、声を漏もらす。

　ずっと雪乃はうなされていた。抜けるように白い人形じみて整った寝顔を、苦しそうというよりは泣き出しそうな表情に微かすかに歪ゆがめ、昨夜からずっと夢を見ていた。

「雪乃さん……」

　蒼衣はやり切れなさそうに呟つぶやく。以前の事件で蒼衣は、雪乃が『人間』を焼いた日にはいつも悪夢にうなされているらしいことを知っていた。

　焼ける人間という光景は雪乃の〈悪夢〉に直結する。そして今までこの家の中で繰り広げられてきた〈泡禍〉は、そんな雪乃にとっては酷こくとしか言いようがない、まさに悪夢のような繰り返しだったと言えた。

「……早く……何とかしないと」

　僕が、という言葉は、頭につけなかった。

　それはあくまで普通を自認する蒼衣にとって、あまり好ましくはない言葉だった。

　だが、それでもやるべきこと自体は、何も変わらなかった。

　ここで起こっていることがどんな〈悪夢〉なのか知って壊こわす。たとえ、知ってしまった〈悪夢〉が、どんなに壊すのを躊躇ためらわせるような、悲劇であってもだ。

　雪乃のために。

「きっと雪乃さんは、怒ると思うけど……」

『そうね』

「！」

　眠ねむる雪乃の横顔を見つめながら、少し困ったような色を混じらせた決意を蒼衣が呟いたその時、突然うなじの産うぶ毛げが逆立つような冷気と共に、笑みを含んだ少女の声が、ぞっ、と蒼衣の耳元で囁ささやきかけられた。

『間違いなく怒るでしょうね。つまりあの子の獲え物ものの、横取りだもの』

「……！」

　くすくすと笑う、風かぜ乃のの声。

　ソファの背もたれに肘ひじと頭を置いて覗のぞき込む、その雪ゆき乃のそっくりの顔に浮かんだ退たい廃はい的てきな笑みに、蒼あお衣いは思わず身を引いた。しかし普段なら苦手な風かぜ乃のの存在は、今この時に限っては、少しばかり有あり難がたかった。

　話し相手が一人もいなくなってしまった、今に限っては。

「ですよね、いつ本当に口をきいてくれなくなるか……」

　蒼衣は小さく、言った。

　これまでも雪乃を差し置いて、蒼衣が〈泡ほう禍か〉を解決したことはある。雪乃はそのたびに少なくとも、翌日くらいまでは、蒼衣と口をきこうとしなかった。

　いつか本当の限界がきそうで、ひやひやしている。

『そうなるなら、それはそれで私は楽しみね』

　笑う風乃。蒼衣は溜ため息いきをつく。

「僕は困ります」

『それも楽しみだわ』

「……ひどいな」

『ふふ、可愛かわいい〈アリス〉。そんなに心配しなくても、意外とこの子にとってあなたの存在は大きいわよ？　少なくともあなたが思ってるよりは』

「そうですか？」

　半信半疑と、少しの期待で、蒼衣。

『そうよ？　この子は何もかも捨てたがってるのに、結局何も捨てられない子だもの』

　風乃は答える。

『唯一捨てられたのは、昔の自分の皮だけだわ。それ以外は何も捨てられてない。耐え難くなって発ほつ作さ的に捨てても、何度もゴミ箱を振り返る。きっとあなたを捨ててもそうだわ』

「それは僕じゃなくても同じなんじゃ……」

『同じだけど、大きさが違うわ。捨てて初めて大きさが分かるのが未み練れんだもの。その時になって初めて捨てたものの大きさを意識するの。未練になれるのって、素す敵てきじゃない？　心臓に絡からみ付いて、とても強く人を過去に縛しばり付ける糸。あなたはきっと、とても大きな未練になれるわよ。あなたは雪乃の、そんな特別な存在になりたくはない？』

「…………捨てられたくはないです」

　少しだけ心が動いたのは、秘密にしておく。

『そう？』

　ふふ、と風乃はそんな蒼衣の内心など見透すかしているかのようにも見える、嫣えん然ぜんとした笑みを浮かべて目を細めた。そして目を逸そらす蒼衣の横顔をしばらく楽しそうに見ていたが、やがてふと、急に話題を戻した。

『で、〈アリス〉。雪乃を怒らせずに済みそうなのかしら？』

「…………」

　途と端たん、嫌いやなものを吞のみこんだように、蒼あお衣い。

　嫌な話題の絡からめ方だった。要するに風かぜ乃のは遠回しに、この〈泡ほう禍か〉を解決できる目め処どが立ちそうかと、そう蒼衣に訊きいているのだった。

　ここで枕まくらを並べて死ぬよりは、怒らせて捨てられた方がマシ。

　風乃の言葉の、そんな嫌がらせのような含みを読み取りはしたものの、それでも蒼衣に良い答えはできなかった。そして風乃も承知で、蒼衣を嬲なぶっているように思えた。

「……いえ」

『ふふ。優しいだけじゃ嫌きらわれることもあるわよ？』

　風乃は笑う。

『でもあなたが他人に向けられる厳しい言葉は、〈断だん章しよう詩し〉だけだものね』

「……」

　う、と風乃の言葉が、蒼衣の胸に鈍にぶく刺ささる。嫌われるのも嫌うのも嫌。でもそれゆえに嫌われるなどありふれた話で……かと言って蒼衣は他人に強く出られない。もしその時が来たならば、それは相手を殺す時。あまりにもひどい極端。

『理解し合った相手を奈な落らくの底に突き落とすのがあなたの才能キズ』

　揶や揄ゆしているようにも愛いとしんでいるようにも聞こえる、絡みつくような囁ささやき方で、風乃。

『どう？　あの〈異い端たん〉と何度も対面したけれども、少しは彼女を理解できた？　この悪夢の城の主、死なない〈異端〉のことを』

「……それは無理です。さすがに」

　蒼衣は肩かたを落として、答える。

「あんなになってしまった人を、僕は理解なんか出来ません。僕が今からできるのは、あの奥さんがまだ〝普通〟だった頃に……何があって、どうしてこんなことになってしまったのか、その道筋を見つけて辿たどる、そういう理解だけです」

　そして、溜ため息いき。

「でも、雪ゆき乃のさんが倒れて……可か南な子こさんも……」

　額ひたいを覆おおう。

「それに家族にも被害が出て、そんな家族のみんなから、話を聞かなきゃいけなくて……今までこの家のことを一番教えてくれたのは、あの耀ようくんだった。あの子からもらった話が、形見になってしまった」

　キツい。

　素直にキツい。

　いい子だった。なのに酷ひどい死に方だった。本当に無慈じ悲ひだ。本当にキツい。

「……でも、急がないと。できるだけ早く何とかしないと」

　だがそれでも、呟つぶやくように、蒼あお衣いは言った。

「雪ゆき乃のさんもこんな状態で、〈葬そう儀ぎ屋や〉さんに頼ることもできないんじゃ、いま何か起こったら、もう助からない」

　絶望的な事実を前に、感じる焦あせり。

　雪乃が目を覚ましても、こんな状態では無理はさせられない。いや、雪乃はそうするだろうが、そのこと自体に不安しか感じない。

「……」

　どんなにか細くてもいい。安心材料が欲しい。

　蒼衣は必死で考える。そしてそんな苦悩する蒼衣の横顔を、風かぜ乃のの亡ぼう霊れいが、ソファの背もたれに頰ほお杖づえを突いて楽しそうに見上げていた。

　と────




　がばっ、




　と突然、ソファに横たわっていた雪乃が、何の前触ぶれも無く起き上がった。

「あ……」

『あら、お姫ひめ様のお目覚めね』

「………………」

　驚く蒼衣の前で、上半身を起こした雪乃はしばらく微動だにせずじっとしていたが、記き憶おくを辿たどっていたらしくやがて全すべてを把は握あくすると、どん！　と颯さつ姫きが目を覚ますほど激しくソファの背もたれに拳こぶしを振り下ろし、そしてそのまま顔を覆おおうように、自分の前髪がみを、抜けそうなほど強く摑つかんだ。







　　　　３




　雪乃が目覚めてから、少しした頃。

　家の中の空気が、急に変わった。

　目を覚ますなり人でも殺しそうなほど不ふ機き嫌げんになっていた雪乃が、蒼衣と一言も交わさずに居間を出て行って、ほどなくのことだった。すすり泣きと呟きが漏もれてきていた、悲しみが満ちる隣りん室しつの雰ふん囲い気きが急に荒れ始め、聞こえてきていた悲しみの呟きが、気づけば言い合いに変わっていたのだった。




「……まだ言うのか!?　おふくろ、いい加減にしてくれ!!」




　輝てる之ゆきのその言葉が、上がった最初の怒ど鳴なり声だった。

「!?」

　ぎょっとして振り返る蒼あお衣い。これからどうすべきかと蒼衣が物思いに耽ふけっている間に、いつの間にかタオルケットに覆おおわれた少年の遺い体たいを囲んだ悲しみの場は、父親と祖母の罵ののしり合いが席せつ巻けんしていた。

「……さやかさんが、あの子だけじゃなく耀ようちゃんも殺したんでしょう。どこか間違いがありますか？　私の言ってることに」

「間違ってるのはおふくろの考え方だ！」

　どうやらまた、祖母の延のぶ子こが輝之の感情を逆なでするようなことを言ったらしかった。

　二人とも涙なみだの名残なごりか、それとも怒りの感情によるものか顔を真まっ赤かにして、耀の遺体を挟はさんで声を荒げていた。その光景の脇わきで莉り緒おが、もうどうすればいいのか分からないとでもいった風に、ただ泣いている。

「なんてこと言ってるんだ……さやかだって……あいつだって……今はあんなことになってるが、死んだんだぞ！　死んでるんだぞ！」

　莉緒の泣き声を圧おして響ひびく、輝之の声。

「知ってますよ。そんなこと」

　そんな息子むすこに対して、延子が強気に応じる。

「死んでまで私たちを酷ひどい目に遭あわすような人を、庇かばい立てする理由がありますか？　可哀かわい想そうに。何で耀ちゃんがこんなことになったのか、よく考えてみなさいな」

　淡々と、嫌いやらしく説教するような調子で。輝之の体が、声が、怒りに震ふるえた。

「お……おふくろには人の心がないのか！」

「言うに事欠いてなんですか。ありますよ。当たり前でしょう？　だから可哀想に思ってるんじゃないですか。耀ちゃんも……あの子も……母親に殺されて。あんな母親でさえなければ死なずに済んだんでしょうに」

「この……なんてことを……！」

「輝之、あなたも同罪です。あなたがもっとしっかりしていたら、こんな可哀想なことにはならなかったんです」

　ぴしゃりと言い放つ、延子。

　その言い草に、だん！　と音を立てて、とうとう輝之が立ち上がった。

「自分だけが正しいつもりか!?　自分だけが悲しいつもりなのか!?」

　輝之は空気が震えるほど、怒鳴った。

「おふくろは自分ばっかり悲しんでる気になって、俺おれやさやかの気持ちは一度も考えたことがないじゃないか!!　あんたは『莉緒』が死んだ時も、俺たちの気持ちや都合を考えずに、得体の知れない供く養ようや祈き禱とうに、何年もさやかを連れ回して追い詰めたよな!?　少しは生きてる俺おれたちのことを……俺たちの気持ちを考えてくれ!!　俺やさやかが、自分の子供が死んだのを悲しんでないとでも思ってるのか!?」

　自分の母親を見下ろして、感情を、怒りを叩たたきつける。

　だが延のぶ子こはじろりと、輝てる之ゆきを見上げた。

「あんたたちは、自分のことばっかりで死んだ子の気持ちを考えてないんです。私はそれを、代わりに言ってあげてるんですよ」

「……っ!!　この……!!」

　一片の歩み寄りもない、非難のぶつけ合い。

　ああ、と蒼あお衣いはそれを聞きながら、やるせない気持ちになった。

　蒼衣の視線の先にあるのは、その言い合いの真ん中にある、タオルケットをかけられた少年の遺い体たい。

　一度だけ交わした彼との会話を思い出した。彼の死が原因になり、彼の遺体を真ん中に置いて繰り広げられているこの光景は、死ぬ前の彼が止めて欲しいと切望していたこと、そのものだったからだ。

　蒼衣は、何よりもそれを哀あわれに思った。

　だが同時にこうも思った。きっと、誰も悪くはないのだろう、と。

　みんながそれぞれ、誰かのことを思っている。きっとただ、それぞれが一番に思っている相手が、少しだけ違うだけなのだ。

　輝之は、妻のことを第一に。

　延子は、死んだ孫のことを第一に。

　たまたま向いている方向が、違うだけなのだ。

　この行き違いは。

　輝之も延子も、自分が第一に思っている相手を互いがないがしろにしているのだと感じて、自分だけが擁よう護ご者しやにならなければならないと、必死なのだ。

　それによって、その他の家族が────子供たちが────自分こそがないがしろにされていると感じることになるとは、気づきもせずに。




「もう────いい加減にして!!」




　そしてとうとう、その当事者である莉り緒おが、涙なみだ声で叫んで、立ち上がった。

「やめてよ……！　もう……こんなの……こっちの方が可哀かわい想そうだよ！」

　泣きじゃくりながら、莉緒は言い募つのる。

「耀ようが可哀想だよ！　耀の前で、二人とも……二人の喧けん嘩かなんかに、耀を使わないで！　二人とも馬鹿みたい!!」

　そして莉り緒おは、それだけ言い切ると、そのまま激しく足音を立てて隣りん室しつから飛び出し、蒼あお衣いのそばをすり抜けて、居間の窓際の隅すみに、周りの全すべてを拒否するような頑かたくなな様子を露あらわにして壁に向かって座り込んだ。

「り、莉緒ちゃん……」

「来ないで！」

　慌あわてて部屋から出てきて宥なだめようとする祖母を、拒絶する莉緒。

　しばし重苦しく嫌いやな沈ちん黙もくが、部屋の中に広がった。

　そのうちに、

「……くそっ！」

　輝てる之ゆきが憤ふん然ぜんと悪態をつき、隣室から出てきた。

　そして、

「事務所のやつに電話かけてくる。家から出られないから、指示くらいはしておかないと皆に迷めい惑わくかけるからな！」

　この場から逃げるように、そしてどこか言い訳のようにそう言い放つと、背を向けて廊ろう下かに出て、自身の書しよ斎さいがある応接間の方へと荒れた足取りで、しかし足元の血を気にしながら、どかどかと居間から歩み去って行った。

「ねえ、莉緒ちゃん……」

「……」

「ごめんなさいね？　大きな声出して…………お腹なかすいてない？」

「…………」

　遠ざかってゆく足音。居間の中ではそんなものは聞こえていないかのように、莉緒の機き嫌げんを取ろうとしている延子。

　部屋の隅にうずくまったまま、一切答えようとしない莉緒。

　薄うす暗ぐらい隣室は静かになり、誰もいなくなった。ただ一人タオルケットに覆おおわれた、少年の遺い体たいを、ぽつんと残して。




　────可哀かわい想そうに。




　蒼衣は哀かなしく、思った。

　故人の遺志からは程遠い、皆の不協和音。

　その末に一人ぼっち。子供にとってこれほどの悪夢もない。




　────〈悪夢〉、か……




　蒼あお衣いは思う。

　何とかしなければ、と、焦あせりと共に。







　　　　４




　閉じた城の中でどんな悲劇があっても、危機があっても、異常があっても、外の世界は関係なく回ってゆく。




『……そっちはよろしく手配しといてくれ。ああ……それでいい。すまん、よろしく頼む』




　こんな時でも仕事はしなければならないらしい。滅め茶ちや苦く茶ちやに荒れ、そして自分の息子むすこの遺い体たいが横たえられた家の中で、自分が経営する事務所へと大声で電話をかけている真ま喜き多た輝てる之ゆきの声が漏もれ聞こえているのを、雪ゆき乃のはそんな白しら々じらとした感想を抱いだいて聞きながら、風ふ呂ろ場ばの脱だつ衣い場じようの中にいた。

「………………」

　たった今、シャワーを浴びたばかりだった。

　石せつ鹼けんと湯ゆ気げの匂においが満ちる空間の中、湯の火ほ照てりがうっすらと残る裸はだかの体に、頭から被かぶったバスタオル。

　洗面台の鏡に映っているのは、無感動な顔で髪かみを拭ふく自分の姿。

　そしてその背景に広がっている、自分の手によって火がつけられて、壁も棚たなも天てん井じようも焼け焦こげた、惨さん状じようを呈ていしている、脱衣場の光景。

　居間で目が覚めた時、浴びた水すい槽そうの水で、身体からだが冷えきっていた。

　ようやく人心地がついた。風邪かぜなどひいて、ただでさえ弱っている体力に止とどめを刺さすことになっては、笑い話にもならない。

　家人は今、誰も風呂場を使おうとはしなかった。

　それどころではなかった、という理由も一応はある。しかし実際のところは雪乃が来た日からこの風呂場は誰にも使われておらず、何故なぜかというとこの風呂場が、〈異い端たん〉として殺された『母親』の、惨ざん殺さつ死体をずっと置いてあった場所だったからだ。

　一度ここは、血ち塗まみれの死体置場になったのだ。

　そしてその後さらに、蘇よみがえって来た『母親』を脱衣場で雪乃が焼いたため、この通りの酷ひどい有様になり、ますます本来の用途が遠のいた。

　脱衣場は火事場のように荒れ、そして死体安置所であった風呂場は、普通の感覚を持つ人間にとってはあまりにも不ぶ気き味みすぎたのだ。だが雪ゆき乃のはそんなことは意に介かいさずシャワーを使った。風ふ呂ろ場ばが死体安置所であったという事実は気にならないのではなく、意識して、問題にしなかった。

　そんなものを問題にしない雪乃であるという、ポーズが必要だったのだ。

　ただ、必要だったのは、この家の家族に対してではない。

　他ならぬ、自分自身に対してだ。

　まだ自分が強いという、ポーズが必要だったのだ。




「……くっ」




　ぎゅうっ、と雪乃は自分の体ていたらくを思い出して、悔くやしさに呻うめき、頭からかぶったバスタオルを顔に引き降ろすようにして、握にぎり締めた。

　腕うでに強い力が入り、傷がふやけるのを防ぐために、シャワーの間も固く巻きつけていた左腕の包ほう帯たいの下が、血を滲にじませて、じくりと痛んだ。

　あの昨夜の居間での雪乃の記き憶おくは、自分に向けて飛んでくる水を満まん載さいした水すい槽そうと、思わず庇かばった腕に骨が折れたかと思うほどの重い痛みが「がつん」と当たったところで完全に途と切ぎれていた。

　不覚を取った。

　自分が許せなかった。

　慰なぐさめるような視線を向けてくる蒼あお衣いにも腹が立った。

　そして何よりそんな状況を許してしまった自分の油断に対して、胸の底が煮えるほど、腹が立っていた。




　そして────つい先程風かぜ乃のから聞かされた、可南子のことも。




「……っ!!」

　ぎし、と嚙かみ締めた奥歯が音を立てる。涙なみだが出そうだったが、摑つかんだバスタオルを顔まで引き下ろして、震ふるえながら耐える。

　可南子は、雪乃の失態を埋うめ合わせるために、犠ぎ牲せいになったのだ。

　悔しかった。

　申し訳なかった。

　可南子に、〈葬そう儀ぎ屋や〉に、謝る言葉も思いつかないほど申し訳なかった。

　そしてそんな自分に対して殺意さえ抱いだくほど、自分に対して怒り狂っていた。

　できるならば、このままこの手で自分の心身をズタズタに引き裂さいて、未来永えい劫ごう殺してしまいたかった。

　胸が悪くなるような自己嫌けん悪おの怒り。全身が震ふるえる。胸が潰つぶれ、吐はき気さえ感じる。

　この怒りを、苛いら立だちを、一体どこにぶつければいいのか、少しも分からなかった。

　自分にぶつけて自分を殺してしまうのは簡単だったが、そうしてしまうことは、可か南な子この行為を無に返すことに他ならなかった。

　いや、使命は分かっている。

　戦い、この〈異い端たん〉を焼き尽くし、被害者を救い、生きて帰ること。

　分かっている。分かっているのだ。

　しかしこの〈悪夢〉という現実は、それさえも許さなかった。




　死なない〈異端〉。




　この厳然とした、憎にくむべき事実。

　できないことを望まず、危険を冒おかさず、自分にできることをすればいいなどという、簡単な話ではなかった。

　そんな冷静な判断で納得できるような人間は、〈騎き士し〉になどなったりしない。焼け付くような感情や情念を撒まき散らし、ぶつける対象を求め続ける者だけが〈騎士〉であり、雪乃であり、雪乃が共感できる唯一の者なのだ。

　そうでなくては、己の中の〈悪夢〉と共存することも、己の中の〈悪夢〉の存在を許すことも、己の中の〈悪夢〉に縋すがることも、できはしない。

　一見穏おだやかで冷静に見える神か狩がり屋やでさえ、ひどく捻ひねくれていて回りくどいだけで、胸の底に持っている暗い狂気と情念は同じなのだ。

　空から回りする殺意。これほど雪乃を苛立たせるものはない。

　そしてその結果、背負わされてしまったものが大きくなれば大きくなるほど、自分で成果を出せないその苛立ちは、気が狂いそうなほど身と心を激しく焼き焦こがす。

　この手で。

　この〈悪夢〉で、殺す。

　それだけが望み。しかしそれが叶かなわない。

　血を吐くように、胸の底から思う。




　────どうすればいいのよ……!!




　殺せない〈異端〉。

　空回りする思い。感情。

　こんな中で、どうすればいい？

　何をすれば、この苛いら立だちから解放される？




『────〈アリス〉を殺してみる、というのはどうかしら？』

「!?」




　鏡には映らない黒い少女が、視界の端はしに立って、囁ささやいた。

　雪ゆき乃のはそれを聞いた途と端たん、絶句した。いきなり何を言い出すのかと混乱が頭を巡めぐり、頭から冷水をかけられた気分になった。思わず重く沈ちん黙もくする。

　心の中の、重い沈黙。

　これまで一言もなかったにもかかわらず、まるで大声で怒ど鳴なりあっていたように騒さわがしかった意識の中の世界が、突然幕を落としたように静かになった。

「…………………………」

　本来そうだった、脱だつ衣い場じようの静せい寂じやく。

　そんな数秒の静寂の後、雪乃はようやく、低く冷たく、口を開いた。

「…………何いってるの？　関係ないでしょう」

『そうかしら？』

　くすくすと、風かぜ乃のは笑う。

　そして言った。

『羨うらやましいんでしょう？　〈アリス〉が。いま雪乃が感じている苛立ちの、全すべての根源は、あなたの〈アリス〉への嫉しつ妬とから来てると思わない？　あなたが、〈アリス〉を意識してるからじゃない？』

「何を……」

　苛立たしげに眉まゆを寄せる雪乃。論外だ。雪乃はそんな風乃に対して精一杯の意地悪さを動員して、絡からむように問い返した。

「……あいつ、姉さんのお気に入りじゃなかったの？」

『ええ、お気に入りよ』

　風乃はあっさりと答える。

『あなた以外の唯一の話し相手だもの。でもきっと雪乃が〈アリス〉を殺せば────雪乃も痛くて苦しいわ。もしかすると肺はい腑ふを抉えぐるほど痛くて苦しい、本当の「愛」を知ることができるかも』

「……馬鹿馬鹿しい」

『そんな思いに苦しむ雪乃が見られるのと引き換えなら、別に〈アリス〉を失なくすことも惜しいとは思わないわ。いえ、そうやって〈アリス〉を失くすのは、失くしたことにはならないと、私は思うのよ』

　風かぜ乃のは両手を腰こしの後ろに回し、うふふ、と嫣えん然ぜんと微笑ほほえんで見せた。

『それに、私はね、他の誰でもない、あなたの〈悪夢〉なのよ？　可愛かわいい雪ゆき乃の』

「……」

『いつでもあなただけのことを思ってるの。〈アリス〉じゃなく、あなたのことを。可愛い妹が美しくあることが、私の望み。ねえ……私の言ってることをよく考えてみて？　少なくとも一歩も進めない苛いら立だちからは、解放されるかも知れないわよ？』

　そして、

『そう────私のように』

「……」

　雪乃は強く目を閉じた。

　考える必要は、無かった。

　自分がどう思っているか、ではない。風乃の言葉、その一いち言ごん一いつ句くが、雪乃をろくでもないところへ誘いざなおうとしている誘さそいの言葉であるという、その厳然たる事実をだ。

　雪乃は目を開けて、冷たく答えた。

「……あり得ないわね」

『ふふ』

　その答えに風乃は笑うだけで、何も言わなかった。

　沈ちん黙もくが降りると、まだ続いていたらしい輝てる之ゆきの電話の声が脱だつ衣い場じようの外から、再び漏もれ聞こえてきた。

　何も変わらない。

　苛立たしい状況。世界。

　出口も、逃げ場も、達成するものも見つけられないまま。

　雪乃はただ洗面台の前で、たった一人、鏡に映る自分を見つめていた。

　と────




「……うぐ!?」




　二にの腕うでの皮ひ膚ふに突然、皮が剝はがれる様ような激しくひりつく痛みを感じて、雪乃は小さく呻うめいて腕を押さえた。

　そこは小さな、傷のある場所だった。

　シャワーを浴びている間からも、ずっと鈍痛を感じていた、居間で『母親』に針を刺さされた傷のある場所だった。

　肉に埋うまった鈍痛。そこに重なるようにして、急に皮膚に痛み。

「……」

　怪け我がで皮が剝むけて剝き出しになった皮ひ膚ふに、ちょん、と触さわられたような、びりっ、と走る火にも似た痛みがあった。

　雪ゆき乃のは、見下ろした。

　裸はだかの白い二にの腕うでが、目に入る。

　そして────




　赤い針の刺さし傷から、黒ずんだ緑色をした豆のようなものが出てきて、皮膚の下に埋うまっていた。




　肉と皮の間でそれは大きく頭をもたげ、突き破らんばかりに皮を押し上げて、肉から皮を剝はがしていた。

　そして傷の周りに、それが、複数。

「………………っ!!」

　まるで針によって埋め込まれた痛みを種たねにして、肉を培ばい地ちにして発芽したかのように、それらはぶつぶつと傷の周りに、おぞましい皮膚病のように芽吹いていた。

　痛みと、そして痒かゆみ。

　自分の二の腕に、五百円玉ほどの大きさに広がる、その病変じみたコロニーを見た瞬しゆん間かん、全身の肌はだにわっと悪お寒かんと、鳥とり肌はだが立った。




　────これは……




　ここに来る前に垣かい間ま見た、全身から芽が生はえて死んでいた、恐ろしい有様の少年の死体。

　そして眼球や、鰓えらや鱗うろこの間から芽を生やして死んでいた金魚の姿が、それぞれ一いつ瞬しゆんで、脳のう裏りに浮かんだ。

　紛まごうことなき、〈泡ほう禍か〉だった。

　これが、いくばくか〈泡禍〉に耐性のある、〈保持者〉である雪乃に浮かぶということは、あの少年のように短時間ではないだろうが、いずれこの病変は雪乃の全身にぶつぶつと広がっていって、やがて────

「…………!!」

　雪乃は、その皮膚の下に埋まっている数個の芽のコロニーに、触れた。

　まだ葉になっていない小さな芽は、硬く柔やわらかいしこりとして、ぼこぼこに皮膚の表面を変形させた感かん触しよくとして、指先に触れた。

　触れた指先を動かすと、中の芽が動いて、ひり、と皮の下が痛む。

　皮ひ膚ふにぽつんと開いて、シャワーのお湯で白く皮がふやけている針の傷から、じく、と黄色い組織液が染しみ出す。

　雪ゆき乃のは────




　ぎちっ、




　と力の限りに皮膚の病変に、尖とがった爪つめを立てた。

「ぐ……っ!!」

　皮の剝はがれた肉の剝むき出しの神経に、薄うす皮かわ一枚越しに爪が突き立ち、引き攣つった皮がさらにみちみちと周囲の肉から剝がされて、激しい痛みと共に、表皮の下に滲にじみ出した血の色が混じった。

　自分の手で加えられる凄すさまじい痛みに、自分の手を引き剝がそうと本能が悲鳴を上げる。

　その本能の悲鳴を握にぎりつぶすように、患かん部ぶに爪を突き立てた手にさらなる力を込めて、芽の埋うまった病変のコロニーを、ぎりぎりと爪で抉えぐる。

　びちっ、と爪の突き立った部分から、皮が破れた。

　生なま剝はぎの皮膚が空気に触ふれて、焼けるような痛みが肉に擦すり込まれて、血と組織液が流れ出すが、さらにその中に爪を抉り入れて、病変の中身をまさぐった。

　肉に埋まった粒つぶを引っ搔かき、肉から抉り取った。

　ぼたぼたと血が落ち、白い洗面台が真まっ赤かな血に穿うがたれて汚よごれ、爪の間に赤黒い血と、引っ搔き潰つぶした芽の破片が入っていた。




「…………………………」




　火を噴ふくように、痛む腕。

　雪乃は恐ろしい無表情で洗面台の水を出し、手を洗う。

　きっとこんなことでは、遅らせることはできても根治はできまい。

　痛み。苛いら立だち。怒り。雪乃は鏡に映る自分を、じっと睨にらみつけた。




　　　　†




「雪乃さん、ちょっと……」




　雪乃が包ほう帯たいを取り替えてドライヤーで髪かみを乾かし、未だ乾かない〝衣装〟の代わりにセーラー服を着て浴室を出た時、蒼あお衣いが待ち構えていたように居間の入口から顔を出して、廊ろう下かにいる雪ゆき乃のへと声をかけてきた。

「…………何よ」

　一いつ瞬しゆん返答を躊躇ためらって、しかし仕方なく返事をする雪乃。蒼あお衣いはいま話をしたくない相手の筆ひつ頭とうだったが、それでもこの状況で無視に及べるほど、子供っぽくはなかった。

「あのさ」

　蒼衣は雪乃の様子を見ると、おずおずと続ける。

「ちょっと付き合える？　気になることがあるんだけど……」

「……」

　雪乃は返事はせずに、不ふ審しんげに探るように蒼衣を見る。下らない用事だったらただでは置かない。今の雪乃の思うところは、それに尽きた。

「えっと……」

　途と端たん、口ごもる蒼衣。

　その割り切らない態度に、雪乃は苛いら立だたしげに訊きく。

「何？」

「えっとさ、ちょっと……」

　蒼衣は何かを気にするように言葉を濁にごすと、居間から廊ろう下かに出て雪乃へと近づいた。そして警けい戒かいする雪乃の傍そばまで来ると、つまらない用件に対してどのように罵ののしってやろうかと敵てき意いを高める雪乃に、声を潜ひそめて囁ささやいた。




「多分────庭の方に、僕らの知らない誰かがいる」

「!!」




　瞬しゆん時じに、雪乃の険けわしい表情が、別の種類の険しさに変わった。

「……どういうこと？」

「いや、なんていうかさ……」

　雪乃も声を潜めて応じる。蒼衣はいつものように危機感の足りない顔をしていたが、表情は真剣だった。

「昨日きのう、颯さつ姫きちゃんを庭に出したけど……帰ってきた颯姫ちゃんに、『何もなかった？』て訊いんだ」

　蒼衣は言う。

「颯姫ちゃんは『何もなかった』って答えた。でも何か隠かくしてるみたいだった。庭で何かあったか、それとも見たか、したんだと思う」

「……」

　雪乃は思わず訊たずねる。

「気のせいじゃないの？」

「うん、多分、気のせいじゃないと思う。颯さつ姫きちゃんは噓うそとか隠かくし事するのには慣れてないから、態度が変なのはすぐ分かるよ」

「……そう」

「何か隠してると、思う」

　決して自信ありげではないものの言い切る蒼あお衣いに、雪ゆき乃のも無視できないものを感じた。

　蒼衣は時に、ひどくよく他人を見ている。しばしば雪乃に向けられるので腹立たしい観察力だが、それだけに確度のほども知っていた。

「颯姫ちゃんは？」

「今は、ソファで寝てる」

「そう」

「だから雪乃さんに声かけたんだ。今ならこっそり見にいけるかな、って」

　雪乃は頷うなずく。

「……そうね。行くわ」

　答えるが早いか雪乃は、蒼衣の脇わきをすりぬけた。そしてスカートのポケットに手をやって、ふと手応ごたえの無さに、眉まゆを寄せた。

「私のカッターは？」

「え、あ、ソファのとこだけど……でも雪乃さん」

　振り返って訊きく雪乃に、しかし蒼衣はおずおずと言った。

「何よ」

「服が……それだと……」

「……」

　雪乃は顔をしかめる。蒼衣は雪乃の〈断だん章しよう〉の扱いに対して、神か狩がり屋や以上に煩うるさかった。

「……あなた、私に湿しめった服を着ろって言ってるの？　それとも颯姫ちゃんが起きるまでぐずぐずしてろって言ってるわけ？　どっち？」

「うーん……いや、でもさ……」

「気にしてる余よ裕ゆうがあると思ってるの？　つまらないこと言ってると……」

　殺すわよ、と言いかけて、雪乃は不意に口をつぐむ。

　そしてそれから、ひどく苛いら立だたしげに蒼衣に背を向けると、蒼衣を無視するようにして、居間へと向かって歩み始めた。
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　居間の大窓から、庭に出た。




「……立派な庭だよね」

「…………」




　玄げん関かんから持ってきた靴くつを下ろし、コンクリートと玉砂利じやりの敷かれた庭へ。高い塀へいによって外界から囲われ、モノクロの均整と秩序を用いて作られたこの人工的な庭は、蒼あお衣いが呟つぶやいた感想の通り、個人の家屋ではまず見られないような立派な造りをしたものだった。

　コンクリートで人工的に区切られた空間に広がる、整然たる玉砂利の空間。

　そして、それだけならただ近代的で無機質である空間に、洒しや脱だつな『和』を付け加えている、塀へい沿ぞいに植えられて、有機的にその空間を囲んでいる緑の竹林。

　林の薄うすいところでは塀の灰色が竹の間から垣かい間ま見え、厚いところでは塀を完全に隠かくし、林の中も見通せない。

　限られた空間をアクセントとして彩いろどり、さらに全容を見渡せなくすることで深味を作り出している竹の配置は、これだけでもデザイナーによってセンスを尽くして計算され、図面が引かれたものであろうことが容易に窺うかがい知れた。




　じゃりっ、




　と蒼衣の靴が玉砂利を踏み、その空間に足を踏み入れる。

「……ここから見る限りでは、何もヘンなものは見当たらないかな」

「ていうか、白しら野の君……」

　周りを見回して言う蒼衣に、雪ゆき乃のは氷よりも冷たく言った。

「あなたは来る必要ないでしょう？」

「え？　あ、うん」

　振り返る蒼衣の手には、この家の主人の持ち物だというゴルフクラブが握にぎられている。武器のつもりだろうが、その姿には素人しろうとの危なっかしさ以外の何物も感じない。

　それに、問題はまだある。

「寝てる颯さつ姫きちゃんを放ほっとく気？」

「うん、わかってる。行かないよ」

　咎とがめる雪ゆき乃のに、蒼あお衣いは答えた。

「でも両方見えるところまでは出ようかな、って思ってさ。何かあったら僕じゃそんなに役に立たないかもしれないけど……やっぱり雪乃さんも心配だよ。本当は僕が一人で行こうと思ってたくらいで……」

「要いらないわ。他のことでもしてたら？」

　すげなく突っぱねる。

「神か狩がり屋やさんと電話でもしてたらいいわ。そういう仕事で役に立つために来たんでしょ？　あなたは」

　嫌いや味みのつもりだったが、蒼衣は気づいた様子もなく言った。

「うん……確かに定時連絡もしなきゃいけないんだけど、おじさんの仕事の電話で、まだ電話使ってるからさ」

「……ああ、そう」

　苛いら立だたしい溜ため息いきをつく雪乃。

　さっさと、庭に出た。

　そして、

「とにかく、ちゃんと颯姫ちゃんを見てるのよ」

　と歩きながら蒼衣を振り返って指差しつつ釘くぎを刺さし、庭の真ん中まで出て、それから周囲を見回した。




「………………」




　見回すと、塀へいに囲まれた空間は空気がひどく停滞していて、ここが朝の住宅地の中にあるとは思えないほど生活の気配がない、異様な静けさに包まれていた。

　庭から空までじっとりと止まったような大気。そんな大気の中で、聳そびえる塀と家とに切り取られた頭上の空には、灰色の雲が厚く渦うず巻まいていた。

　そんな灰色を背景に、空に向けて伸びた竹が、葉を重ねている。

　空気が重く、どことなく湿しめっている。だが、そんな不ぶ気き味みにも思える場の雰ふん囲い気きとは裏腹に、こうしてここから見渡す限りでは、特に不ふ審しんなものは見当たらなかった。

　見えるのはコンクリートの壁と、竹林ばかり。

　庭の隅すみにはかなり大きな設置式の物置が置かれていたが、それは竹林によって、居間の窓からは目立たないように配置されていた。

「物置、ね……」

　ぱっと見、見るべきところはそこくらいしかない。

　雪ゆき乃のは眉まゆを寄せ、竹に隠かくされてよく見えない物置をしばらく観察していたが、やがて埒らちが明かないので、そのまま足を踏み出した。

　だだっ広い庭は、本当に玉砂利じやりの広場と竹林と、その物置しかない。

　おそらく鑑賞と、パーティー的な用よう途と以外は一切想定されていない庭なのだろう。自分にできることができて勇んで出てきたが、あまりにも物がないので、だんだんと見回るほどの価値が無いようにも思えてくる。

　ともかく雪乃は物置に向かうために、竹林を迂う回かいするように庭の端はしへと歩いていった。

　庭の端には竹林を仕切りにするようにして、庭の中心ほどには見た目に気を遣つかっていない壁沿いの小さな一角があり、そこに物置が据すえられていて、さらにその対面には、表のシャッターに通じているガレージへの入口があった。

　ここだけが、庭の中で日常の用のための空間なのだろう。

　雪乃は、背中に蒼あお衣いの心配そうな視線を鬱うつ陶とうしく感じながら、そちらに向かった。

　ガレージの方は、家の中からも通じている。なので確認すべきは物置の方だけだ。鍵がかかっていたら確認終わり。かかっていなくても、中を見て確認終わり。

　だが────




「……」




　ふと雪乃は、足を止めた。

　すっ、と眉まゆが寄っていた。少しばかり、看かん過かできないものを見つけてしまったのだ。

　ガレージへのドアの近くに、傍そばにバケツや小さな水すい槽そうなどが無む造ぞう作さに置かれている、外用の水道の蛇じや口ぐちがあった。そしてその水道の足元に作りつけられているコンクリート製の小さな洗い場が、使われてからまだそれほど経たっていない様子で、水が飛び散った様子もありありと濡ぬれているのに気がついたのだ。

「……」

　最初から疑ってかかるつもりがなければ、気づきはしなかっただろう。

　ぷち、と雪乃は無言で、左ひだり腕うでの包ほう帯たいを留めていたピンを、おもむろに外した。

　ずっと気を失っていた雪乃に確証は無いが、いまこの状況で外の水道を使う者がいるとは思えなかった。しらけかけていた雪乃の精神が瞬しゆん時じに研とぎ澄すまされて、そしてゆっくりとカッターの刃やいばを伸ばしながら……物置の扉とびらを振り返る。

「ゆ、雪乃さん、何かあったの？」

「……」

　蒼あお衣いの声が聞こえたが、無視した。

　雪ゆき乃のは無言で、物置へ向けて歩き出した。

　よく見ると、物置の両開きの戸が、細く、本当に細く開いていた。

　意識が張り詰める。服装が違うせいで感じる意識の違和感を抑おさえ込みながら、心に敵てき意いを強く強く汲くみ上げる。




　じゃりっ、




　そして一歩。

　途と端たん、




「……おい、よせ！　出るな！」




　少年のものと思われる声を抑えた叫びが聞こえてきて、がた、と物置の中で何かが暴れるような物音がして、人!?　と雪乃の顔に別種の警けい戒かいが浮かんだ。

　そして、




「出てきなさい。出てこないと────殺すわ」




　包ほう帯たいを解いて立ち、雪乃が低く恫どう喝かつする。

　しかしその直後、もみ合うような音と共に戸を開けたのは、予想と違って、聞こえた声の少年ではなかった。

「……!?」

　少年については予感をしていた。

　というよりも漠ばく然ぜんと引っかかっていた感覚が、声を聞いた瞬しゆん間かんに繫つながった。

　あの『母親』が、自らの肉の中から引きずり出した、結晶じみた造りの針はりを見た瞬間に感じた引っかかりに。

　それは少し前に雪乃が関わった事件の末、〈アプルトン・ロッジ〉から身をくらませた馳尾勇路の〈断だん章しよう〉によるものだったが──────たったいま倉庫の戸を開けたのは、しかしその馳はせ尾お勇ゆう路じではなかった。




「…………………………」




　物置の中から無感動な目で雪ゆき乃のを見つめたのは、勇ゆう路じに羽は交がい絞じめにされかかったまま戸を開けた少女だった。頭に赤いチェックのバンダナを三角巾のように巻き、首から紐で手帳をぶら下げた、小学生くらいの年頃の、髪かみの短い少女。




「………………え…………？」




　雪乃は目を見開いた。

　目の前の事象が理解できずに、思考が停止しかかった。

　だが、

「くそっ!!」

　勇路が少女を放し、動き出そうとした瞬しゆん間かんに、雪乃も正気に返り、反射的に警告の言葉を口にした。

「動かないで!!」

「っ!!」

　包ほう帯たいが解かれ、びっしりと覆おおうリストカットの傷が露あらわになった左ひだり腕うでにカッターナイフの刃はを当てて、叫ぶ。

　勇路は苦々しげに動きを止め、表情を歪ゆがめて、両手を上に上げた。

「くそ……なんで〈雪の女王〉が……」

「なんで、はこっちの台詞せりふだわ」

　呻うめくように言う勇路に、雪乃は言う。

　勇路を恫どう喝かつするために冷静さを保っているが、頭の中はわけのわからなさで一杯になっている。そして自分のあずかり知らぬところで理解しがたいことが起こっていることへの予感と、それへの苛いら立だちと。

　起こった騒さわぎに、後ろに控えていた蒼あお衣いが、おっとり刀で駆かけつける。

　そして雪乃の混乱を代弁するように、呆ぼう然ぜんと、呟つぶやいた。




「君は────瑞姫ちゃん、だよね？」

「…………」

「どういうこと？　死んだ……はず、だよね？」

「…………」




　勇路は目を逸そらす。

　瑞みず姫きは意思も感情もないかのような無感動な目で、雪乃と蒼衣の方を見つめたまま、ぼんやりと黙だまっているだけだった。




　………………

　…………………………
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　────嫌きらい！　嫌い！




　真ま喜き多た莉り緒おの、心の叫び。

　いままでも、家族には十分に幻滅していたはずの莉緒だったが、いまだかつて、これほどまでに家族に絶望したことはなかった。




　────みんな嫌い！　馬鹿みたい！




　何度も、何度も叫ぶ。全すべてに背を向けて、壁に向かって座り込み、莉緒は涙なみだを流しながら、何度も何度も、心の中で。




　────嫌い……！




　最低だ。自分のことはもういい。とっくに諦あきらめている。

　だが、耀ようが死んでもこんなことになるとは思わなかった。

　何で、耀が死んだというのに、悲しむのもそっちのけで喧けん嘩かなんかになるのか。この家の人間は自分のことしか考えていない。そしてその喧嘩に加わった自分も間違いなくこの家の人間なのだと心の底から幻滅しながら、莉緒はぼろぼろと涙をこぼして泣いていた。

　喧嘩して怒り狂い、耀を放って腹立ち紛まぎれに仕事部屋に籠こもってしまったお父さん。

　お父さんと喧嘩して、怒った莉緒のご機き嫌げんを手の平を返したように取ろうとした挙あげ句く、自分だけが悲しんでいると誇こ示じでもしているかのように、耀の遺い体たいと共に部屋に籠もってしまったお婆ちゃん。

　そして喧嘩する二人に耀が可哀かわい想そうだと怒り狂っておきながら、結局みんなを拒絶するあまりに、耀を放置して、こうしている自分。

　みんな勝手すぎる。

　耀が可哀想だ。

　何で、耀が。

　胸が潰つぶれそうだった。そして何より、耀ようがこの家で自分の味方だった、唯一で最後の家族だったのだという事実が、莉り緒おの涙なみだを止まらなくさせていた。

　耀が最後に自分に向けてくれた好意が、莉緒の胸に刺ささっていた。

　そんな耀の幼い真まっ直すぐさに微かすかな嫉しつ妬とを感じながらも、本当に嬉うれしかったのだ。なのに、こんなことになるなんて。




『────姉ちゃん、僕、姉ちゃんに味方するからな』




　思い出す、真っ直ぐな言葉、目。

　莉緒が覚えている、耀と交わした最後の会話が、胸に焼き付いていた。そしてそれが、莉緒の胸を強く強く苛さいなんでいた。




『だから僕は姉ちゃんに味方する。姉ちゃん何にも悪いことしてねえじゃん』




　耀……！

　耀……！

　涙が止まらない。何でこんなことに。あまりにも酷ひどすぎる。

　仲のいい姉弟というわけではなかった。だが嫌きらいなわけではなかった。

　莉緒が一方的に隔かく意いを持っていただけだ。そして家族が莉緒に対して持っていた隔意に、耀も倣ならっていただけだった。

　耀は、それを越えてくれた。

　もっと、分かり合えたかもしれなかった。

　もっと、仲良くなれたかもしれなかった。

　それを思うと、哀かなしくて哀しくて息ができなかった。

　少なくとも、あんな酷い死に方をしていいはずの子じゃなかった。

　どうせ死ぬなら自分なら良かったのにと、今からでも代われるなら代わりたいと、心の底から強く思った。

　自分なら、死んだところでどうでもいい。

　誰も耀のようには悲しまない。そして喧けん嘩かになったところで、こんなにも冒ぼう瀆とくされたように感じることもないだろう。

　いや、そもそも私が死んでも、喧嘩にはならないだろうか？

　耀の遺い体たいを囲んでいた時、父も祖母もこの世の終わりのように悲しみ泣き叫んでいたが、死んだのが私ならば、どれくらい悲しんだだろうか？

　そもそも、悲しんでくれただろうか？

　そして悲しんで、くれるだろうか？

　それとも、もしかすると『莉り緒お』の時に、もう悲しみ尽くしてしまっているだろうか？

　もし私が死んだ時に、父が悲しんだとして、それは莉緒と生まれ変わった『莉緒』、どっちの死を悲しんでのことだろうか？




　私が両親から与えられたものは────何一つ私のものじゃない。




　この名前さえ。もし『莉緒』が死んでいなかったら、私は何という名前だっただろう？

　この命さえ、私のものじゃない。

　ならば死も、きっと同じだ。

　悲しみ。

　怒り。

　憎にくしみ。

　諦あきらめ。

　思えば思うほど、そんな全すべての感情が胸を焼き、涙なみだがあとからあとから溢あふれ出して、止まらなかった。

　茹ゆだるように熱い目から涙が溢れ、頰ほおから顎あごへ伝い、座り込んだスカートの腿ふとももにぽたぽたと落ちて濡ぬらした。だが目の前には壁しかなかった。結局自分は弟ではなく、自分のことを悲しんでいるのだと思った。結局自分は、そんな最低の人間の仲間なのだ。

　なんて可哀かわい想そうな、耀よう。

　ごめんね、耀。ほんとにごめん。




「………………うう……う……う……！」




　ぼろぼろと涙をこぼし、声を殺して、莉緒は泣いた。

　こんな悲しみ方しかできないことを、耀に心の底から詫わびながら。

　しかしこんな自分が一番、耀の望む涙を流していると信じながら。

　せめて耀の魂たましいが少しでも救われることを、心の底から願いながら。

「……う……」

　莉緒は泣く。

　ほとんど、涙に溺おぼれながら。

　だが、そんな悲しみの空間は、突然起こった騒さわぎに破られた。

　庭に面した大窓から、外に出ていた霊れい能のう者しや二人が、いきなり別の人間二人を押し立てるようにして、居間に戻って来たのだった。

「……おい、くそ！　何もしねーからカッターは離してくれ！」

「信用できると思う？」

「!?」

　どやどやと居間に入って来た集団に、思わず莉り緒おは振り返った。

　雪ゆき乃のに突き出されるように居間に転がり込んだのは、少年と少女の二人。そしてその二人には、莉緒は見覚えがあった。

「え……何で……」

　思わず莉緒は、呟つぶやく。

　シャツの襟えり元もとに安全ピンをつけた少年と、赤いチェックのバンダナを頭に被かぶった少女。その二人は一度ここに来て、もう立ち去ったはずの────




「お母さんを…………殺した人？」




　莉緒は言った。

「……やっぱりね。ちょっと、説明してくれる？」

「…………」

　その呟きを聞いて、少年────勇ゆう路じは苦々しい表情をして下を向き、その後ろに立った雪乃が険しい表情で、カッターナイフを片手に握にぎって剣けん吞のんに勇路を見下ろした。
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「……もう一度聞くわ。この子は、どういうこと？」

「……言えねー」

「姿くらましてから、今まで何やってたの？」

「言いたくねー」

「殺されたいの？　不ふ審しん人物なんか生かしておくほど今は余よ裕ゆうがないの。何であんなとこに隠かくれてたの？」

「見つかったら、こうなることが分かってたからだよ」

「肝かん心じんなことをもう一度聞くわ。あなた、この〈泡ほう禍か〉に、どう関わってるの？」

「おれは〈騎き士し〉で、〈騎士〉として関わった。そんだけだ。あの『母親』が生き返ったって聞いて、できれば隠れて始末つけようと思って忍しのび込んだんだよ。それが…………くそっ！　まさか記き憶おく消しに来た応援が〈雪の女王〉とは聞いてねーぞ」

「……そんな答えで、納得すると思う？」

「ウソじゃねーよ、おれは〈騎き士し〉としてここに来たんだ」

「……」

「くそっ、だったらそこにいる姉ちゃんに聞けよ、この家の奴やつ全員にでも聞いたらいいじゃねえか」

「……そうね。で、何でここにいるの？　この子は、どういうこと？」

「──────くそっ」




　…………




　　　　†




「……どういうことですか？　彼、あなたの差し金ですよね？」

『あー、もうバレた？』




　にはは、と『リカ』が、電話の向こうであっけらかんと笑った。

　輝てる之ゆきの電話が終わったらしく、通話状態のランプが消えていた電話を使わせてもらって、定時連絡を入れた蒼あお衣い。

　神か狩がり屋やとも話をしたかったが、蒼衣はそれよりもまずリカに電話を代わってもらった。そして単たん刀とう直入に訊たずねると、説明不足の質問にも関わらず、即座にリカは「どういうこと」の内容を察して、そんなとぼけた答えを返して来たのだった。

「いや、バレた？　じゃなくてですね……」

　やっぱり、と思いつつ珍めずらしく少し咎とがめる口調になった蒼衣に、リカは言った。

『あー、私のこと色々黒幕っぽいとか思っちゃったりしてる？』

「あー……いえ……」

『いやいや、キミの疑いもごもっとも。確かにゆーじ君の今の保護者は私で、君らとの因いん縁ねんも知ってて君らを呼んだのは私です。面白いかと思ってねえ』

「……」

『行き場所がなくなった子の、形のない居場所でもあるのが私の〈ロッジ〉なのですよ。それに世話役としては、世話してる子が抱かかえてる問題とかを解決する手伝いをしてあげるのも役目だよねえ。今回の応援依頼はそういう趣向です』

　蒼衣は言葉を失った。最初に会った時から曲くせ者ものだという気はしていたが、それどころではない愉ゆ快かい犯はんだった。少なくとも、リカと彼女の〈ロッジ〉が、周囲からは微び妙みような扱いをされているらしいことの理由は、完全に理解した。

『ほんとは別の形で会わそうと思ってたんだけど、そのおうちが隔かく離りされちゃったのが分かった時にゆーじ君が勝手に再突入しちゃってねー。どうしようかと考えた時に、全部そんな趣向にすればいいやと思いつきました』

「多分、彼はそんなこと望んでなかったと思いますが……」

　蒼あお衣いは困ったように言って、部屋を振り返る。

　居間では雪ゆき乃のの圧力によって隅すみに追いやられ、不ふ貞て腐くされたような表情で座っている勇ゆう路じと、そんな勇路にくっつくように座って、蒼衣が持ち込んできた食料品の中から渡したクリームパンを、無表情に黙もく々もくと食べている瑞みず姫きの姿があった。

　そんな勇路と瑞姫の二人を、さすがに騒さわぎに目を覚ました颯さつ姫きが、酷ひどい有様になった床ゆかを黙々と箒ほうきで掃そう除じしながら、複雑そうな表情で時々見ている。

　庭で颯姫に口止めしたのは勇路らしい。そんな風に思う必要はないとは思うのだが、結果として約束を守れなかったことを、颯姫は申し訳ないと思っているようだった。視線にそれが浮かんでいた。

　勇路は真ま喜き多た家けの『母親』を危険と判断して殺害したことは認めたが、他のことに関しては完全に黙秘していた。

『気がかりなことを先送りにするのは良くないかと思ってねー。いや、それだけじゃなくて君たちの力が必要だったというのは本当ですよ？　いわば……何と言いましょうか。えーと……趣味と実益？』

　軽けい薄はくに言うリカに、蒼衣は言った。

「いや……それはもういいです。それより聞きたいことがあるんですが」

『んー？　何かな？』

　蒼衣は色々と諦あきらめて、どうしても聞きたかった核心を、ここで質問することにした。

「あの────瑞姫ちゃんは、どういうことです？」

『……』

　颯姫の妹。あの事件で、死んだはずの少女。

　蒼衣も、その死体をこの目で見ている。生きているわけがない。それが、どうして生きてここにいるのか？

　勇路は、それに関しては一切語らなかった。

　相当に怖れているらしい雪乃の脅おどしにも、一切口を割らなかった。

　だから、リカに聞いた。だがリカは、その蒼衣の質問を含み笑いしながら、しかし真っ向から突っぱねた。

『……んふふー、それは言えません』

「あの……困るんですが……」

『構成員のプライベートについては言えませんなあー。これも世話役としての義務だとでも言っておきましょう。ま、あの子のことは気にしないで、頑がん張ばって？』

　無む茶ちや苦く茶ちやなことを言って、リカは完全に答えを拒否する。

　そして、

『じゃ、神か狩がり屋やさんに戻すからねー？』

「あ、ちょっと……」

　逃げるように電話を代わった。

　慌あわてて引きとめようとしたが、当然間に合わなかった。蒼あお衣いは電話を代わった神狩屋に仕方なく事情を話して、後のことをお願いすることにするしかなかった。




「……そんなわけなので……お願いします」

『うん、わかった。僕の方でも問い詰めておくよ』




　話を聞いた神狩屋は、苦々しそうに溜ため息いきをつくと、やや固い声で請うけ負った。

『まあ正直に言うと、あまり自信はないけどね……彼女はトラウマの結果、ああいう人格の歪ゆがみ方をしたんだ。ああやって大事なことを誰に対しても笑ってからかって、はぐらかす。そのうち誰が言ったのか、〈チェシャ猫ねこ〉なんて敬遠して呼ばれるようになった』

「あー……」

　溜息と共に納得した。確かにまだ、完全黙もく秘ひしている勇ゆう路じの方が、数段は扱いやすそうな気がした。

『とりあえず、そちらの状況は分かったよ。大変なことになったみたいで済まない。不用意な応援に応じた僕の責任だ』

「いえ……」

『うん、まず考えなきゃいけないのはそっちの状況についてだね。人間に生はえる芽の〈泡ほう禍か〉か……修しゆう司じと可か南な子こさんには、気の毒なことになってしまったね』

「ええ、一人で……いえ、二人きりで、二階に閉じこもってます」

『そうか……すまないが、人手不足で大変かも知れないけど、できるならそっとしておいてあげてほしい』

　神狩屋は言う。

「はい……でも、一人だと危険です」

『そうだろうね。でも、もし可南子君が本当に死んだのなら……たぶん修司にとっては生きている意味がなくなるのと同義だろう。考えたくはないけど、この非常時に彼が後追い自殺などしていても、恨うらまないであげてほしい』

「そんな」

　この期ごに及んでも、『後追い自殺』という単語はショックだった。しかし蒼衣の思いとは裏腹に、神狩屋の言葉は溜息混じりの重いままだった。

『それで……白しら野の君の方は、どうだい？』

　神か狩がり屋やはそれきりタブーであるかのように〈葬そう儀ぎ屋や〉に触ふれることをやめ、蒼あお衣いの方へと話を振った。

「いえ、全然……正直、落ち着いて考える暇ひまもありません」

『そうかい……』

　返答する蒼衣の声も重くなる。溜ため息いきが混じる。

『なんとか頑がん張ばって。いざとなったら、僕も行くから』

「え、でもそれは……」

『夢ゆ見み子こ君をどうするか、だね。お願いできる人の当てがついたら……何とか……』

「……」

　神狩屋は言った。だんだん悲観的な、のっぴきならない話になってきた。

　いや、深刻な状態なのは間違いないのだが、蒼衣はまだ諦あきらめる気はなかった。こんな時に人と悲観的な話をすると、ますます心が弱くなりそうだ。

　蒼衣は慌あわてて、話題を変える。

「そ、それよりも……話の続きをお願いできませんか？」

『続き？』

　不思議そうに神狩屋。蒼衣は言う。

「『いばら姫ひめ』についてです。途と中ちゆうでした」

『え？　あ……ああ、そうか。そうだったね』

　その蒼衣の言葉を聞くと、神狩屋の声が、少しだけ明るくなった。

　ほっとする蒼衣。そんな蒼衣の耳元で、電話の向こうの神狩屋が、ふーむと考え深げに息を吐はく。

『……そうだね……何の話をまだしてなかっただろう？』

　そして少しして、口を開いた。

「え？　えーと……」

『というよりも、人間に芽が生はえたんだっけ？　それはどういう意味なんだろうね』

　そうして話し始めた神狩屋の声は、ほとんどいつもの調子に戻っていた。

『童話では茨いばらが城を覆おおうけど、この場合は人を覆っているよね』

「あ、はい」

『人間ひとりひとりが一つの王国だとか、そんな意味なんだろうか？』

「さあ……あり得なくはない気がしますけど……」

　神狩屋が疑問を口にする。蒼衣は首を傾かしげ、不思議そうに応じる。

『そう言えば、キリストの受難具である〝茨の冠かんむり〟は、どうして〝茨〟の〝冠〟でなければいけないのか分かるかい？』

「えーと、痛いからですか？」

『素そ朴ぼくな感想で、なかなかいいね。実はあれは苦痛を与える刑けい罰ばつというよりは、神の王国を説いた彼を皮肉ったものなんだ。茨いばらで作ったみすぼらしい王おう冠かんを被かぶせてイエスを王に見立てて、彼の惨みじめな王国を嘲あざけろうという見立てなんだ。そういう意味では茨を被せられた人間も、茨を被せられた城の比ひ喩ゆだと捉とらえることはできるかもしれない』

「茨で覆おおわれていることが、王国の見立て……？」

　うーん、と頭を巡めぐらす、蒼あお衣い。

『あと、植物に覆われた人間というと、シンボル学的には真っ先に「グリーン・マン」を思い出すかな』

　神か狩がり屋やは続ける。

「グリーンマン？」

『そう、グリーン・マン。昔のヨーロッパのゴシック様式で作られた大聖堂には、壁や柱がびっしりと精せい緻ちな彫刻に埋うめ尽くされていて、そこには本来の意味のグロテスク────つまり怪物的なモチーフが占めていて、異教や地じ獄ごくなどの、キリスト教的悪徳を表しているとか言われていて、今も研究されているんだ。

　有名なところでは〝ガーゴイル〟をはじめとする、日本的に見るなら魔ま除よけのようにも思える醜しゆう悪あくで凶きよう暴ぼうそうな像がゴシック聖堂にはふんだんに使われてる。他にも半人半馬のケンタウロスとか、翼つばさのある虎とらとか、獣けものの頭の魚とか……とにかくそんな生物が入り混じったような怪物が、これでもかというほど彫られているんだ。

　そのモチーフの中でも結構頻ひん出しゆつして、学術的にも注目されているのが〝葉人間グリーン・マン〟。髭ひげや眉まゆが葉っぱだったり、全身から葉っぱや芽を生はやしている人間のレリーフ。こう言ってしまっては何だけど……似てないかい？』

「……！」

　さすがに、息を吞のむ。

　タオルケットで覆われる前に垣かい間ま見た少年の遺い体たいと、それから二階の部屋に横たわっていた草の塊かたまりにしか見えないもう一つの遺体。まだそんなに経たっていないそれらの記き憶おくが、嫌いやでも頭の中にありありと思い浮かぶ。

「それは……」

『グリーン・マンは、多くは頭が木の葉で覆われ、さっきも言ったように髭や眉が葉っぱだったり、あるいは口や頰ほおから芽が伸びたりもしている男性の像として表現される。中には気味悪く笑って大きく口を開けている男の、その口から、にゅっと大きな二本の葉が生えているような非常に不ぶ気き味みなものもある』

「……」

　ますますそっくりだ。

『シンボル研究では、これはキリスト教以前の異教の、豊ほう穣じようの神を表現したものだと言われてるね。あとは妖よう精せいに結び付けられることもある。まあキリスト教では〝異教的〟〝妖精的〟と言ったら、そのまま〝悪魔的〟ということになるんだけど』

「妖精……というと、いばら姫ひめに贈おくり物をするのも、呪のろいをかけるのも、妖精の一種だって言ってましたよね」

　神か狩がり屋やの説明に、恐ろしい記き憶おくから逃れるように、蒼あお衣いは話題に集中した。

「ということは、城の周りを茨で覆おおうのも……」

『女妖精────ル・フェの仕事ということになるね』

　うん、と神狩屋。

『グリムの「いばら姫」では呪いのせいで、城がいばらに囲まれる。ペローの「眠れる森の美女」では、死の呪いを百年の眠ねむりに弱めた仙せん女によが城を守るために、神じん通つう力りきで城を囲う』

「……ずいぶん違いますね」

『まあ、もう一つの有名な類話、ペローより以前の詩人バジーレの書いた「ペンタメローネ」にある「日と月とターリア」では、そもそも仙女自体が出てこないんだけどね……』

「そんなのまであるんですか……」

『うん、ちなみにキリスト教ついでに言うと、イギリスあたりの魔女裁判の記録では、悪魔以上に妖精の記述が目立つ。民衆には妖精は人気があったけど、教会は悪魔と同一視して極きよつ刑けいにしたんだ。だから昔話では区別されているけど、善良な女妖精と悪い魔女は、教会にとっては等しく魔女ということになったらしい』

「ははあ……」

　蒼衣は頷うなずいたが、別の疑問も湧わいた。

「あれ？　じゃあ、妖精もグリーンマンも悪魔なら……何で大聖堂────って、教会ですよね？　そこに、そんな彫刻が？」

『宗教には天国と地じ獄ごく、神と悪魔、善と悪があるよね』

　神狩屋は答える。

『説法のためには、信徒には両方見せなきゃいけない。地獄に落ちるとこうなる、世の中にはこんな恐ろしい悪がはびこっている……って。仏教でも、地獄を描いた絵巻物なんかを使って説法をしたし。ただ皮肉にも、民衆はそんな不ぶ気き味みなものの方を怖れながらも喜んで見たし、芸術家もそういったものの方にイマジネーションと技術を好んで費やした。ゴシック聖堂の彫刻は、そんな必要と要求の集大成、ということになるのだと思う』

「あー、なるほど……」







　　　　４




　厚いカーテンを締め切り、電気も点つけていないこの小さな部屋は、ノートパソコンが置かれた机と椅い子すと大きな金属製のラックと、それを埋うめ尽くしている仕事のファイルと書しよ籍せきによって、ひどく圧迫感のある影に満たされていた。

　応接間を通り抜けた隣となり。

　輝てる之ゆきの、書しよ斎さい。

　そんな小さな書斎の中で、部屋の主あるじである輝之は、ただ一人ぽつんとパソコンチェアに腰こしを降ろして、机の上の電話に灯ともっている話し中の赤いランプを、暗くら闇やみの中、ひたすら無む為いにじっと見つめ続けていた。




「…………………………」




　薄暗がりの中に沈むように、ぽつん、と。

　抜け殻がらのように、輝之は座っていた。

　この暗い部屋の中で、輝之はつい先程まで、ずっと苛いら立だちから逃げるように仕事の電話をしていた。

　家で起こった説明できるわけがない異常。

　説明できない以上、放置するわけにはいかない仕事。

　家から出られない輝之の代わりに、取引先との仕事を滞とどこおらせないため、輝之はのっぴきならない事情ができたからと事務所のスタッフを拝おがみ倒して、電話とメールで仕事の手配を続けていたのだった。

　何も考えたくなかった。

　家を埋め尽くす異常と悲劇。それへの恐怖も、悲しみも、不安も混乱も、そして自分の母親への怒りも、全すべて耐えがたかった。

　もはや我が慢まんできなくなって、自分は経営者であるという責任に、逃げた。

　仕事の手配をしなければならなかった。

　事務所の部下や、取引先に迷めい惑わくをかけるわけにはいかなかった。

　自分の不在で起こる問題を、解決しなければならなかった。

　ずっと解決しなければいいのにと、心の端はしが思った。

　……そのままずっと、仕事のことだけを考えていたかった。

　だが、自分が選んだスタッフは優秀だった。しばらくすると、手配は完了した。

　後は新たに手配した自分の仕事が、メールで送られて来るのを待つばかりになった。

　電話の受話器を置き、ノートパソコンの画面を完全に閉じきらない程度に閉じて、この事件が起こってからはずっと圏外の携帯電話を習慣でチェックして────




　とうとう何も、なくなってしまった。

　暗い部屋の中の自分だけが、残ってしまった。




「…………………………」

　暗く、静かな部屋の中で一人、手元の明かりを見つめるしかない自分が、そこにいた。

　仕事という、目の前を覆おおってくれていた使命がぱったりと無くなって、暗くて空からっぽの自分と、自分の部屋と、そしてその周りに広がる異常で気が狂いそうな現実だけが、そこに残っていた。

　仕事が途と切ぎれ、取り残されたような気分の自分が、ここにいた。

　そのうち電話も他の誰かが使い始めてしまい────ここにいるのは暗い部屋の中でぽつんと一人取り残されている、自分だけだった。

「…………………………」

　思考が停止した、空っぽの自分だけ。

　部屋は暗がりに沈み、シルエットばかりが山を為なして聳そびえている。

　その中にいる自分の胸の中に、すとん、と現れた、あまりにも空っぽな孤独。

　何故なぜだか突然ひどく心の中が老いたような、どうしようもない孤独が、胸の中の心臓のあたりに、不安に満ちた虚うつろを広げていた。

　空っぽの、心。

　ふと机の上の、写真立てが目に入った。

　地区のサッカーチームが大会で三位になった時の、耀ようの澄すました笑顔が映っていた。







「………………………………………………っ!!」







　心が抉えぐれた。

　胸の中で、感情が決けつ壊かいした。

　一度背を向けたはずの全すべての感情が、怒ど濤とうのように胸の中になだれこんできて心を押し潰つぶした。悲ひ嘆たんが、後こう悔かいが、そして思い出が胸の中をずたずたに引き裂さいて、号ごう泣きゆうが洪こう水ずいのように、喉のどと眼がん窩かから溢あふれ出した。

「…………う……!!　うぐ……うお……ぉ……!!　耀っ……!!　耀……っ!!」

　押し殺した絶ぜつ叫きようを漏もらして、輝てる之ゆきは机に突っ伏した。

　電話をしながらメモしていた紙を握にぎり潰つぶし、その腕うでを摑つかんで、力の限りに爪つめを立てた。

　獣けもののような咆ほう哮こうを押し潰し、背を丸めて、涙なみだを流した。その背中に覆おおい被かぶさる、部屋の暗がりと孤独とが、悲しみに潰れた心を、さらに絶望に染めた。

「おおお……耀よう……!!」

　何で。

　何であの子が。

　快活な、よくできた子だった。大きくなるのが楽しみな子だった。

　正義感の強い、聡そう明めいな子だった。時に、親である自分が、はっ、とさせられることもある、自じ慢まんの息子むすこだった。

　それが、あんな……

　何で、あんなことに……

「……う…………うぅ…………!!」

　全身を震ふるわせて、魂たましいをかきむしるように泣く。

　何もかもを呪のろった。あの子が何をしたというのか。自分が何をしたというのか。自分たちがが何をしたというのか。こんな目に遭あうようなことは何もしていない、ただ普通に生活している家族だったはずだ。

　幸せな、家族だったはずだ。

　頑がん張ばって築き上げた、家庭だったはずだ。

　それなのに、もう自慢の息子はいない。妻つまもいない。

　そして死んだ妻はおぞましい姿になって蘇よみがえり、希望をこめて買ったはずの家の中に潜ひそみ、家族を殺そうと徘はい徊かいしている。

「……何で……こんな…………」

　そうして輝之が、そんな呻うめきを、潰れた肺の底から漏らした時だった。




「…………………………何……だ？」




　しばしの間があった後、輝之は涙声が残る声で、ぽつりと暗がりの中、小さく呟つぶやいた。

　部屋の空気に、ふと妙みような異い臭しゆうを感じたのだ。

　それは異臭といっても、腐ふ臭しゆうや鼻を刺さすような刺激臭ではなく、強いて言うならば、澱よどんだ川や池の臭においに似ているものだった。

　もっと例えるなら、池から泥どろごと掬すくった水を、火にかけて温めたような臭い。

　家の中で起こる臭いではない。だがこの家に限っては、心当たりにならなくもない物が、そこかしこに置かれていた。

　だが、それでもやはりおかしい。こんな臭においが発生するはずがない。

　無視することはできなかった。輝てる之ゆきはゆっくりと立ち上がり眼鏡めがねをかけ、そして暗い部屋の中で、隙すき間まから応接間の明かりが漏もれて来ているドアを開け放った。

「……うっ……」

　涙なみだで焼けた目に、眩まぶしい蛍けい光こう灯とうの明かりが射さした。

　臭いも強くなった。澱よどんだ池のような臭いが、応接間に充満していた。

　眼鏡の下の目を擦こすった。やがて目が、光に慣れる。

　ようやくはっきりしてくる。そして応接間の中にあるものを、改めて見た時、輝之はしばらく、何が起こっているのか理解できなかった。




　水槽が、白濁していた。




　輝之自じ慢まんの金魚を泳がせ、自ら丹たん精せい込めて配置したアクアリウムの水すい槽そうが、中が見えないほど白く濁にごり、蛍光灯の明かりをぼんやりと拡散させていた。

「…………あ……？」

　頭が回らなかった。呆ぼう然ぜんとした。

　中の水草など揺らぐ影しか見えないほど濁った水が、そんな状態になってもポンプによって攪かく拌はんされて、濃こい濁りがゆっくりと、ぐるぐると水槽の中を巡めぐっていた。

　時折、金魚のものと思しき影が、力なく流れに乗って白い水の中を巡る。

　煙けむりのように濃い白はく濁だく。見ているうちにその濁りが、細かいゴミのようなものだということがわかった。

　おそらく、ふやけた皮ひ膚ふがぼろぼろに剝はく離りしたような、細かい皮。

　剝はがれた鱗うろこ。灰汁あく。それから病的に白く変色した、粘ねん膜まくや粘ねん液えきのようなもの。

　目に見えるほどのものから、目に見えないほど細かいものまでのそれらが、濁って中が見えなくなるほど大量に水槽の水に混ざっているのだ。そしてポンプによって攪拌され、あまりの汚お濁だくのためにもはや効かなくなってしまったフィルターを通って、水槽の中をぐるぐる巡っているのだった。

　そして水槽の蓋ふたの隙間から、




　ゆら、




　と漏れる湯ゆ気げ。

「な……!?」

　ようやく事態を把は握あくした。水槽の水の温度が、異常に上がっているのだ。

　確かに水温管理のために、ヒーターはついている。しかしここまで温度が上がるなどあり得なかった。それにサーモスタットもついているのだ。

「な、何だ……？」

　ヒーターとサーモスタットの故こ障しようか？

　慌あわてるが、どうすればいいか分からない。

　静かにモーターの音を立てて、ゆったりとガラスの中を巡めぐる、白はく濁だくした死の混じった水。

　急いで電源を抜いて、がちゃがちゃとポンプを内蔵した蓋ふたを外してずらすが、白濁した水面は、ゆらゆらと生なま臭ぐさい湯ゆ気げが漂ただようばかりで手の出しようがなかった。

　とにかく、何とかしなければ。

　水槽の水を抜いて、中をさらうものを。

　そうだ、道具を取りに────




　行こうと部屋を出た途と端たん、廊下にずらりと、白い水槽が立ち並んでいた。




「………………!!」

　言葉を失った。

　廊ろう下かに並べた水すい槽そう、その全すべての水が同じようにひどく白濁し、それぞれに取り付けられた蛍けい光こう灯とうに照らされて、ぼんやり白く並んでいた。

　金魚の水槽も、蛙かえるの水槽も、全すべて。

　そして水面から、蛍光灯の白い光の中に、ゆら、と湯気を漂わせながら、廊下にうっすらとした異い臭しゆうを広げている。

「何だ……？」

　呟つぶやいた。

「何なんだ……これは……？」

　呆ぼう然ぜんと、呟いた。

　愛着を込めて育てた金魚と蛙が、みんな死んでしまった。

　耀ようが死んだ時、一部が植物の芽に寄生されて死んでしまい、そして残ったものが今、異常に温度の上がった水に茹ゆでられて、白く変色して崩くずれ、ポンプに攪かく拌はんされて細かい皮の破片となって水を汚よごしながら循環していた。

　全てが死に絶え、手間も愛着も命も、無になった。

　残っている水の中に回りながら漂うだけの、どぶ臭い悪あく臭しゆうを放つ、無数の死し骸がいと粘ねん液えきと、皮ひ膚ふ片へんになってしまった。

　まだ生きているものがいるなら、助けなければいけない。

　だがそれを確認する気も起きなかった。ただ目の前には一つとして例外の無い、悪臭をただよわせる絶望的な死が、水すい槽そうに詰まって並んでいた。

　……何が、あった？

　どういう、ことだ？

　ヒーターの故こ障しよう？　一いつ斉せいに？　馬鹿な。

　あり得ないことが起こっているのは明らかだった。目の前に、そして周囲に広がっているものが、愕がく然ぜんとするような異常であることは、もはや疑うまでもなかった。




「…………………………」




　ひどく薄うすら寒い緊きん張ちようを感じながら、気づけば、立ち尽くしていた。

　ぶぅー…………ん……とポンプのモーターの音ばかりが聞こえるがらんどうの静せい寂じやくが、薄暗い廊ろう下かと応接間に広がっていた。

　急に、胸の中に、不安が広がっていた。

　これまで胸の中を塗り潰つぶしていた、怒りも悲しみも衝しよう撃げきも去ってしまった後、急に生まれた胸の中の空隙すきまに、不安と恐れが湧わき上がってきていた。




　ぶぅー…………ん……




　鼓こ膜まくを削けずるように響ひびく、低く微かすかなポンプの音。

　そのポンプにかき混ぜられて、真っ白に濁にごった水槽の中を、ぐるぐる漂ただよっている、何十匹ぴきもの金魚と蛙かえるの何百万もの細かい皮ひ膚ふ片へん。

　無数の水槽の水面が、ポンプによって微かに波打っている気配。

　そんなものが満ちて、なお静かな、空からっぽの空気が満ちる、空っぽの暗い廊下。

　その中にぽつんと、一人。

「………………」

　だんだんと、肌はだにうっすら鳥とり肌はだが立ってきた。

　不安。影に何かが潜ひそんでいるかのような不安。

　周りにあるそこらじゅうの空くう隙げきに、何かが潜んでこちらを窺うかがっているような、突とつ如じよとして浮かぶ妄もう想そうのような、身の底からわきあがる不安感。

「う……」

　焦こげた廊下の床ゆかと、壁。

　閉じられている、居間へのドア。

　そして死に満たされた、無数の水槽。

　駄だ目めだ。

　このままでは、駄だ目めだ。

　体の中に本能的な怯おびえが広がった。周囲にあるものが何一つ正常でないことに、たったいま気づいたかのように、意識の中に恐怖が溢あふれ出した。

　と────







　ちゃぽ、







　背後で、水の音がした。

「……っ!!」

　瞬しゆん間かん、背せ筋すじが凍こおった。全身が硬直した。

　軋きしむように、振り返る。

　蛍けい光こう灯とうに照らされた、応接間が。目に入る。

　そして壁に据すえられた、アクアリウムの水すい槽そう。

　来客用に作った、自じ慢まんのアクアリウムが、今は見る影もなく濁にごり果てて、白いガラス面を見せて鎮ちん座ざしている。

　ずらされた蓋ふたから垣かい間ま見える水面に、うっすらと漂ただよう湯ゆ気げと、漂う異い臭しゆう。

　何も変化はない。

　波は紋もんの一つも浮かんでいない。

　ガラス面も、ただ白く濁り、細かな破片がゆるゆると中を舞うばかり。水音が立つような何かは、どこにも見当たらない。

「………………」




　ぶぅー…………ん




　身に沁しみこむような、ポンプの音だけが混じる静せい寂じやく。

　何だ？

　さっき音を立てたのは、何だ？

　まだ生きている金魚が、残っていたのか？

　そう思いたい。思おうとする。しかしずっと金魚を育ててきた自分の経験は、大型のリュウキンが決して異常環境に強い種しゆではないことを、よく知っている。

　なら、一体何だ？




「……」




　みし、とフローリングを軋きしませる微かすかな音を立てて、輝てる之ゆきは疑問と怯おびえを胸に、前に出た。

　大人おとなの男としての自意識が、この家の主あるじであるという立場が、体を前に進ませた。そして飼し育いく愛好家としての本能と、自分がこの金魚たちを育てた親であるという思いが、水すい槽そうの異常の正体を、その目で確かめさせずにおかなかった。




　……みし、




　水槽に、近づく。

　電気コードが抜かれ、ポンプの止まった水槽の中では、それでもヒーターに残った熱が中の水を対流させ、それに乗った白い無数の滓かすが水の中を浮遊していた。

　水槽の前に立ってじっと見つめると、汚きたならしい白はく濁だくの中に、マリンスノーのように白い塵ちりが揺らいでいる。じっと見ていると、視線と意識がそのちらつきに吸い込まれて、嫌いやなところに持って行かれてしまいそうな、そんな気分になってくる。




「………………」




　揺らぎもしない水面を、じっと見つめる。

　水面の下では白い濁にごりが、ゆっくりと、循じゆん環かんを続けている。

　吸い込まれそうな、ゆっくりとした浮遊。

　目の前一杯が白く濁り、その中で舞う鱗うろこの欠片かけらに意識が吸いつけられ、それが水の中をたゆたって白濁の中に沈んでゆくのに引きずられて、そのまま川の澱よどみの臭においがするゆっくりとした眩暈めまいに意識が吸い込まれ全すべてが白濁してゆくような──────




　気がつくと、濁った水面にひどく顔が近づいていた。




「う……っ!!」

　慌あわてて身を引いた。はっ、と正気に返って驚いた瞬しゆん間かん、水面から立ち昇る生暖かい悪あく臭しゆうを一杯に肺の中に吸い込んだ。

「うぐ！　……うっ……ごほっ！」

　自分の体を引き剝はがすように、水槽の縁ふちを摑つかんで、咳せき込んだ。

　腐くさりかけた川の水と、溶とけた水草と、病死した魚の臭いをうっすらと混ぜたような水の臭いに、肺と胃がひっくり返るような吐はき気を催もよおした。水槽の縁に摑まるようにして体を支えて、身を折り、えずき、咳せきを繰り返した。

「……ごほっ！　う……！　うぇ……」

　何だ？

　何が起こった？

　意識が吸い込まれた。まるで、催さい眠みんにでもかけられたような。

　咳せき込む肺の苦しさと、パニックになった頭の中を、必死で宥なだめる。どういうことだ？　危険なガスでも発生していたのか？　意識を失うような。それとも自覚のない間に疲れ果てていて、気を失いかけただけなのか？

　気をつけなければ……

　そう思った、瞬しゆん間かんだった。




　ぴちゃっ、




　突然水音と共に、手を摑まれた。

「!!」

　びくん！　とその瞬間、咳き込んで下を向いていた、その姿のままで、全身が硬直した。

　突然、水すい槽そうの縁ふちにかけた手が、熱く柔やわらかい手の感かん触しよくに覆おおわれたのだ。

　水槽の水に熱された、生暖かいガラスと鉄のフレームの固い感触を摑つかんでいた、その手の甲こうに、風ふ呂ろの湯のように温かく、ぶよぶよにふやけた肉のように柔やわらかい、ぐっしょりと濡れた小さな手の感触が、突然しっかりと重ねられたのだった。




「…………………………」




　つーっ、

　と視界の端はしに見える水槽の側面に、水が伝って落ちるのが見えた。




「…………………………」




　時間が止まった。

　目を見開いたまま、瞬まばたきもできず、動けなかった。息が止まった。

　かたかたと、膝ひざが震ふるえていた。

　声が出せなかった。きーん、と耳鳴りがした。自分の心臓の音が聞こえる。嫌いやな温度の冷や汗あせが、全身から噴ふき出した。




「…………………………」




　重ねられた、腐くさったように温かい、『手』。

　感かん触しよくだけの『手』。視界の外の『手』。

　見たくない。見たくない。

　だが、眼球はきりきりと軋きしむように横を向く。水すい槽そうを向いてゆく。




「…………」




　水槽の、上へ、上へ、




「………………!!」




　水の伝うガラス、

　その上へ、フレームへ、フレームを摑つかんでいる、自分の手へ、




「いやだ…………やめ…………!!」




　そして、自分の手の、

　その、上に────




　べっとり載のせられている、真っ白にふやけた赤ん坊の手と、その向こうからこちらをじっと見ている、真っ白に溶けかけた赤ん坊の頭についた真っ黒な瞳ひとみと目が合った瞬しゆん間かん──────







「──────許してくれ……!!」







　口の中で、叫んだ。

　崩くずれそうなほどふやけた赤ん坊の頭が、歯のない口を開けて、




『げぇ』




　と、ひとつ、鳴いた。







[image: ]







　　　八章　　亡の国の王の務







　　　　１




　颯さつ姫きの掃そう除じによっていくらかは使えるようになった居間の床ゆかにぺたりと座り込み、意思の感じられないぼんやりとした目を、ただ意味もなく前に向けているばかりの、赤いチェックのバンダナをつけた少女。




「………………」




　いつどんな、異常で忌いまわしい現象が起こるかも分からない、危険な異常な場と化しているこの家。しかし居間にいる蒼あお衣いたちは、そんな家の中にいながら、一言も話しもせずに大人おとなしく座っているこの少女に、一番の猜さい疑ぎと警けい戒かいを向けていた。

　彼女は田たの上うえ瑞みず姫き。

　過去の事件で惨ざん殺さつされた、颯姫の妹。

　生きているはずのない人間が、生きているとしか思えない姿でそこに座っている。それだけでも異常なのに、それに加えて、この家がまさにそういう禍わざわいのさなかにあるという事実が、蒼衣たちの警戒を決定的なものにしていた。

「何も話すことはねーよ」

　連れていた馳はせ尾お勇ゆう路じが、彼女のことについて語るのを一切拒否しているのが、さらに警戒感を煽あおっていた。

　そもそも勇路は問題児だ。蒼衣自身は、実のところそれほど彼に悪印象を持っていないのだが、客観的に見た彼は、独断専行の末に所属していた〈ロッジ〉のメンバーを殴なぐって出しゆつ奔ぽんした殺傷力の強い〈断だん章しよう〉を抱かかえた〈保持者〉であり、何より捜そう索さく願ねがいが出されている失しつ踪そう中の未成年なのだ。

　その彼が、リカによってこの家に派は遣けんされて来て、襲おそわれた子供たちを守るために〈異い端たん〉となった母親を殺害した〈騎き士し〉だというのは明らかだった。

　事件を起こして他の〈ロッジ〉を出奔した、しかも未成年を黙だまって引き受けて、〈騎士〉にしているリカの〈ロッジ〉。

　あのリカという女性は、一体どういう世話役なのだろう。

　蒼あお衣いは何よりも、そこに疑問を持った。リカは今まで蒼衣が知っている世話役や、そこから想像していた世話役や〈ロッジ〉の類型とは、全く違っていた。

「……正直、こんなのに構ってる余よ裕ゆうはないんだけど」

　雪ゆき乃のが、苛いら立だちも露あらわに低く言う。

　雪乃を怖おそれつつも敵てき愾がい心しんむき出しで、態度の悪い勇ゆう路じに、雪乃は苛立っている。

　そもそも二人とも表面的な性格が、攻撃的で反抗的で根に持つタイプなので、性格の相あい性しようは真っ向から悪い。

「あの、雪乃さん、穏おん便びんに……」

「うるさい」

　宥なだめようと声をかけたが突っぱねられた。蒼衣が神か狩がり屋やとの電話を終えた時には、すでにこの状態で、それがずっと続いていた。

　雪乃の機き嫌げんは、最高に悪い。

　ただ、雪乃の苛立ちは正確には勇路に対するものだけではなく、瑞みず姫きの存在の不ぶ気き味みさと警けい戒かい感かんが、かなり大きな要素として含まれていた。

　無視することができないのだ。あまりにも得体が知れなさ過ぎた。

　無視することができないなら、雪乃の性格では攻撃的になるしかない。

「………………」

　そしてそんな蒼衣たちを、莉り緒おが声もかけられずに、眺ながめていた。

　莉緒にとっては、勇路も蒼衣も霊れい能のう者しやの仲間という理解だろう。仲間割れをしているように見える蒼衣たちを、莉緒は泣き痕あとがありありと残る顔で、不安そうに見つめていた。

　そして蒼衣たちが他の何に対してでもなく、瑞姫に対して怖れに近い警戒を抱いだいていることは、傍はた目めにも明らかだった。

　莉緒の目からすると不可解な光景だろう。だが、それでも唯一の頼りである霊能者たちの反応は、わけが分からなくとも莉緒にも伝染して、莉緒が瑞姫を見る目にも、そこはかとない恐怖感が混じっていた。

　そして────




「……？」




　鏡を見た仔こ猫ねこのように、不思議そうに瑞姫を見ている颯姫の態度にも、やはり微かすかな怯おびえが混じっていた。

　死んだはずの妹に会ったというのに、反応は鈍い。というよりも、初対面のそっくりさんに会ったものの、周りの人間がその子を警戒しているので、態度を決めかねながらも戸と惑まどっているという形容が、颯姫の様子を説明するのに最も適当だろう言葉だった。

　目を覚まして、居間に連れてこられた瑞みず姫きと勇ゆう路じの姿を見て「しまった」という表情をした颯さつ姫きと、蒼あお衣いは最初にこんな会話を交わした。




「……颯姫ちゃん、憶おぼえてる？」

「えっと……黙だまってて、って、約束を……」

「いや、そうじゃなくて……この女の子のこと」

「え？　えっと、きょうだいですよね？　私の」

「うん。で……あのさ……」

「うーん、見れば、そうかな？　って思うんですけどね……しばらく会わないと、忘れちゃうんですよ、私たち。あはは……」

「…………」




　蒼衣としては、何ともやり切れない思いにならざるを得ない。

　これが不幸なことかも、実は幸せなことなのかも、蒼衣にはよく分からない。

　ただ一つだけ分かっていることは、おそらく颯姫は、蒼衣たちが自分の妹に向けている態度の理由を理解していないということだ。

　そしてその、瑞姫の方は────姉の記き憶おくについてなど以前に、周りにあるもの一切に興味がないような無表情な目をして、周りにいる誰をも見ていなかった。

　こちらが見ていると、時々、目が合う。

　が、しばらくすると何もなかったかのように、素通りするように、視線が外れる。

　明らかに様子がおかしい。が、蒼衣はこのような反応に、覚えがあった。

　似たものを見たことがあるのだ。パンを手渡した時とか。

「夢ゆ見み子こちゃんみたいだな……」

　ぼそ、と呟つぶやく。

　過去の〈泡ほう禍か〉で心が壊こわれた幼い少女、夏なつ木き夢見子に、周囲への無関心と反応の仕方が、何となく連想する程度に似ていた。

　何があった？

　どうして生き返ってきた？

　もしかして、この子は〈泡禍〉のたぐいではないか？

　何かの〈泡禍〉によって生き返ってきた人間では？　だとしたら何故なぜ？　というよりも問題なのは、人が生き返ってきたこの家の悪夢と関係がありはしないか？

　実は『母親』の復活は〈異い端たん〉であるせいだけではなく、〈泡禍〉自体が「過去に死んだ人間が生き返るという」内容である可能性は？

　その〈泡禍〉で瑞姫が生き返った可能性は？

　いや、そもそも、それが目的で勇ゆう路じがここに来た可能性は？

　蒼あお衣いたちと勇路の関係を知りつつこんな場をセッティングした、あのリカが、それも含めて采さい配はいした可能性は？

　……いや、そこまでいくと考え過ぎだ。

　リカへの疑惑が、ではない。そこを考え過ぎても、いま蒼衣たちが置かれている状況には、何の解決ももたらさないという意味でだ。

　蒼衣は思考から、顔を上げる。

　そして、雪ゆき乃のと睨にらみ合って話にならない勇路へ、横合いから、声をかけた。




「リカさんのとこで〈騎き士し〉になったんだね。馳はせ尾お君」

「お？　お……おう」




　落ち着いた蒼衣の言葉に、勇路は虚きよを突かれたように、戸と惑まどいを混じらせて答えた。

「なんか……文もん句くあるのかよ」

「……」

　警けい戒かいと疑惑のまなざしで蒼衣を睨ねめ上げる勇路。黒のジーンズに、安全ピンをぶら下げたダークカラーのシャツを着て、手にいくつもの絆ばん創そう膏こうを貼はっているその姿は、ああ、と蒼衣を納得させるものがあった。

「……ずいぶん戦ったみたいだね。僕はこれでいいような気もする。君と笑え美みさんは、絶対相あい性しよう悪かったし」

「……」

　事の善悪は置いておいて、それは蒼衣の本心だった。

　あれは酷ひどい事件を伴ってあんなことになってしまったが、勇路が笑美の〈ロッジ〉に居続けた限り、いずれ似たような破は綻たんは起こっただろうと、そう思っていた。

　それで勇路が、やって行けるなら、その方がいい。

　蒼衣自身は、〈騎士〉というものの生き方を良いものだとは思っていなかったが、勇路の人生には、雪乃に望んでいるような立ち返りは求めていなかった。

「……笑美さんのことは言わないでくれ」

　突っかかりはしなかったが、目を伏せて、複雑そうに言う勇路。

「ああ、ごめん。でも、この先ずっと何もしないで済ますわけにはいかないと思う。今はここが居心地いいと思うけど────あのリカさんって人は、ずっとそのままではいさせてくれない気がする。今はいいけど、考えておいた方がいいよ」

「……わかってる」

　渋しぶ々しぶながら、物分かりの良くなった勇路に、蒼衣は微笑ほほえむ。

「よかった」

　何よりほっとしたのは、おそらくリカが他人の揉もめ事などを喜ぶ愉ゆ快かい犯はんで、可能ならばそれをお膳ぜん立だてする手間も惜しまない人間であることを、勇ゆう路じなりにいくらか感づいているらしいことだった。

「僕は、君が〈騎き士し〉であることに文もん句くは言わない。多分雪ゆき乃のさんも、そのことには別に反対してないと思う」

「勝手に代弁者面づらしないで」

　雪乃は不ふ機き嫌げんに言いはしたものの、見解そのものには何も言わなかった。

「ただ────」

　だが蒼あお衣いはそこで、続ける。

　少しだけ表情を硬くして。勇路の個人的な部分はともかく、これだけは、はっきりさせておかなければならないことだった。

「ただ、なんでここに瑞みず姫きちゃんがいるのか、そのことはちょっと見過ごせない」

「………………」

　勇路は黙だまり込んだ。

　目を逸そらす。引き結んだ口元には、それについては決して喋しやべらないという意思が窺うかがえた。

「分かってると思うけど、あの生き返った『お母さん』をどうにかしないと僕らはこの家から出られない」

　蒼衣は、諭さとすように言う。

「この家は孤立して、いつどこで何が起こるかも分からない。不安なものは一つとして見過ごせないんだ」

「………………」

「瑞姫ちゃんは死んだ。この目で見た。この瑞姫ちゃんは、何？」

　蒼衣の質問に、ようやく事態を把は握あくし始めた莉り緒おと颯さつ姫きの顔色が、変わった。

　二人とも勇路と瑞姫の姿をしたモノに注目し、固かた唾ずを吞のんで勇路の返答を待つ。

　しかし勇路は、やはりだんまりを決め込んだまま、何も言わなかった。瑞姫は周りで行われている会話など全く聞こえていないか理解していない様子で、じっと無表情な目を、床ゆかの辺りに彷徨さまよわせていた。

　蒼衣は言った。

「あの、真ま喜き多たさん？」

「……!?　え……えっ、私……？」

　いきなり呼ばれた莉緒は、半ば怯おびえたような様子で返事をした。

「えーとですね……この女の子ですけど、勇路君が最初にここに来た時からいましたか？」

「え……あ、はい…………まあ……」

　莉り緒おはたどたどしくながらも、答える。蒼あお衣いは頷うなずく。

「うーん、そうか……」

「……」

　だが勇ゆう路じは、それに乗じて何かを言うこともしない。

　瑞みず姫きに関しては徹底的に、いかなる言げん質ちも取られないつもりのようだった。少しだけ、当てが外れた。

「……まあいいや。良くはないけど」

　蒼衣は言う。

　雪ゆき乃のも口を挟はさむ。

「いいわけないでしょ」

「そうだけど……できるとこからやろうよ」

「妥だ協きようを？」

「うんまあ……そう」

　雪乃が露ろ骨こつに眉まゆをひそめる。困ったが、仕方なく勇路に向き直る。

「じゃあ、そんなわけで勇路君。その話は置いておいて、一つだけはっきりさせときたいことがあるんだ」

　蒼衣は言う。

「君は〈騎き士し〉で……〈騎士〉としてここに来たんだよね？　〈騎士〉としての〝役目〟は果たす気がある？」

「……」

　勇路は警けい戒かいからできるだけ口を開きたくないらしく、逡しゆん巡じゆんする様子を見せたが、蒼衣の思った通り勇路には無視できない言葉だったようで、目を合わせないまま渋しぶ々しぶながら、しかしはっきりとした口調で肯定の答えを返してきた。

「……ああ。当たり前だ」

「じゃあ、聞いて」

　蒼衣は口調を変えた。

「多分、君はこの〈泡ほう禍か〉に織り込まれてる。君の〈断だん章しよう〉の針はりが、生き返った『お母さん』の体中に一杯残ってて、それが凶きよう器きに使われてる」

「んな……!?」

「みんな襲おそわれてる。僕らが君を警戒してるのは、そのせいなんだ。もう二人も死んでる。弟さんの耀よう君と……〈葬そう儀ぎ屋や〉さんの助手の可か南な子こさんが殺された」

「………………っ!!」

　勇路の目が驚きよう愕がくに見開かれて、身を乗り出した。顔色が変わっていた。

「ちょっ……!!　ウソだろ!?　マジかよ！　〈雪の女王〉までいて、何やってんだよ!!」

「っ!!」

　思わず叫んだ勇ゆう路じの言葉に、凶きよう相そうの雪ゆき乃のが、ぎり、と奥歯を嚙かみ締めたが、何も言い返しはしなかった。

「……無理なんだ。あの〈異い形ぎよう〉になったお母さんは、何をやっても死なない。二度も炭すみになるまで燃やしてる。でも生き返ってくる」

「…………!!」

「たぶん君でも、どうにもできないと思う。耀よう君も、どうにもできない死に方をした。全身から、植物の芽が生はえて死んだんだ。ねえ……一つ聞くけど、耀君のお父さんとお母さんがお姉ちゃんにつらく当たることが、おかしい、って耀君に言った〈騎き士し〉のお兄ちゃんって、君のことだよね？」

「！」

　蒼あお衣いは耀との最後の会話を思い出す。

　あの時『最低なことは、最低なことだ』と言い切って、父親に逆らった耀。

　そしてそのきっかけになったのは、〈騎士〉を名乗る兄ちゃんとの会話だと、そう言っていた耀。

「……そ……」

　勇路は衝しよう撃げきを受けた顔をして、やがてすぐに、歯を食いしばって目を伏せた。

　そして歯の間から搾しぼり出すような、苦しげな声で、答えた。

「……そうだ、俺おれだ」

「だよね」

　蒼衣は言う。

「耀君はあのあと、お父さんに反抗したよ。それから僕にも色々教えてくれた。僕はこの〈泡ほう禍か〉を解決するって、あの子と約束した」

　蒼衣は目を伏せる。

「でも、そのすぐ後に……死んだ」

「…………っ！」

「僕は、約束を守らなきゃいけない。でも、ジリ貧ひんなんだ。このままだとみんな殺される。君が〈騎士〉なら……知ってる限りのことを教えて欲しい」

「……」

　勇路は俯うつむく。俯いて、震ふるえていた。

　歯軋ぎしりせんばかりの、沈ちん黙もく。

　そして勇路は、そんな沈黙の後、口を開いた。




「おれは──────何も知らない」




「……勇ゆう路じ君……」

「本当だ。あの母親も〈異い端たん〉になったから殺した。それだけなんだ。この家の事情も、おれは何も調べてねえ」

　蒼あお衣いの呟つぶやきに、勇路は言葉を拾い集めるようにして、必死に言う。

「耀ようと話したのも、あの父親と母親の態度があんまりひでえから────姉ちゃん嫌きらわれてんのか？　ありゃ変だろ、って……言っただけなんだ。耀もなんかおかしいとはずっと思ってたみたいで、相談して来たから、思わず話し込んだ。それだけだ」

　蒼衣は静かに見下ろして、訊たずねる。

「……君は、この〈泡ほう禍か〉には関係してない？」

「してねえ。誓ちかう」

「だとしたら……その瑞みず姫きちゃんは、どういうこと？」

「…………………………悪わりぃ。言えない」

「……」

　苦しそうに、勇路。

「でもな、でも……おれも…………したんだ」

　さすがに僅わずかに眉まゆを寄せた蒼衣に、だが勇路は必死で、かすれた声で言った。

「何？」

「……約束、したんだ。耀と。この事件、解決してやる、って……」

「…………」

「〝役目〟は果たす。だからこいつの…………瑞姫のことは、何も聞かないでくれ」

　勇路はそう言うと、俯うつむけた頭を、下げた。その辺りで、本来性格的に他人の頼みを断れない蒼衣の、頑がん張ばって厳しい態度を勇路に向けているエネルギーが、切れた。

　蒼衣は胸の底から、深く長い溜ため息いきをついた。

　裏切られてもいいから信じたかった。問題が自分のことだけなら、迷わずそうしていた。その方が楽だった。

「…………う……」

　耀の話を聞いて、莉り緒おが泣き出していた。

　それを聞きながら、蒼衣はさっさと普通に情にほだされたくて、たまらなかった。

　疲れた表情で蒼衣は、まだ頭を下げたまま顔を上げていない、勇路の姿を見下ろす。そして床ゆかに座ったまま無表情に、そんな勇路に体重を預ける瑞姫を見ながら、疲れた頭でどうにか考えを巡めぐらせた。

　────勇路は、おそらく確実に『配役』だ。

　きっと彼は『いばら姫ひめ』の、紡錘つむを持った老ろう婆ばか、あるいは紡錘の針そのものか、その辺りの配役だろう。




『グリムも著書「ドイツ神話学」で言及してるけど、紡錘つむは古来から魔女や妖よう精せいや女め神がみなんかの、不可思議な力を持った女性の象徴的な道具だね』




　神か狩がり屋やは、紡錘については、そんなことを言っていた。




『モイラの三女神が、人間の運命を糸として紡つむぎ出すのが代表格かな。他にも様々な民話伝承で超常的な能力を持った糸紡ぎの女性が語られていて、グリム童話にも「三人の糸紡ぎ女」という不思議な力を持った糸紡ぎの老ろう婆ばが出てくる話がある。糸と糸巻きは人間の運命の象徴だしね。それを神じん通つう力りきをもった女性は、魔法の道具として使うんだ』




　蒼あお衣いは、そう思い出す。だが同時に、そこから不ふ謹きん慎しんな連想が頭に浮かんだ。

　考えてみれば、会った時からずっと、勇ゆう路じは女性に振り回されっ放しの道具だ。

　幼おさな馴な染じみの少女たちに振り回され、元の〈ロッジ〉の世話役だった四し野の田だ笑え美みに振り回され、そこから逃れた今は、あのリカに振り回されている。

　このプライドの高い彼が頭を下げてまで隠かくそうとしている瑞みず姫きについても、きっと何か、彼をそこまで縛しばる理由があるのだろう。そしてもしかすると、〈泡ほう禍か〉の配役としての彼さえもひょっとすると、単なる道具に過ぎないのかも知れない。

　だとしたら────

　と、そう蒼衣が考えた時だった。







　──────ぞわ、







　と首くび筋すじに鳥とり肌はだが立った。考え事をしていた俯うつむき気味の視界に映る、部屋の光景に、いつの間にかうっすらと影が落ちていた。

「う……!!」

　そして────視界の上の端はしに、黒い影が。

　居間の真ん中、掃そう除じをしてもなお血の痕あとが残り誰も立ち入ろうとしない中心に、死を告げる泣き女バンシーのように漆しつ黒こくのゴシックロリータを纏まとった亡ぼう霊れいが立ち、微かすかに俯かせたその白はく磁じの美び貌ぼうに、惨さん劇げきを前にして哄こう笑しようを上げる寸前のような、凄せい絶ぜつな笑みを浮かべていた。

「!?」

　雪ゆき乃のがそちらを振り向く。

　蒼あお衣いが、弾はじかれたように顔を上げる。

　風かぜ乃のの亡ぼう霊れいは、す、と玄げん関かんと応接間のある方を、その白く華きや奢しやな指で指し示していた。そして、蒼衣と雪乃にしか聞こえない、ぞっ、と絡からみつくような美しい声で、




『浮かんだわ』




　と一言、囁ささやいた。

　直後、雪乃はセーラー服を着た身を素早く翻ひるがえし、蒼衣が止める間もなく、ポケットから赤い柄えのカッターナイフを抜き出しつつ、鎖くさりが解かれるのを待ちかねた狂犬のように居間を飛び出していった。







　　　　２




　────ばん！




　と雪乃が居間のドアを開けて廊ろう下かに足を踏み出した瞬しゆん間かん、廊下の空気が、むっ、と肌はだにまとわりついた。

「う!?」

　暗い廊下。その空間一杯に、暑く、重く、湿しつ気けた異様な空気が満ちていて、その中に飛び込んだのだ。思わず一いつ瞬しゆん、足が止まった。

　湿気と熱。そして、異い臭しゆう。

　まるで風ふ呂ろ場ばの湯ゆ気げにまみれた空気にも似た、数分も中にいれば体が汗あせばんで、さらには空気中の水分が飽ほう和わして肌にへばりついてきそうな温度と湿気が、濃のう縮しゆくさせて腐くさらせた川の澱よどみの水のような独特の生なま臭ぐさい臭しゆう気きを伴って、雪乃たちが全く気づかないうちにドア一枚を挟はさんだ向こうに満ちていたのだった。

「……！」

　そして足が止まった途と端たんに目に留まる、廊下に立ち並ぶ水すい槽そう。

　各おの々おのがランプに照らされた水槽は、その全すべてが、真っ白に濁にごっていた。

　熱死した金魚と蛙かえるの砕は片へんが、ポンプによって水が真っ白になるほど水の中に混じり、循じゆん環かんしていた。そしてそれらの水面から、ゆらゆらとへばりつくように湯気が立ち昇り、熱と湿気と異臭とを、廊下の空気の中に満たしていた。

「何よ、これ……」

　一いつ瞬しゆん口をついたが、ここで立ち止まることに意味はなかった。

　雪ゆき乃のはその一瞬の躊躇ためらいの後、すぐさま考えるのを切り捨て、異い臭しゆうの廊ろう下かに飛び込むと、風かぜ乃のの指差した応接間へ駆かけていった。

　背後で、

「雪乃さ……うわ、何!?」

　と雪乃に続いて廊下に出た蒼あお衣いの驚く声がする。

　それも切り捨てて、雪乃は白変した水すい槽そうの横を、何台も通り過ぎ、開きっ放しになっている応接間の前に立った。

　すると────




「…………………………!!」




　白はく濁だくした水槽のある対面の壁に張り付くように背中をつけ、輝てる之ゆきが恐怖の形ぎよう相そうで目を見開いて、大おお柄がらな身を縮ちぢませていた。

「…………」

　蓋ふたがずれた水槽からは、異臭を放つ湯ゆ気げがうっすらと漂ただよい、そしてその水槽の縁ふちからはまるで巨大な蛙かえるが這はい出した痕あとのように水が滴したたって、だらだらと側面を伝いながら、床に水溜たまりを作っていた。

　何が出てきたかは分からない。もうそこには何の姿もない。

　そうしていると、蒼衣が雪乃の背中にぶつからんばかりに追いついて来て、応接間の中を覗のぞき込んで中に声をかけた。

「……だ、大だい丈じよう夫ぶですか？　一体何が……」

「………………!!」

　声をかけられた輝之は引き攣つった、呆ぼう然ぜんとした顔で雪乃たちを見た。そしてそのまま両手で顔を覆おおうと、ずるずると腰こしから落ちて、床ゆかに座り込んだ。

「……許してくれ……」

　輝之は、顔を覆った指の奥で、そう呻うめいた。

　雪乃は行き場所のなくなった右手のカッターナイフを、所在なく降ろして、眉まゆを寄せた。

「許す？」

「今わかった、『莉り緒お』だ。あれは本当に『莉緒』だったんだ……」

　絶望に満ちた声で、輝之は言った。

「水槽から出て来た赤ん坊は────死んだ『莉緒』だった。触さわられた時に全部わかった」

　追い詰められた人間の声。輝之は恐ろしい罪を必死で懺ざん悔げするように、顔を覆ったまま、言葉を紡つむぎ続けた。

「少し目を離した間に、『莉り緒お』は風ふ呂ろ場ばで溺おぼれて死んだんだ……俺おれが引き上げた。間違いなくあの感かん触しよくだった。湯の温度に温まった赤ん坊の感触……忘れるもんか。忘れられるもんか。

　許してくれ、済まなかった。俺たちが悪かったんだ。俺たちはあの時まだ若かった。経験がなかった。そのうえ忙いそがしい時期だった。疲れてた。だから……風呂場のドアがきちんと閉まってないことにも気づかなくて、まだろくに立てもしなかった赤ん坊が風呂場に入り込んで、浴よく槽そうの縁ふちを乗り越えるなんて、思いもしなかったんだ……！」

「！」

　雪ゆき乃のは、蒼あお衣いと一いつ瞬しゆん顔を見合わせた。

「……俺たちにはやり直しが必要だったんだ……」

　声を震ふるわせる輝てる之ゆき。

「警察に虐ぎやく待たいを疑われて責められて、おふくろにずっと責められて……周りの全員から責められてる気がして、あの時の俺たちは耐えられなかったんだ。『莉緒』のことを、無かったことにするつもりはなかったんだ、ただ、やり直しが必要だったんだ。さやかも俺も、あの時は弱かったんだ。『莉緒』をもう一度……もう一度きちんと育ててやれるとでも思わなきゃ、あの時の俺たちは、耐えられなかったんだ……！」

「……！」

　いつの間にか、雪乃たちの後ろに莉緒が来ていた。父親の語るうわごとのような懺ざん悔げを、怒りと悲しみを滅め茶ちや苦く茶ちやに混ぜて、それを押し殺したような表情で、じっと聞いていた。

「そうしなければ、さやかの心を守れなかったんだ……！」

　顔を覆おおって座り込んで懺悔を続ける、ひどく小さな父親の姿。

　莉緒は身を震わせて、怒りや悲しみ、あるいは理解など……混ざりに混ざった感情と共に言葉を発しようと何度か口を開けていたが、やがて言葉が見つけられずに悲しい目をして肩かたを落とし、とぼとぼと俯うつむいて、背を向けて廊ろう下かを立ち去っていった。

　雪乃は輝之を見下ろして────そして同情は、しなかった。




「……立って。そんなことをしてる暇ひまはどこにもないわ」




　言い放った。同情や理解という情動は、今の雪乃の中では殺されていた。気絶から目を覚ました雪乃はただここに立てているわけではなかった。

　今は雪乃自身が強い自分でいなければ、ここに立っていることさえできなかった。

　今の雪乃は怒りに満ちていた。この〈泡ほう禍か〉に対して何もできない自分。蒼衣にさえ後れを取っている自分。そんなものを全て怒りで押し込めていた。忘れようとしていた。そうしなければ強い自分でいられないからだ。

　苛か烈れつで孤高な強さを自分に強いて、そして他人にもそれを強いることしかできなかった。

「そういう後こう悔かいとか反省とかは、悪いけど後にして。懺ざん悔げも生き残ってからで間に合うわ。今は今できることをして」

　雪ゆき乃のは言う。

　今は他人の弱さを無視し、許容できる気分ではなかった。

　蒼あお衣いが言いすぎじゃないかという風に、気き遣づかわしげに雪乃の名前を呼んだ。

「雪乃さん……」

「このまま死ぬ気？　なら、その反省は無意味になるわ」

　だが、雪乃は無視した。

「今、できること、しなければいけないことをよく考えて」

「…………」

　叱しつ咤たする。その言葉の一部は自分にも向けられていて自分を傷つけていたが、それでも輝てる之ゆきは、顔を覆おおっていた手を下ろした。




「そう…………ですね……」




　輝之はそう言うと、伏目がちに、ゆっくりと立ち上がった。

　雪乃はそれを見届けて、背を向けた。そうする雪乃の中には、輝之に苛か烈れつな言葉を向けた張り詰めた自分と同時に、そんな自分への自己嫌けん悪おが、微かすかにあった。

　包ほう帯たいに隠かくされた二にの腕うでの剝はがしたような傷が、ずきりと痛む。

　………………







　　　　３




「────南な無む妙みよう法ほう蓮れん華げ経きよう、南無妙法蓮華経、南無妙法蓮華経……」




　隣となりの部屋から暇ひまさえあれば漏もれ聞こえてくる、祖母・延のぶ子この読ど経きよう。

　居間に沈ちん黙もくが降りるたびにそれが聞こえ、鬱うつ々うつとならざるを得ない空気の中────この読経は本当は誰のためのものなのだろうかという嫌いやな疑問を脳裏によぎらせながらも、蒼衣は思し索さくを続けていた。

　部屋の中には、蒼衣、雪乃、颯さつ姫き、莉り緒お。

　そして勇ゆう路じと瑞みず姫き。この居間では今、若者ばかりが、それぞれがそれぞれの顔をして、そろそろ昼になろうとしている時間を、言葉少なに過ごしていた。

「………………」

　蒼あお衣いとの会話の後、勇ゆう路じは神しん妙みようにしていた。

　応接間から帰って来てからの雪ゆき乃のも、勇路への警けい戒かいは解いていない風の態度を取りつつも、最初のような剝むき出しの喧けん嘩か腰ごしではなくなっていたので、部屋の空気もずいぶんと落ち着いていた。

　聞こえる読ど経きようと……廊ろう下かから入り込んでしまった悪あく臭しゆうは、かなり残念だが。

　その異い臭しゆうの原因である、例の応接間と廊下の異常をきたしてしまった水すい槽そうは、いま輝てる之ゆきが、ヒーターやポンプの電源を抜いて回っているところだ。

　事態は一向に改善していないが、少なくともここは、こんな風にまとまりつつはある。

　そんな中で、蒼衣は寝不足でぼろぼろの心身で、しかし今にも意識が途と切ぎれそうであるにも関わらず全く眠ねむれない状態で、これまでのことを考えていた。

　緊きん張ちようで、脳が眠れないのだ。

　疲れ果てて、意識も身体からだの感覚もぼんやりとしていたが、それでも眠れない拷ごう問もんの中、蒼衣はいま起こっている〈泡ほう禍か〉のことを、必死で考えていた。

「………………」

　だんだんと、〈泡禍〉の背景が見えてきていた。

　この〈泡禍〉の根源にあるのは、おそらく先ほど輝之が懺ざん悔げしていた、莉り緒おの姉にあたる赤ん坊の『莉緒』が、風ふ呂ろ場ばで溺でき死ししたという事故だ。

　夫婦は共に、おそらくそれに対する強きよう烈れつな罪悪感を持っていた。

　生まれ変わりを信じることで覆おおい隠かくさなければならないほどに。その生まれ変わりにされてしまった莉緒にとっては不幸以外の何物でもなかったが、想像するだに同情するしかない葛かつ藤とうがあっただろうことは、予測がついた。

　自分で自分を責めるしかない悲劇を、さらに周りが責める。

　虐ぎやく待たいを、殺人を疑って、警察が追及する。

　娘むすめが死んで悲嘆に暮れていた夫婦の精神は、さらに周り中から叩たたかれて、誰も────自分さえも味方がいない状況の中で、ボロボロになるまで追い詰められたに違いない。そうして追い詰められた二人が、その苦しい時を生きてゆくために作り出した『欺ぎ瞞まん』が、莉緒の『生まれ変わり』だった。

　責めることは簡単だが、蒼衣はそうする気にはなれなかった。

　同じことになって蒼衣がそれを跳はね返すだけの強さがあるかと問われれば、とてもではないが自信はなかった。

　もちろんそれによって莉緒が被こうむった不幸を擁よう護ごする気はないが、追い詰められた夫婦の弱さを責めることは、蒼衣にはできない。そして夫婦も────少なくとも輝之は、その欺瞞を心から信じていたわけではなかったようだった。

　心の底では、罪悪感を持ち続けていた。

　結果として莉り緒おに冷たく接していたのもそのせいだ。

　もう『欺ぎ瞞まん』はなくとも生きていけるだけの時間を経たものの、夫婦がお互いの心を守るために作った『欺瞞』を今から反ほ故ごにする勇気も、反故にして大だい丈じよう夫ぶだという確信も持てなかったのだ。そしてただ一人莉緒を生いけ贄にえにすることで、『欺瞞』を維持し続け他の全すべてを守っていこうとしたのだ。

　莉緒は当然それに反抗した。

　それによって、元々砂の上に建てられた『欺瞞』は軋きしみ、おそらく────莉緒が『もう落とさないでね』の怪談を両親に話した時に────決定的に破は綻たんを迎えた。

　少なくとも、そこで激げつ昂こうしたという『母親』にとっては、完全な破綻だった。

　そして、その破綻が〈泡あわ〉に取り込まれて、〈泡ほう禍か〉になったのだ。

　まず背景は、こんな流れだろう。

　だが、それがどうして『人間に生はえる芽の〈泡禍〉』という形になったのかは、まだ分からなかった。




　────なんで、耀ようはあんな死に方をする羽は目めになった？




　蒼あお衣いはひどく目が冴さえた、霞かすむ頭で考える。

　お城を覆おおった茨いばらであることは確かだと思う。だが、この『茨の〈悪夢〉』は、一体どこから来たのだろう？




　………………







　　　　４




　怒りと恨うらみは収まらない。

　ただ、情けなさと混じってしまった怒りは、もうぶつけることはできなかった。

　振り上げる力も抜けてしまった腕うでの中で、重さを増すばかりの怒り。心の中で、力を奪うばかりの怒り……




「…………ふざけないでよ……！」




　居間のテーブルに突っ伏して、莉緒は脱力した怒りに、涙なみだを浮かべていた。

　懺ざん悔げする父親。

　顔を覆おおう父親。

　小さくなって震ふるえる父親。

　ずっと理り不ふ尽じんで、高圧的だった父親。

　そしてその父親の────初めて見る、情けない姿。

　ずっとずっと恨うらみに思っていた父親のあんな弱々しい姿を見ても、莉り緒おの気は、少しも晴れなかった。

　親に対して何を求めていたのか自分ではもう分からなかったが、少なくともこんなものではないことは確かだった。許す気はなかった。許す気はない。弱々しく顔を覆おおう父親の懺ざん悔げの言葉は『莉緒』への言い訳ばかりで、莉緒への謝罪は一言たりともなかった。

　許す気はない。

　だが、もう怒りをぶつけることさえ、悲しかった。

　どうすればいいのか、もはや自分では分からなかった。

　胸の中が吐はきそうなほどもやもやして、何をしたいのか、どうして欲しいのかも、自分では分からなかった。

「……何なのよ、もう……」

　テーブルに突っ伏した腕うでの中で、莉緒は細く呻うめくように、呟つぶやいた。

　父親、祖母、自分、自分の家族、何もかもに絶望していた。

　家族の誰とも、もう顔を合わせたくなかった。

　口をききたくなかった。耀ようが死んだのに、その死を自分のためにしか悲しめないみんな。全員死んでしまえばいいと思った。それなのに、『お母さん』を怖おそれてみんなのいる居間の辺りから離れられない、そんな臆おく病びような自分が、嫌いやでたまらなかった。

　泣きたかったが、自己嫌けん悪おの方が強すぎて、もう泣けなかった。

「…………耀……」

　じっとテーブルに突っ伏す、莉緒。

　感情も肉体も、もうどこにも逃げられない場所に追い詰められて、絶望と諦あきらめの中で死を待っているような、そんな気分だった。

　泣き続けて眠ねむっていない身体からだが、重い。

　恐怖と絶望の中で眠っていない意識が、重い。

　そんな莉緒の耳に、不意に、小さく少年の声が聞こえた。




「…………おれのせいだったら、ごめん」




　最初、自分にかけられた声だとは思わなかった。

「……え？」

　数秒の間の後、テーブルから顔を上げてそちらを見た。部屋の隅すみに座り込んでいる、勇ゆう路じという名の霊れい能のう者しやの少年がよそを向いたまま、硬い表情をしていた。

「な……何……？」

　幻聴でも聞いたかのようで確信もないまま、莉り緒おは訊たずねる。

　勇路はそっぽを向いたまま目を合わせず、口だけを動かして、莉緒の言葉に答えた。

「……耀ようのこと」

「え？」

「もし耀が、あんたの母さんを殺したせいでこんなことになったんなら……それから、おれが余計なこと言ったせいで親父おやじに逆らって酷ひどい目にあったんなら……すまねえ」

「……」

　言っている意味が、最初は分からなかった。

　前半はともかく後半が。だが言われたことを考えた時、不意に気がついた。

　耀がお父さんを非難して、莉緒に味方すると宣言したきっかけだ。周りが言っていたことを総合するに、どうやら耀は勇路と会って話をしたせいで、あの行動に及んだらしいということに、確信ではないが気がついたのだ。

「おれのせいで……また……」

「…………そ、そんなことないから。大だい丈じよう夫ぶ……だから」

　莉緒は慌あわてて、勇路の言葉を抑おさえた。

「お母さん、もうあの時おかしくなってたし……あのままだったら、あの時に耀は死んじゃってたと思うし……」

「……」

「それに、私は……耀に……救われたから」

　莉緒は言った。

「あなたが背中を押してくれた耀に……私は、救われ……た……から……」

　言いながら涙なみだが出て来た。だんだんと、声が涙でひび割れてきた。

　そうだ。

　耀。

　耀。

　私の味方をすると言ってくれた耀。

　私の。こんな私の味方をすると言ってくれた耀。

　そうだ、私が諦あきらめちゃ駄だ目めだ。こんなところで絶望してちゃ駄目だ。

　私が諦めたら、耀の言葉を無む駄だにすることになる。耀の心を無駄にすることになる。

「……私……」

　負けちゃ、駄目だ。

　お父さんとお母さんが今まで一度も私を見ていなかったとしても。お父さんが私のことを一片も気にかけていなくても。

　今が、どれだけ絶望的でも。

　私は絶望なんかしていられない。私は、耀ようが味方についてくれている。

「…………わ、私……！」

「……すまねえ」

　ぼろぼろと泣き出した莉り緒おの様子に、勇ゆう路じが俯うつむいた。

「責任を取るやりかたがあるなら……おれに教えてくれ。必ず、何でもやる」

　俯いて、勇路は言う。

「今は駄だ目めだけど……いつか、必ずやる。おれは────自分がやっちまったことの責任を取る方法を探してるんだ。そいつの責任を取る方法が見つかって、それを果たしたら、必ず耀のことの責任も取りに……戻って、来るから」

「ううん、いいの……大だい丈じよう夫ぶ。大丈夫だから……」

「おれ……」

　互いの事情をほとんど分からないままに、泣き、俯うつむく二人。

　交わす言葉の内容さえも嚙かみ合っていなかったが、耀という存在を介かいして、感情は確かに繫つながっていた。

　私は────負けない。

　本当に耀のために悼いたむことができるかは分からないが、少なくとも耀がかけてくれた最後の言葉のために、立ち上がろうと思った。




「……莉緒ちゃん…………泣いてるのかい？」




　延のぶ子こがいまさら、改めて莉緒のご機き嫌げんを取ろうと、部屋から居間に出て来た。

　廊ろう下かから、ようやく水すい槽そうの電源を切り終わって、ゴルフクラブも持って来た輝てる之ゆきが顔を出して、莉緒を見た。

「莉緒……まだ泣いてるのか？」

　あんな莉緒不在の懺ざん悔げを口走っておいて、いまさら形だけ心配でもしているように、声をかけてくる輝之。

「莉緒ちゃん……お婆ばあちゃんと一緒に、耀ちゃんにお念ねん仏ぶつ唱えよ？」

　耀の遺い体たいが、まるで自分の所有物であるかのように、莉緒の気を引く道具に使おうとしている、延子の猫ねこなで声。




　────全すべて、どうでもいいことだ。




　私は強くなる。耀ようが味方してくれた『正しいこと』のために。

「……見てて」

　莉り緒おは、近くの勇ゆう路じに、こっそりと囁ささやいた。

「あなたが『おかしい』って言ってくれたことと、私、耀と一いつ緒しよに立ち向かうから」

「……」

　勇路が初めて目を上げて、莉緒を見た。

　莉緒は、感情を押し殺す。

　私は私。怒っても泣いても不ふ貞て腐くされても何も変わらないなら、『莉緒』でない私を見てくれない親の言うことにも、死んだ孫を自分のものだと勘かん違ちがいしている祖母の言うことにも惑まどわされずに、私の行いをしよう。

　まずは────




「……そうだね」




　まずは延のぶ子こに、頷うなずいて見せた。

　耀の遺い体たいに、まだ私は手を合わせていなかった。

　そこから始めよう。そして『お母さん』に負けずに、何とか生きてここを出て、お父さんの言葉なんかに負けずに『莉緒』ではない莉緒として生きて、そしていつか完かん璧ぺきに莉緒として生きられるように、この家を出て暮らすのだ。

「耀に……」

　その瞬しゆん間かん、祖母の頭が割れた。







　ぐしゃっ!!







　と重く激しく西瓜すいかを叩たたき割るような音が聞こえ、いきなり目の前にある祖母の目玉が飛び出さんばかりに盛り上がったかと思うと、顔の穴という穴から凄すさまじい血を噴ふき出して、視界の中に一気に赤い色が噴き出した。

　ぶん!!　という重く空気を切るような音と、微かすかな風を感じたのと、それは同時だった。

　直後、人形が潰つぶれるように、ぐしゃっ、と祖母の体が崩くずれ落ち、見えた頭とう頂ちよう部ぶはウニを割ったようにぱっくりと開いていて、真まっ赤かな中身を露あらわに覗のぞかせていた。

　そして────そんな頭の傷に突き刺さったゴルフクラブに引っかかって、がくん、と途と中ちゆうで祖母の身体からだが、止まる。




　びしゃ、




　と止まった衝しよう撃げきで飛び散りこぼれ落ちる、頭の中に詰まっていた血と液体と、見たことのない肉の色をした、柔やわらかい頭の中身。

「──────え……」

　顔に、足に、何かが飛び散ってくるのを感じながら、呆ぼう然ぜんと目を見開く。

　そんな莉り緒おの目の前で、その祖母の頭に振り下ろしたゴルフクラブを握った父親が、真面目まじめな表情で祖母の背中を踏みつけると、頭ず蓋がい骨こつをこじるように頭に深々と埋うまったクラブの先せん端たんを、にちゃ、と音を立てながら引き抜いていた。

「…………………………」




　しーん、




　と部屋の中が凍りつき、静まり返っていた。

　その中で一人、点々と返り血を浴びた父親は、落ち着き払はらった動作でゴルフクラブを引き抜き終わると、ゆっくりと顔を上げた。

　セーラー服を着た美しい霊れい能のう者しやの少女が、恐ろしく厳しい表情で、父に訊たずねた。

「何を────してるの？」

「貴女あなたがおっしゃったように、私がしなければいけないことを、考えたんですよ」

　父は取引先に電話している時のような口調で、ひどく冷静に、しかし何かが欠落したような調子で答えた。

「考えるきっかけを頂いて、感謝しています」

　父は淡々と、言った。

　そして、




「考えた結果、夫としてやらなければいけないことは────妻の応援だということが、わかりました」




　輝てる之ゆきはそう言うと、ブランドのロゴが入った縁ふちの細い眼鏡めがねの位置を直し、スポーツで鍛きたえたその太い腕うでで、愛用のゴルフクラブをひどく手慣れた動作で振り上げた。

　銀色に輝くゴルフクラブの先端から、柄えまでを赤黒い血が伝うのが見えた。

　床ゆかに転がった、ぱっくりと頭が割れたお婆ばあちゃんの死体から、フローリングの上に、血だまりが広がっていた。

「────き」

　凍っていた時間と感情が、破は裂れつした。




「きゃああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ──────!!」




　自分の耳さえ壊れそうな凄すさまじい絶ぜつ叫きようが、大きく開けた口から迸ほとばしった。

　父親と目が合った。

　父親がこちらに踏み出した。

「ひ────!!」

　瞬しゆん間かん、




「おおおおおおおおおおおおおおおあっ!!」

「このっ!!」




　同時に叫び、二人の影が動いた。一人は莉り緒おの脇わきから飛び出した勇ゆう路じ。そしてもう一人は最初から身構えていて、すぐさま反応した、時とき槻つき雪ゆき乃の。

　どん！　と体格の小さな二人が、ほとんど同時に銃じゆう弾だんのように輝てる之ゆきに体当たりした。

　流石さすがの輝之も二人に横合いから突っ込まれて体勢を崩くずし、そのまま開いたドアから廊ろう下かにまで押し出され、水すい槽そうに叩たたきつけられて水の詰まったガラスが割れて飛び散る凄すさまじい破壊音が聞こえてきた。

　そして、

「ドア閉めろ!!　入口を塞ふさげ!!」

　勇路の命令が飛んできた。

　一いつ瞬しゆん、莉緒は自分が言われたとは気づかなかったが、




「自分の身は守れ!!　耀ようと一緒なんだろう!?」

「!!」




　その言葉を聞いた瞬間、悲鳴を飲み込んで息が出来ないまま、必死でドアに駆かけ寄って、思い切り焼け焦こげのあるドアを閉めた。
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「────つまり……このままいけば、みんな元通り生き返るということでしょう？」




　全すべての水すい槽そうの電源が抜かれ、真っ暗になった廊ろう下かで。

　輝てる之ゆきは辛かろうじて玄げん関かんなどから差し込んでくる明かりに、闇やみから滲にじみ出すように照らし出されて、倒れて砕くだけたスチール棚だなと水槽の残ざん骸がいから、ゆっくりと腰こしを上げた。

　砕けた水槽から溢あふれ出した風ふ呂ろの湯のような温度の水が全員の靴くつ下したを浸し、解放されたかのように淡水魚系の異い臭しゆうが立ち昇る廊下。

　その中で────雪ゆき乃のは輝之と対たい峙じする。ゴルフクラブを杖つえにして立ち上がる輝之。特に怪け我がをした様子はない。ただ水槽の濁にごった水に濡ぬれてしまった自分のポロシャツとズボンを、やれやれと言わんばかりに、無感動につまんでいる。

「こいつ……！」

　同じく廊下に出た勇ゆう路じが、身構えて呻うめく。

　そして自分のシャツの襟えりから、大振りの安全ピンを一本、ぱちん、と小さな音を立てて毟むしり取る。

「駄だ目めよ」

　雪乃はその勇路に、言った。

「……何でだ？」

「私たちの〈断だん章しよう〉なんか使ったら即死するわ。この人────正気の人間だわ」

「なぁ!?」

　勇路が目を剝むく。そう、この輝之は〈異い端たん〉でも〈異い形ぎよう〉でも〈潜せん有ゆう者しや〉でもなく、普通の人間が、異常の中で異常な結論を出したに過ぎないのだ。




『────そう、彼は狂人ですらない、ただの人』




　その事実を雪乃に告げた、風かぜ乃のが笑う。

『心の弱さは、時に正気のままで、狂気をも上回る行動を作り出すわ。くすぐられるのに弱い人は、逃れようとして自分の骨さえ折るほど暴れるでしょ？　でもそれは、その人が自分の骨を折るくらい狂ってるという証明じゃないわよねえ？』

　くすくすと風かぜ乃の。雪ゆき乃のはその声を傍かたわらに聞きながら、目の前にゆらりと立つ輝てる之ゆきを睨にらみつけて、低く訊たずねる。

「……どうしてそういう結論になったわけ？」

「死んだ妻は生き返ってきて……それから『莉り緒お』が、水すい槽そうから生き返ってきたんですよ」

　輝之は、答える。

「それについて考えてみて…………思いついたんです。いま起こっているのが、そういうことが起こる怪奇現象なら、このまま何もせずに放っておけば、耀もそのうち生き返ってくるかも知れない」

「……！」

　そういうことか。雪乃は歯嚙がみする。

「妻も、耀ようも、死んでしまった。このまま生きていても、空からっぽだ」

　輝之は無表情に、ゴルフクラブを握にぎり直す。

「それなら……僕はこっちに賭かけようと思います。耀が生き返って来る方に。どうです？　謝礼はお支払いします。僕らを、放っておいてくれませんか？」

「お断りするわ」

　輝之の提案を、雪乃はノータイムで蹴ける。

「このままだと家を出られないし、放っておいたら全員死ぬわ。私たちも、もちろんあなたもね。他人の心しん中じゆうに付き合う趣味はないの」

　雪乃は厳しく言う。だが輝之は、底暗い声で答える。

「そうかもしれませんが……ちゃんと生き返れるかもしれませんよ？」

「あの奥さんを見てて、よくそんなことが言えるわね」

　完全に目の曇った提案に、雪乃は言い放った。

「あれがまともな人間に見えるの？　生き返った死人と、今まで通りの生活ができると思ってるわけ？」

「……」

　問う。途と端たんに輝之の態度が苛いら立だたしげなものになった。

「どう見ても同じモノじゃないわ。目を覚ましなさい」

「……うるさいな」

「奥さんと子供でしょう？　同じ姿をしてるなら何でもいいわけ？」

「ああ、もう、うるさい！　話はやめだ!!」

　輝之は急に声を荒げた。子供の癇かん癪しやくのような────いや、子供の素そ朴ぼくな言葉に言い返せなくなった大人おとなが、子供を怒ど鳴なる時のような、そんな反応だった。

「どうせお前らには分からんだろう……！」

　憤ふん然ぜんと、輝てる之ゆき。

「どうせお前らには、取り戻せるかもしれんという希望に縋すがる人間の気持ちは、分からないんだろうが!!」

　全身から怒りと苛いら立だちを立ち昇らせているかのように肩かたをいからせ、輝之は膨ふくれ上がった感情に震ふるえながら、叫んだ。

「いつも他人は、そうやって希望に縋る人間を引き摺ずり下ろすことしか考えないんだ!!　わかった風に!!　親切めかして!!　自分が駄だ目めだったから!!　何だかんだと理由をつけて他人が縋る糸にケチをつけるんだ!!　……いいか!?　希望がそこにあるんだぞ!?　どんなに小さくても僅わずかでも、希望が目の前にあるんだぞ!!　お前らの糸が切れたからといって、僕の糸が切れると何故なぜわかる!?　全部の糸が切れるなら、この世の中に成功者なんかいない!!」

　ほとんど絶ぜつ叫きように近くなる、輝之の言葉。

「……おふくろもそうだった。僕の希望にケチをつけるばかりだった」

　そして、突然、低く。

「僕が何をしようとしてもケチをつけた。『きっと失敗する』『無理だ』『それはおかしい』そんなことばかり言う母親だったよ。僕がおふくろの反対を聞かずに独立して事務所を作って、それが成功しても、僕のやることを認めなかった。莉り緒おのことも、僕とさやかが必要だったから決めたことなのに……ちっとも僕やさやかの気持ちも考えずケチをつけるだけつけて、僕らがつまずくと、それ見たことかと鬼おにの首を取ったように責める」

「……」

　低く、低く、密度と圧力を増す、怒りと憎ぞう悪おと意思。

「つまりおふくろは、ただ俺おれたちをコントロールしたいだけの人間だったんだよ。文句だけ言って何もしない他人よりも、性質たちの悪い人間だった。僕は────さやかや耀ように輸血が必要になったら、一切の躊ちゆう躇ちよなく全身の血を抜くことに同意するだろう。誰が止めても。無む駄だだと言われても。１％でも成功の確率があるなら、そうするだろう」

　目の前で輝之の体に、畏おそれさえ感じるほどの感情が膨れ上がってゆく。

「僕は、行動する」

「……」

　低く、言う。

「可能性があるなら」

「……」

　地じ獄ごくの底を見るように、目を伏せて。

「そう、１％でも可能性があるなら────」

　そして輝之は。

　言って……

　顔を……

　上げた。




「僕は、やるぞ。もう────誰の言うことも聞かない」




　クラブを振り上げた。

　空気が唸うなった。

「!!」




　がんっ！




　直後、反射的に身を引いた瞬しゆん間かん、耳を打つ凄すさまじい音が廊ろう下かに響ひびき渡った。

　殺意を込めて振られ、空くうを切ったゴルフクラブが壁を叩たたき、轟ごう音おんを立てて壁の木張りに穴を穿うがって、斧おののように突き刺ささった。

「くっ……!!」

　冷や汗あせが噴ふき出した。完全に本気だった。

　だが、取り押さえようにも手段がなかった。〈断だん章しよう〉を発現させれば殺してしまう。手加減ができるようなら〈断章〉は〈断章〉ではない。

「……！」

　どうすればいい？　雪ゆき乃のは、そして勇ゆう路じも、じりじりと廊下を下がるしかなかった。

　輝之は鍛きたえている成人男性で、しかも武器を持っている。先ほどは二人がかりの不意打ちで何とか倒したが、対たい峙じしてしまえば勝ち目などほとんどなかった。

　雪乃は考える。拘こう束そくが無理なら、どうすればいいか。

　最優先の目的は何だ？　決まっている。居間の中に残っている無力な者たちに、危害を加えさせないようにすること。

　ならば────




「……引き付けるわよ」

「……!?」




　勇路に小声で囁ささやいて、雪乃はそのまま廊下を下がった。

　輝之に目を据すえたまま。輝之を引きつけ、できるだけ時間を稼かせぐつもりだった。

　時間を稼いで、その間に殺さずに何とかする方法を考える。今は時間が必要だ。勇路も雪乃の意図を理解しているかは分からないが、雪ゆき乃のと共に廊ろう下かを下がる。

「……」




　じり……じり……




　と、睨にらみあったまま、後ろへ。

　輝てる之ゆきもじっとこちらを見み据すえたまま、暗い廊下の中を、ひた、と濡ぬれた足音を立てて、一歩近づいて来る。




　じり……




　と一歩、下がる。

　暗い影のような輝之が、




　ぴちゃ、




　と水浸しの床ゆかを踏んで、その大きな体格と強い覚かく悟ごによる圧力さえ伴って、二人を追って、前に出る。

「……」

　緊きん張ちようが張り詰め、脂あぶら汗あせが浮かぶ。

　よし。

　これでいい。

　このまま下がって、居間から引き離す。

　応接間あたりがいいだろう。部屋に誘さそい込んで、何とか怯ひるませるか隙すきをつくかして、部屋に閉じ込められれば最上だ。

　意図に気づかれないように、もう少し、もう少し下がって────




　じり、




　下がった。

　だが、その時だった。

　視界の端はしに、影が立っていた。

「!!」

　バスルームの入口がある辺りまで下がった時、

　開いていたドアから脱だつ衣い場じように、

　音もなく立っている、




『母親』の後ろ姿が見えて──────




「………………っ!!」

　びくっ、と雪ゆき乃のと勇ゆう路じがそちらを見た瞬しゆん間かん、ゆらりと身を捻ねじって振り返った。

　そして『母親』は、右半分にびっしりと芽が生えた顔で雪乃を見て、病変のように芽と黒い粒つぶが浮いた腕うでを、ぬう、こちらに伸ばして、片目と口を大きく開いて廊ろう下かへと向けて足を踏み出し──────




　………………




　　　　２




「!!」




　急にドアの向こうの雰ふん囲い気きが、変わったのを感じた。

　そしてドア越しに、くぐもった騒さわぎの音と、低く押し殺したような、雪乃の悲鳴。

「雪乃さん!?」

　すでに内側からテーブルが立てかけられ、バリケードが作られかけているドアに張り付くようにして、蒼あお衣いは廊下へと呼びかける。しかし返事はなく、騒ぎと足音はだんだんと遠ざかっていって、そして数秒もしない直後に、




　どかっ!!




　と蒼衣が張り付いていたドアの、すぐ近くの表面に、耳が壊こわれるかと思うような激しい打撃音と共に、貫通したゴルフクラブの先せん端たんが飛び出してきた。

「………………っ!!」

　血の気が引いた。さすがにドアから飛びすさった。

　鳥とり肌はだが立っていた。もし頭にでも当たっていたら、死んでいたかもしれなかった。

　ドアの板を割って飛び出してきたクラブの先端は、みしみしと板をこじりながら、廊下側へと一度引っ込む。

　そして、




　がっ!!




　と再びドアに打ち込まれ、激しくドアが振動し、焦こげ痕あとのあるドアに二つ目の穴が開いて、小さな窓に嵌はさっていたガラスが割れ、床ゆかに落ちて音を立てた。

「う……!!」

　雪ゆき乃のの心配以上に、ここがまず、危険だった。

　戦える者がここにはいなかった。颯さつ姫きは怯おびえと不安の表情で蒼あお衣いの方を見つめたまま立ち尽くし、瑞みず姫きは床ゆかに座り込んだまま同じく蒼衣の方を────正確には勇ゆう路じの消えていったドアの方を、ぼんやりと見つめているだけだった。

　そして一人だけ、涙なみだで顔をぐしゃぐしゃにしながら、必死でソファのテーブルを、バリケードにするためにドアへ向けて運んでいる莉り緒お。

　外から聞こえてきた父親の言葉を聞いて、父親の中にやはり自分はいないのだということを改めて嚙かみ締めながら、それでも生きて戦うために、必死で入口に、バリケードを築こうとしていた。

　最後に聞いた、勇路の言葉に従って。

「………………っ！」

　たった今、自分の父親によって惨ざん殺さつされた、祖母の遺い体たいの隣となりで。

　裸足はだしの足で、頭を割られた祖母の遺体から流れ出す血溜だまりを踏みつけて。

　足がべっとりと汚よごれ、床に血の足跡をつけるのにも構わずに、莉緒はひたすらに、重い金属フレームのソファテーブルを引きずって運んでいた。

「…………耀よう……っ！」

　涙なみだを流して、死んだ弟の名前を呼びながら。

「耀…………私を、守って……！」

　搾しぼり出すようにか細く、弟の魂たましいに、そして自分の意思に、そう呼びかけながら。

　蒼衣は慌あわてて、廊下の向こうにいる雪乃への未み練れんを振り切って、莉緒に駆かけ寄る。そして背の低いテーブルの、冷たい金属フレームを摑つかむと、一緒にずるずると思い切り引っ張って、すでに立てかけられているテーブルの支えとして押し込んだ。




　がんっ!!




　とそうするうちにも、ドアへの破壊の試みが、激しさを増して続いていた。

　突き込まれたゴルフクラブを梃て子こにしてドアがこじられて、めりめりと板の割れる音が、恐怖を伴って居間の中に響ひびいていた。

「こっちも！」

　蒼あお衣いは焦あせりながら、ソファを摑つかんで莉り緒おに、呼びかける。

「……！」

　莉緒は必死の表情で駆かけ寄って来ると、ソファに取り付いて、蒼衣と力を合わせてソファをドアの前まで引きずって、バリケードを補強する。

　だが、まだだ。まだ足りない。

　食器棚だなくらいは立てないと安心できないが、それは蒼衣たちには難しい。

　輝てる之ゆきはドアの破壊に専念している。邪じや魔まする者は誰もいないようだ。向こうに行った二人はどうなった？　雪ゆき乃のは？　勇ゆう路じは？

「く……！」

　何か、非常事態が起こったに違いなかった。

　蒼衣はそれを思って焦っていたが、しかしその焦りに反して、廊ろう下かへの道を塞ふさぐ障しよう害がい物ぶつの厚みを増す作業を続けるしかなかった。

　立てかけたダイニングテーブルを防壁にして、その後ろに重いものを。

　ソファーテーブルを積み、ソファを積み、椅い子すから電子レンジから液晶テレビまでを手当たりしだいに積み上げて、まだ重石おもしになるものがないか、必死で居間を見回す。

　と────




　ドアの裂け目から、目が覗いていた。




「…………っ!!」

　バリケードの上部に露ろ出しゆつしている部分のドアに穴が開き、裂さけ目の間から廊下の暗くら闇やみと、その中からこちらを見ている輝之の目が覗のぞいていた。

　見開いた目。

　追い詰められた目。

　ドアのこちら側にいる蒼衣たちと同様、向こうにいる輝之も、必死だった。

　必死で莉緒を、そして蒼衣たちを、殺そうとしていた。




「……開けなさい」




　その目が、言う。

「耀ようを生き返らせるためには、こうするしかないんだ。開けなさい」

「う……」

　射い竦すくめられるように、蒼衣はその目と、目を合わせたまま、一歩下がる。

　代わりに、涙なみだにまみれた顔を怒りに歪ゆがめた莉り緒おが、蒼あお衣いの隣となりでダイニングチェアを振り上げて、その目が覗のぞく穴へと向けて、叩たたきつけた。

「絶対いやっ!!」

　激しい音と共に、椅い子すの足がドアの穴に突き刺ささり、ドアの向こうで「うっ!!」という呻うめき声がした。しかし輝てる之ゆきが怯ひるんだのも一いつ瞬しゆんで、すぐにドアの穴に突き刺さった椅子を押し返そうとしたらしく、高々と掲げた椅子を介かいして、莉緒と輝之がドア越しの押し合いになった。

「耀ようは────耀は、私に味方してくれたんだからっ!!　私は耀のために生きる!!　あんたなんかの思い通りにはならない!!」

　涙声の、莉緒。

「関係ない……耀が、誰の味方だろうが、父さんは耀のために、こうする」

　荒い息を吐はきながらの輝之。二人の言葉が、ドア越しに交こう錯さくする。

「あんたが父親みたいなこと言うな！　私を無視して、耀にだけ父親のふりするなんて、私は認めない！　耀だって認めない！」

「そうかもしれないが……それでも、やる」

「この……！」

「耀を、生き返らせるんだ。耀と、莉緒を、生き返らせるんだ。やり直すんだ……いや、僕はやり直せなくてもいい。さやかと、莉緒と、耀に……やり直してもらう。そのためなら僕が死ぬとしても、僕は……それで、本望だ……っ！」

「きゃっ!!」

　椅子を押し込み合いながらの、口論。そしてその言葉と力のやり取りは最後に、輝之の声に力が入ったかと思うと、穴から椅子が思い切り押し出されて、莉緒が椅子ごと倒れて転がり、決着した。




　がん！




　と落ちた椅子が、床ゆかで跳はねて音を立てた。

「……!!」

「真ま喜き多たさん！」

　揉もみ合いに手を出せなかった蒼衣と、そして颯さつ姫きが、莉緒を助け起こそうとして慌あわてて二人で駆かけ寄った。

　莉緒を支え起こし、そして蒼衣は、ドアを見上げる。

　輝之は、ドアの穴から蒼衣たちを見下ろし、そのまま穴から手を入れて、かちりと音を立ててドアの内うち鍵かぎを開けた。

「……く……っ！」

　身を起こし、それを睨にらみつける、莉り緒お。

　見返す輝てる之ゆき。穴からこちらを覗のぞく輝之の顔には、左目の近くに椅い子すの足で怪け我がをしたのだろう、血が流れていた。

「……」

　無言の、数すう瞬しゆん。

　だが、その沈ちん黙もくの後、輝之はひどく落ち着いた様子で、おもむろに口を開き、莉緒に向かって言った。

「……なあ、莉緒。やり直さないか」

「やり直す!?」

　いきなりの身勝手極きわまる言葉に、莉緒は当然のように嚙かみ付いた。

「どの口でそんなこと言ってるの!?」

「済まなかったな。父さんとお前は、不幸なすれ違いをしてしまったんだ。まあ確かに今……僕も母さんも、お前が好きじゃない。お前もそうだろう。だがこれはすれ違いなんだ。みんな生き返れば、やり直すことはできる」

「はぁ!?」

　わけがわからない。ほとんど憎ぞう悪おを込めて睨にらむ莉緒に、輝之は淡々と言った。

「『莉緒』が生き返れば、できるんだ」

　淡々と。

「全部な、あの事故が悪かったんだ」

「な、何!?　その責任転てん嫁か!!」

「責任転嫁なんかじゃない。僕らの不幸も、お前の名前のことも、家族の悪いところは、これが原因じゃないか。莉緒さえ生き返ればいいんだ。その時はお前を、二人目が生まれた時のために考えてた名前で呼んであげられるんだ」

「!?」

「二人目も女の子だったら、付けようと思って決めてた名前があるんだ。男だったら『耀よう』、そして女の子だったら……って。だから、もし『莉緒』が生き返ったら────お前の名前は莉緒じゃない。『莉緒』が生き返ったら、お前をその名前で呼んでやれるんだ」

「な……!?」

　そして、輝之は、




「お前は、『莉果リカ』だったんだ」




　そう、言った。

「………………!!」

「やり直す気はないか？　莉果リカ」

　居間の中の全員が絶句する中、輝てる之ゆきは穴の向こうからそう言った。

　言って、しばしの後、穴から差し入れた手を伸ばし、バリケードの裏うらの重石おもしに手をやる。そしてそこに置いてあった、先程キッチンから電源を外して持って来たばかりの熱湯の入った電気ポットを取り上げて、無む造ぞう作さに──────




　蒼あお衣いに向かって、投げつけた。




　　　　３




「……こいつ……っ！」




　風ふ呂ろ場ばから現れた『母親』が、廊ろう下かに出て来たのを見た、勇ゆう路じの呻うめき。

　そして────




「────〈自由を奪うモノは檻おりに〉っ!!」




　そんな低い叫びと同時に、勇路は手にした安全ピンの針を、絆ばん創そう膏こうだらけになっている、自分の手の甲こうに突き刺さした。

「っ！」

　途と端たん、厳しく張り詰めていた勇路の顔に、トラウマの記き憶おくから来る怯おびえの色が走る。

　瞬しゆん間かん、みし、と床ゆかの木が軋きしむ音がしたかと思うと、直後、




　べりっ、




　という生肉を引き千ち切ぎる湿しめった恐ろしい音に変わって、顔と体の半分にびっしりと植物の芽を生はやして廊下へ立った『母親』の右足が血と芽の破片を飛び散らせて、無数の鋭い釘くぎを詰め込んだ皮袋のように歪いびつな形に内側から膨ふくれ上がった。




　────いぎッ……!!




　獣けものじみた悲鳴を上げ、床に縫ぬい付けられて、つんのめる『母親』。

　ささくれ立ち、めくれ返った床板から生えた無数の鉄の針が、足の裏に突き刺さり、そのまま樹木のように枝分かれしながら足の肉の中で増殖したのだ。

　ふくらはぎは倍以上に膨ふくれ上がり、中の筋肉をずたずたにされ、あちこちに中から皮ひ膚ふを破って針はりが飛び出したサボテンじみた歪いびつな姿になっていた。激しい内出血というよりも、挽ひき肉にくと血の詰まった袋のようになった足は、全面が赤黒く変色し、もはやどう見ても足には見えない塊かたまりとなってぼろぼろの屍し衣えの裾すそから伸びていた。




　────い────ぎ……！




　苦く悶もんの声を上げ、もがく『母親』。




「はあっ……はあっ……！」




　額ひたいから脂あぶら汗あせを流し、『母親』を睨にらみつける勇ゆう路じ。

　いかに死なない〈異い端たん〉といえども、釘くぎ付づけにしてしまって、動けなくしてしまえば無力になる。このまま勇路が『母親』を釘付けにしている間に、向こうでこちらを見たまま硬直している輝てる之ゆきをどうにかしようと、雪ゆき乃のは身構えて思し慮りよを巡めぐらした。

　が────




　みちみちみちっ、




　と世にもおぞましい音を立てて、『母親』が自らの足の肉を引き千ち切ぎった。

「!!」

「な!?　こいつ……!!」

　声を上げ、顔面蒼そう白はくになる勇路。

　一人の例外もなく〈保持者〉は、自分の〈断だん章しよう〉を恐怖している。

　足の肉の中に根のように張った鉄の針で床ゆか板に縫ぬいつけられながらも、『母親』が構わず前に出ようとして足を引っ張り、あちこちで針が皮膚を突き破った穴が引き攣つれて広がってゆく光景は、その恐怖の持ち主にとってはまさしく悪夢以外の何物でもない光景だった。

　赤黒く変色した皮膚に開いた小さな穴が、足が引っ張られるに従って楕だ円えん形けいに引き攣れて、やがて限界を迎えて、次々と千切れて広がってゆく。

　みちみちと音を立てて皮膚の穴が広がっていき、血を流しながら、中の肉が露ろ出しゆつする。

　露出した肉はずたずたになり、流れ出すどろりとした血は、もはや血とも崩くずれた肉ともつかない。そして崩れた筋きん繊せん維いにも思える、ぼろぼろの肉の中には、黒ずんだ鉄の針と、白い植物の根がびっしりと埋うまっていた。

「………………!!」




　みちみちみち……




　と足に広がる、鳥とり肌はだが立つほどおぞましい水玉模様。

　もはや分離不能なまでに肉の中に潜もぐり込んでいる針はりはそんなことで抜けはしなかったが、それほどまでに念入りに寸断されていた肉は、人とは思えぬ力で引っ張られる中でひどく簡単に千ち切ぎれていった。




　────い…………ぎ……い……!!




　ぶちぶちと肉が千切れる音。ぱき、と骨が割れる音。

　苦く悶もんの呻うめきを上げながら、『母親』は床ゆかに縫ぬい付けられた足を引っ張って自ら破壊し、凄すさまじい勢いで床に血溜だまりを広げながら、前に出ようともがいていた。

　そして────




　ずる、




　と足が、とうとう抜けた。

　床に張り付いた靴くつのように針で固定された足の肉だけをずっぽりと残して、足首で折れた足の骨を引き抜いて、とうとう『母親』が鉄の拘こう束そくから抜け出した。

　絡からみ付くように残った、肉か、血管か、繊維のようなものがぶちぶちと千切れる。

　そして木の床に、折れて露ろ出しゆつした足首の骨を、がつっ、と降ろして、マネキンのようにバランス悪く立って、雪ゆき乃のたちを見た。

「………………!!」

　マネキンを使った前衛芸術のような、右半身の肌にびっしりと芽が生はえた『母親』。

　ささらのように崩くずれて千切れた右足の断面からは、露出するぼろぼろの肉の中に、無数の黒い針と白い根とが覗のぞき、それらの全すべてから血が伝って珠たまとなり、ぽたぽたと滴したたっていた。

　見開かれた目は、恐怖と苦痛と狂気。それはまるで顔の半分を覆おおい尽くして生えている芽に苛さいなまれ、恐怖し、その全てを周りの何かにぶつけるしかないような、極限まで追い込まれた末に、狂ってしまった人間の目。

「う……！」

　勇ゆう路じが安全ピンを手にしたまま顔を引き攣つらせ、『母親』の千切れた足の断面を見つめて、硬直した。

　雪ゆき乃のも勇路も一歩下がる。すると『母親』の向こうから雪乃たちを見ていた輝てる之ゆきが、こちらはもう放っておいても良いと判断したらしく、興味を失ったかのように視線を外して居間のドアに向き直った。

　蒼あお衣いたちが取り残され、閉じ籠こもったドアへ。

「この……!!」

　慌あわてて雪ゆき乃のは、邪じや魔まな目の前の『母親』に攻撃を仕掛けようと、握にぎり締めたカッターナイフの刃やいばを、と音を立てて押し出す。

　そして左ひだり腕うでの包ほう帯たいに指をかけて、思い切り引き、毟むしり取るようにほどく。

　包帯を止めていたピンが弾はじけ飛び、澄すんだ音を立てて床ゆかを跳はね、リボンのように包帯がほどけて────




　芽が生はえかけの黒子ほくろにも似た病変が、二の腕の傷から手首近くまで広がって、びっしりと覆おおっているのが露あらわになった。




「っ!!」

　さすがに怯ひるんだ。動きが止まった。

　洗面所で自ら抉えぐった傷からは、じくじくと露ろ出しゆつした肉の中からいくつもの畸き形けいじみた芽が葉を開きかけていて、そしてそれを中心に周囲の肌はだに、未だ芽の形になっていない黒い粒つぶが感染したかのように、手首近くまで広がっていた。

　傷に近いほど大きく盛り上がり、そして密度も増している病変のコロニー。

　それらは包帯が解け、空気に触ふれた瞬しゆん間かんに、傷口から強烈な痛みと、そして鳥とり肌はだが立つような静電気じみた猛もう烈れつな痒かゆみを、一いつ斉せいに肌の上に広げた。

「……く……!!　う……」

「〈雪の女王〉!?」

　雪乃が左腕を押さえて苦く悶もんに身を折り、それを見た勇ゆう路じが焦あせった声を上げた。

　苦痛、恐怖、不快。それらはどれも〈断だん章しよう〉を呼び起こすのに足りうる感覚だったが、いま雪乃の心身を覆っているそれらは、雪乃のトラウマには一片も触れない、別の種類の苦痛と恐怖と不快だった。

　びっしりと腕を覆う病変の恐怖と、静電気が刺さすような激しく不快な痒み。

　それは完全な状態の雪乃ならばともかく、ある意味『武器』であるゴシックロリータの衣装を着ていないがために、無意識に〈断章〉への抑制意識が働いている今の雪乃にとっては、致命的な障害だった。

　そして────〈悪夢〉の源泉を前に、腕中の病変が、蠢いた。

　腕の、皮の下にびっしりと埋うまった黒い粒の、その全すべてが今にも発芽しようとするかのように膨ふくらみ、細い根を肉の中に伸ばす感覚が、腕中に広がった。

「う……あ……!!」

「くそっ!!」

　身を引く。廊ろう下かを下がる。

　そして敗走する二人を、発狂したマネキンの前衛芸術じみた『母親』が、ごつっ、という足音を立てて、最初の一歩を、追い詰めた。




「…………っ!!」




　下がった。壊かい走そうに近かった。

　二人、もはやできることを失って、態勢を立て直せる場所を求めて、転がるように廊下を下がった。

　しかしこのまま下がっても、あるのは応接間と、玄げん関かんだけ。

　応接間に転がり込んで、立てこもるのは簡単だが、それは最も近い袋ふくろ小こう路じでもあった。展望も何もない。

　ならば────もう少しでも、ほんの少しでも、マシかもしれない場所へ。

「二階に行くわ」

　雪ゆき乃のは鋭くそう言うと、腕うで一面を覆おおう異様な苦痛に耐えながら、玄関近くの廊下にある、二階への階段を目指した。

　勇ゆう路じが疑問符ふを投げかける。

「……あぁ!?」

　ただ逃げることに対しての不満。辛かろうじてのプライド。

　そんなものは黙もく殺さつしても良かったが、無視するだけの余よ裕ゆうは、今の雪乃にはなかった。

「二階に、〈葬そう儀ぎ屋や〉さんがいるはず」

「……っ！」

　雪乃の説明に、勇路が躊躇ためらった。

　あの魁かい偉いな風ふう貌ぼうと忌いまわしい仕事のせいで、〈葬儀屋〉に苦手意識のある者は、〈騎き士し〉にも多い。

　だが、それこそ、無視していい問題だ。

　いま〈葬儀屋〉がどんな状態か全く分からなかったが、少なくとも無事でいてくれて、協力してもらえるなら、それに越したことはなかった。

　いや、それ以外に、『少しでもマシ』な状況が思いつかなかった。

　雪乃は、歪いびつな足取りで二人を追って来る『母親』から目を離さないように見張りつつ、徐じよ々じよに速度を上げながら、玄関方面へと下がっていった。




　ごつっ……

　　　ぺた……




　剝むき出しの足の骨が床ゆかを踏む、歪いびつでおぞましい、『母親』の足音。

「………………！」

　それに追いたてられながら、雪ゆき乃のと勇ゆう路じは、後退する。

　真っ白に濁にごって異い臭しゆうと湯ゆ気げを立ち昇らせる、いくつかの水すい槽そうの脇わきを。

　そして応接間のドアの脇を抜けて、玄げん関かんの方へ、その近くの階段へ。




　ごつっ……

　　　　ぺた……




「………………！」

　異い形ぎようの足音を聞きながら、腕うでを押さえ、半ばつんのめりながら階段を登る。

　玄関からの薄うす明あかりが届くだけの階段と、暗い二階。

　二階に上がりきると、奥の部屋のドアが、一つ開いていた。そして開いているドアから、窓から入ってきているらしい室内の光が、真っ暗な廊ろう下かを切り取るように漏もれていた。

「あの部屋に……！」

　最初、〈葬そう儀ぎ屋や〉が『彼女』を拘こう束そくしていた部屋だ。

　恐らくそこに、〈葬儀屋〉がいる。

　雪乃は、部屋へ向かって駆かけた。

　そして────

「〈葬儀屋〉さん!!」

　と息せき切って呼びかけながら、部屋の前に立った時、雪乃が部屋の中に見たのは、最悪に限りなく近い光景だった。




　血塗れの、無人の部屋があった。




「………………っ!!」

　雪乃も、そして追いついて来て後ろに立った勇路も、絶句した。

　窓からの明かりに照らされた部屋は床の中央に凄すさまじい血溜だまりができていて、血と内臓のものと思われる重たい異臭が充満していた。そして毟むしったようにばら撒まかれた芽と根が線虫のようにおぞましく血の中に混じっていて、さらには血溜まりのあちこちから細い芽が、培ばい地ちで育てた種たねのように、伸びて双ふた葉ばを広げていたのだった。

　異様な惨さん状じよう。

　部屋のどこにも〈葬そう儀ぎ屋や〉の姿はなく、ただ彼の道具だった凶きよう悪あくな刃物が、投げ出されたように、床ゆかの血の中に転がっているだけだった。

　そして血溜だまりからは、その中から死体を引きずったような、痕あとが。

　巨大な刷毛はけで引いたような、その狼ろう藉ぜきの痕は、しかし異常なことに入口のドアの方にも、窓の方にも、向かって延びてはいなかった。




　血の痕は────クローゼットのドアに消えていた。




　血溜まりから何かを引きずり出したような痕は、ぴったりと閉じたクローゼットの扉とびらの下に消えていて、そしてそのドアの下から引きずった痕に倍するほどの、凄すさまじい量の血が、クローゼットの中から漏もれ出していた。

　扉の合わせ目から漏れて、だらだらと滴したたる幾いく筋すじもの血。

　クローゼットの中にあるものが何かなど考えたくもない、しかし想像せざるを得ない、家の壁を伝う雨あま垂だれのように扉から流れ出している血。




「…………………………!!」




　真まっ赤かな、部屋。

　その光景を目の前にして、雪ゆき乃のも勇ゆう路じも、一いつ瞬しゆん、竦すくんだように立ち尽くした。

「く……!!」

　雪乃は、呻うめく。

　だが、たったそれだけの躊ちゆう躇ちよの間に────







　ごとっ……

　　　　　ぺた……







　気がついた時には、剝むき出しの骨が階段を踏む音がして、すでに生はえた芽で異様な輪りん郭かくと化しているあの『母親』の頭が階下から上がって来て、そしてその爛らん々らんと大きく見開いた片方の目が、雪乃たちの姿を捉とらえた。




　　　　４




　ぶん。




「────え……？」




　蒼あお衣いめがけて飛んできた電気ポット。

　近くには莉り緒お。

　後ろには颯さつ姫き。

　反射的に、避さけそうになっている自分。

　その自分を蒼衣は、意志力で押さえつけて、その場に留まって────

「っ!!」

　がん、と頭を庇かばった腕うでにポットが当たり、重く硬いものが当たった痛みが腕の骨を貫いて、衝しよう撃げきが頭と体を揺らして、そして────




　ざば、




　と蓋ふたが外れたポットから撒まき散らされた熱湯が蒼衣の体に降りかかり、肩かたから足まで熱湯を浴びて、蒼衣はその痛みに痙けい攣れんするように身を縮めて押し殺した悲鳴を上げ、思わずその場にうずくまった。

「っ……!!　う……あ……!!」

「し、白しら野のさんっ!?　大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　颯姫が悲鳴じみた声を上げる。

　熱湯で濡ぬれたシャツとズボンが肌はだに貼はり付いて湯ゆ気げを上げ、蒼衣は突とつ如じよとして肌の半分近くを焼いた激しい痛みに、目に涙なみだを浮かべて、身動きもできなくなった。

　肌が突っ張るような火傷やけどの痛みと、それをさらに冒おかす服に染しみ込んだ熱湯の熱。

　すぐにでもシャツを脱ぬぎたかったが、あまりの痛みに動くこともままならず、何よりこのまま動いたりシャツを脱いだりすれば張り付いた布地ごと火傷した皮が剝はがれそうな気がして、とにかく耐えることしかできなかった。

「………………!!」

　莉緒が信じられないものを見る表情で、蒼衣の惨さん状じようと、それを行った自分の父親を見た。

　輝てる之ゆきは一度蒼衣に一いち瞥べつをくれただけで、ドアの穴から手を突っ込み、バリケードの重石おもしを崩くずす作業を、また淡々と再開し始めた。

　椅い子すがひっくり返され、液晶テレビが倒れる。

　淡々とそんな音が聞こえる中、莉り緒おは────きっ、と表情を険しくして父親を睨にらみつけると、蒼あお衣いが今まで武器として持っていたゴルフクラブを摑つかんで、ドアの穴から伸ばされている父親の腕うでを、思い切り殴なぐりつけた。

「うっ!!　くそ……」

「この……!!　来ないで!!　この……っ!!」

　父親が呻うめいて手を引っ込め、莉緒はもう何を言っていいのかも分からない様子で、途と切ぎれ途切れに叫びながらドアの穴を叩たたく。

　この期ごに及んでも、蒼衣にこんな真似まねをした父親がショックだったようで、恐怖と失望に涙なみだを浮かべて、言葉にしようとして言葉にならない声を上げながら、部屋に侵入しようとする父親を牽けん制せいする。

「う…………！」

　蒼衣はそれに庇かばわれながら、床ゆかに屈かがみ込んで、皮ひ膚ふ中を焼く痛みに呻く。

　火傷やけどした皮膚が柔じゆう軟なん性を失って、ぴんと張りつめるような激しい痛み。着衣はすでにほとんど冷めかかっていたが、その濡ぬれた布の感かん触しよくも痛みを助長するばかりで、うずくまった蒼衣は歯を食いしばる。

「……う……く……！」

「し……白しら野のさん……」

　狼ろう狽ばいする颯さつ姫きが蒼衣を呼ぶが、蒼衣は答えられなかった。

　颯姫も蒼衣の近くにしゃがみ込んで手を出そうとするが、触さわることもできないので、それ以上は何もすることができなかった。

　だが、そうするうちに、状況は悪化していた。




　どん!!




　と壁が震ふるえるような音がしたかと思うと、ドアが少し開き、ずずっ、とそれに押されて、バリケードが動いた。

　輝てる之ゆきが鍵を開けたドアに体当たりし、バリケードごとこじ開けようとし始めたのだ。

　莉緒が慌あわててゴルフクラブでドアの穴を叩くのをやめ、バリケードを押さえる。

　しかし、




　どん!!




　ともう一度体当たりが行われると、バリケードごと莉緒も押し返されて、もう腕くらいなら入りそうなほど、ドアの隙すき間まが広がった。

「…………く……!!」

　蒼あお衣いはそれを見て、立ち上がろうと体に力を入れる。

　こんなことをしている場合じゃない。

　痛がっている暇ひまなどない。

「颯さつ姫きちゃん……颯姫ちゃんは、あの子を連れて向こうへ……」

　火傷やけどの痛みの中、蒼衣は颯姫にそう指示する。蒼衣の苦しげな声に、颯姫は心配そうに躊ちゆう躇ちよしたが、しかし他に選択肢しもなく、やむを得ず蒼衣から離れ、瑞みず姫きの手を引いて隣となりの部屋に避ひ難なんするために動き出した。

　蒼衣はそれを確認し、身を起こす。

　力を入れると、火傷した一面の皮ひ膚ふが張り詰めて裂さけそうに痛み、さらに濡ぬれてへばりついたシャツの重い摩ま擦さつが、肌はだを擦こすって苛さいなんだ。

　びりびりと痛む体中の皮膚が、自分のものではない感覚。

　体中の皮膚を湯剝むきして、傷がむき出しになった肌に、代わりにビニールか何か貼はり付けたような痛みと違和感が、全身を苛み、寒気に震ふるえた。




　どん!!




　だが、助けに向かおうとしたドアは、もうほとんど手遅れになっていた。

　無言で体当たりを繰り返す父親の力に、莉り緒おの押さえなどほとんど役に立たず、もう体半分ほど入り込めるほど、バリケードがずれてドアが開いていた。

「………………!!」

　蒼衣は転げ回りたくなるほど痛む全身を引きずって、立ち上がる。

　そして、

「真ま喜き多たさん!!」

　呼びかけると同時に、全身の力を意志力を振り絞しぼってドアに向かって駆かけ出し、バリケードに立てかけてあるソファに、莉緒とタイミングを合わせて思い切り体当たりした。

「うぐ……っ!!」

　どん、という衝しよう撃げきが全身に痛みとなって広がって、蒼衣は体中の皮を剝かれたような痛みに動けなくなって、バリケードを支えに膝ひざをついた。

「………………!!」

　その痛みと引き換えに、バリケードは大きく位置を戻し、ドアも押し戻されて、元のように閉じるまでになった。

　体力は明らかに輝てる之ゆきが上だが、ほとんど助走が取れない廊ろう下かと、ある程度は助走ができる居間の違い。このまま繰り返せばもっと長いあいだ輝てる之ゆきを足止めできるだろうが、火傷やけどの痛みはたった一度で、根こそぎ蒼あお衣いの体力と気力を奪うばい去った。

　無理だ。これ以上は。

　蒼衣は苦痛と悪お寒かんに全身の感覚を覆おおい尽くされた苦しい息の下から、莉り緒おに向かって、途と切ぎれ途切れに言った。

「ここは……駄だ目めだ。向こうの……おばあさんの、部屋まで引こう」

　そう、蒼衣。

「で、でも……」

「ここにあるものじゃ……遠くて、ドアまで持ってこれない。向こうの部屋なら狭せまいから……棚たなと、ベッドと、机と、全部……みんなで動かして、入口を、塞ふさごう」

「……！」

　ようやく把は握あくした表情で莉緒。しかし莉緒は、肩かたで息をして震ふるえる蒼衣を見て、心配そうに言った。

「でも、あなたが、そんなじゃ……」

「……うん……頑がん張ばるから」




　どん!!




　再び父親がドアに体当たりし、バリケードがずれる。

　蒼衣はそのバリケードに縋すがって、立ち上がる。痛くて、悪寒がする。痛くて寒いのに、火傷した皮ひ膚ふからは汗あせが出ない。

　蒼衣は震えながら、そして痛みに耐えながら、体を引きずるようにして歩く。

　見かねて莉緒が手を貸そうと近づいたが、莉緒はびくっと急に動きを止め、微かすかに悲鳴のような声を上げた。

「ひっ……!!　そ、それ……」

「え……？」

　怯おびえた表情で、莉緒は蒼衣の首筋の辺りを指差していた。

　思わず蒼衣は、指差された場所に手をやった。

　そして触ふれた瞬しゆん間かんの、違和感。




「う……っ!?」




　疱ほう疹しんの手触ざわりがした。蒼衣が自分の首筋に触ると、皮膚の下にたくさんの水すい泡ほうができているようにでこぼこになった感かん触しよくが、指先に伝わってきたのだった。

「………………っ!!」

　無事な肌はだ一いち面めんに鳥とり肌はだが立った。これまでの火傷やけどが発していた、寒さむ気けに近い悪お寒かんとは全く違う種類の悪寒が、背筋から肌を駆かけ上がった。

　蒼あお衣いは夢中でボタンを外し、シャツの襟えりをめくる。

　見下ろすと、そこには火傷で赤くなった肩かた口ぐちの肌が見えて、その肌一面に、黒子にも見える斑点がびっしりと広がっていた。

「うあ……!!」

　凄すさまじい鳥肌。

　凄まじい嫌けん悪おと恐怖。

　緑を病的に濃こくして作った黒とでも言うべき色をした、盛り上がった黒子ほくろのような小豆あずき大だいの斑はん点てんは、蒼衣は初めて見るものだった。

　それは火傷をした皮ひ膚ふの薄うす皮かわ一枚下に埋うまり、今にも皮を破らんばかりに膨ふくらんでいた。一部は火か口こうのように頂点が破れ、中から黄色い組織液を滲にじませていて、肌に触ふれている白いシャツには、すでに黄色い染しみが広がっていた。

　痛み。そして痒かゆみ。

　生まれてから初めて感じる、発狂しそうなほどの、凄まじい皮膚の不快。

　悪い病気としか思えない、この初めて経験する異様な病変。しかし、蒼衣はこれが何であるかをすぐに悟さとった。今にも転びそうなほどふらつきながら、急いで隣となりの、莉り緒おの祖母の部屋へ飛び込んだ。

　そして────部屋に横たわる耀ようの遺体の傍そばに倒れこむようにしゃがむと、遺体を覆っているタオルケットを、勢い良く取り払った。

「!?　何を……」

　蒼衣の行動に驚く莉緒。

　しかしタオルケットの下から現れたものを見た瞬しゆん間かん、蒼衣がそうであったように、莉緒も言葉を失って、立ち尽くした。




　花が、咲いていた。




　もう輪りん郭かくさえも定かでないほど耀の体に密生し、伸びて絡からみ合っている、豆の蔓つるにも似た異様な植物に、花が咲いていた。

　白い、細長く肉厚な花びらが、何重にも密集した円形の『花』。

　それは、この世界のどこにも存在するはずがない異様な植物だったが、決して何にも似ていないというわけではなかった。むしろ蒼衣も知っている花を、その『花』は非常にありありと連想させた。




　それは、『菊きく』に似ていた。




　この世にはあり得ない蔓つる植物に、野薔薇ばらのように咲いたその『花』は、例えるならうろ覚えで描いた菊だと言えば、誰もが頷うなずくであろう形状をしていた。

　葬そう式しきの花祭壇一面に咲いている、菊の花。

　そしてそれを見て、それを想起した瞬しゆん間かん、蒼あお衣いは何もかも理解した。この恐ろしく大事なピースを中心に、この〈悪夢〉と狂気が何を形作っていたのか、想像の断片でしかなかったものが、一気に辛かろうじ形になった。

「────そうか……」

　蒼衣は、呟つぶやいた。

　これでこの〈悪夢〉が終わらせられる。その鍵かぎが自分の中に現れたのを、蒼衣は感じた。

　早く雪ゆき乃のの────恐らく雪乃たちと対たい峙じしている。『母親』のところへ行かなければ。

　そうすれば、この〈悪夢〉は終わる。

　そうすれば……




　ごん!!




　とその時、背後でドアが破られ、重いものが崩くずれる音がした。

　蒼衣が、そして莉り緒おが、後ろを振り返ると、そこには開いたドアと、崩れたバリケードと、そして曲がったゴルフクラブを握って目を血走らせた輝之が、立っていた。




「………………!!」




　輝てる之ゆきは、もう言葉もなかった。

　そこに立った輝之は、もはや獣けもののように一言もなく、ただ殺意に満ちて、全身で荒い息を吐はきながら──────蒼衣たちに向かって、ゴルフクラブを振り上げた。







[image: ]







　　　十章　　眠の君の花の刻







　　　　１




　ここまでだ。

　もうこの家に、逃げて意味のある場所などない。

「……姉さん」

『仕方ないわね』

　血と芽にまみれ、追い詰められた部屋で。

　雪ゆき乃のは────




『〈愚おろかで愛いとしい私の妹。あなたの身と心とその苦痛を、全すべて私に差し出してくれる？〉』

「〈あげるわ〉」




　唱えた。

　その瞬しゆん間かん、身構えていてもなお全身が痙けい攣れんするほどの、癒ゆ着ちやくしかけた傷がぶちぶちと開くあの痛みが、数ミリ刻みで何百本と、手首から二にの腕うでまで一いつ瞬しゆんにして駆かけ上がった。

「………………っ!!」

　灼しやく熱ねつする、おぞましい痛み。

　火を噴ふいて燃え上がったかのように、熱と痛みの塊かたまりになる、左腕。

　そして────




　轟ごうっ!!




　とその瞬間、視界が潰つぶれてなくなるほどの爆ばつ光こうに、目の前が塗り潰された。暗くら闇やみに満ちていた廊ろう下かに一瞬にして火か炎えんの光が一面充じゆう塡てんされて、廊下に続く部屋の入口のドアが、まさに高熱の炉ろを開けて見せたような眩まばゆくも恐ろしい灼熱の光景になった。

「うあ……!!」

　いきなり目の前で眩まぶしく爆発した劫ごう火かに、勇ゆう路じが声を上げて目の前に手をかざす。

　一瞬にして廊下を満たし、吞のみ尽くすかのように渦うず巻まいて燃え上がる凄すさまじい火炎の中で、激しい炎ほのおの音と熱風の音にかき消されるようにして、全身を火に巻かれた『彼女』の絶ぜつ叫きようが響ひびき渡る。




　────あ────ぎゃ────ああああああ────っ!!




　その髪かみも、肉も、骨も、声さえも炎に喰われてゆくかのような絶叫。

　そして自らが作り出したその凄せい惨さんな光景を前にして、おぞましい苦痛に震ふるえる雪ゆき乃のを、嬲なぶるかのように背中から抱だき締めて、自らが纏まとうレースのように透すけた、凄せい絶ぜつな笑みを浮かべている風かぜ乃の。

『……さあ、無む尽じん蔵ぞうとも言われる〈悪夢〉を汲くみ出す泉と、燃え盛る〝痛み〟を汲み出すあなたの命、どちらが早く尽きるでしょうね？』

　風乃は囁ささやく。

『いっそ、狂ってしまった方が勝ち目があるかもね？』

「…………………………!!」

　開いたドアから吹き込んで、部屋の空気をかき回す猛もう烈れつな熱風の中で、自分の腕うでの肉が裂さける痛みに脂あぶら汗あせを浮かべて耐える雪乃には、答える余よ裕ゆうはない。

　左腕は、幾重にも幾重にも刻まれた無数の傷によって、寸すん刻きざみにされている。

　ぼたぼたと血が滴したたる左腕は、もはやたっぷりと血を含んだ細こま切ぎれ肉が骨に張り付いているような酷ひどい状態になっていて、それが発狂しそうなほどの痛みを発して全身を痙けい攣れんさせ、脳のう髄ずいを真っ白に焼いていた。

　汗が流れる。

　涙なみだが浮かぶ。

　絶叫しそうなのを無理矢理に嚙かみ殺し、奥歯がみしみしと音を立てる。

　痺しびれた左手はもう指の感覚がなく、ただ激痛の先にぶら下がっているだけの器官と成り果てていた。ただ寸刻みにされた腕の先で、手も指も、筋すじの切れた嫌いやな感覚を伴った激痛に痺れて動かず、腕からの大量の血が手の甲こうと手の平を伝って、五本の指先から、ぼたぼたと大きな雨あま粒つぶのように滴り落ちるばかりだった。

「う──────く────!!」

　もう押さえる場所もない左腕の、付け根の肩かたを押さえて、ろくに息も出来ずに耐える。

　そして胃の中身がひっくり返り、脳が焼き切れそうなその痛みを燃料にして、もう何もかも手遅れになった激しい火か災さいに似た猛もう火かが、廊ろう下かを渦うず巻まく火の海にする。

　一いつ瞬しゆんにして人間を松明たいまつのように燃え上がらせ、藁わらのように焼き尽くす炎。

　だが、そんな地じ獄ごくの炉ろと化した廊下からは、暴風の音にも似た激しい炎の音の奥で、未いまだ死に至らない人間の苦く悶もんの絶叫が、延々と聞こえ続けていた。




　────ぎ────あ────あ────────ああ──────あ────!!




　この炎の中でなお死に至らない、人間の絶ぜつ叫きようが。

　地じ獄ごくの炎ほのおの中に投げ込まれた、無限に死なず苦しみ続ける亡もう者じやそのものの叫びが、炎の奥から響ひびいてくる。

　びっしりと額ひたいに浮かぶ汗あせ。

　痛みの果てに、遠くなってゆく意識。

　熱っぽい頭と灼しやく熱ねつする左ひだり腕うで。そしてそれに反するように血を失って、みるみる下がってゆくのを感じる、全身の体温。

「…………う…………ぐ……!!」

　途と切ぎれそうな意識を、必死でかき集める。

　燃え上がる廊ろう下かをひたすらに睨にらみつけながら、ただひたすらに憎ぞう悪おと殺意を向けて、それらに縋すがるようにして、必死で意識を保つ。

　死ね!!

　死ね!!

　ただ心の中にあるのは、それだけ。

　灼やけるような殺意だけを意識の支えにして、雪ゆき乃のはただひたすらに、この場所に立つ。




　────ぎゃ────あ────あ────!!




　炎の中から響く、炎に喰われゆく絶叫。

　死ね!!

　早く!!

　なおも炎の中から聞こえてくる叫び声を聞きながら、必死で痛みに耐えて、念じ、意識を保ち続ける。

　早く!!

　意識が尽きる前に!!

　少しずつ、少しずつ炎の音に喰われて細くなってゆく声。それに向けて、雪乃は必死の殺意を込めて、そう念じながら、ひたすらにそこに立っていた。




　────あ────あ────!!




　炎が上げる轟ごう々ごうたる音に、吞のまれてゆく声。

　だんだんと、少しずつ、しかし確実に、細くなってゆく。




　────あ────!!




　そして、炎ほのおの中にかき消され、断だん末まつ魔まが、消える。

　終わった？

　さすがに尽きた？

　そう一いつ瞬しゆん思ってしまった、矢先だった。ずっと雪ゆき乃のの肩かた越ごしから身を乗り出して、燃え方の渋しぶいオーブンを覗のぞき込む魔女のような表情をしていた風かぜ乃のが、微かすかに眉まゆを嫌いやそうに寄せて、静かに呟つぶやいた。




『……駄だ目めよ。雪乃』

「!!」




　その瞬しゆん間かん、ドアから覗く灼しやく熱ねつの炎の中に、黒く影が揺らいだ。

　そして炎の中から真っ黒に焼け焦こげた手が飛び出して、火と熱と煙けむりを上げながら、ドアの枠わくを、がっ、と摑つかんだ。

「く……!!」

「……!!」

　そして炎の壁の中から生まれるように這はい出す顔、そして上半身。

　炎に焼かれ、炭化して縮み、しかしそれでもなお動く、木乃伊ミイラじみた黒焦げの人体。

　だが、それは炎の中から飛び出すのとほぼ同時に────骨格にへばりつくようにして炭化した外皮を、突然、植物にできる虫むし瘤こぶのようにぼこぼこと盛り上がらせた。炭化した皮ひ膚ふのあちこちが一いつ斉せいにひび割れながら異常な形に押し上げられて、顔中、体中が、病変した植物のような何重もの疱ほう瘡そうに覆おおい尽くされた。

「………………!!」




　────か────は────!!




　絶ぜつ叫きようするように唇くちびるのない口を開けて、もう声を上げる器官さえ焼けてしまった喉のどで叫び声を上げる『彼女』。

　そして、戦せん慄りつして立ち尽くす二人の前で、『彼女』の全身を覆おおう虫瘤が次々と罅ひび割われ爆はぜ割れて────黄色いじくじくとした組織液が滴したたったと思うと、炭化した皮膚が剝はがれたその中から、虫瘤のように歪いびつに再生した異様に赤く生なま々なましい肉と、その肉の中に血管のようにびっしりと根を張った、無数の芽の様子が露あらわになった。

　そして、




　ぼこぼこぼこぼこぼこ……




　と内側から、凄すさまじい速度で盛り上がってゆく肉にく瘤こぶ。湧わき出す泡あわのように大小の肉の瘤が房ふさとなって盛り上がり、瞬またたく間に焦こげた木乃伊ミイラが歪いびつに膨ふくれ上がって、焦げた皮ひ膚ふが剝はがれ落ち、狂人が生なま肉にくで造形した人体標本じみた、人間型のおぞましい物体が姿を現した。

　全身にびっしりと白く根が埋うまっているのが透すけて見える、瘤状の肉に覆おおわれた人体。

　そして露ろ出しゆつした肉の一面に無数の斑はん点てんのように芽を生はやした怖おぞ気けと吐はき気を催もよおす『それ』は、肉瘤の中に埋まった眼球でこちらを認めると、




　べちゃ、




　と湿しめった音を立てて、なくなったはずの右足で部屋の中に踏み込んだ。

「──────っ!!」

　ぞっ、と苦痛を上書きするほどの、怖気が背筋を駆かけ上がった。

『おいで』

　風かぜ乃のが冷たい声で呟つぶやき、一つ手招きすると、廊ろう下かに満ちていた火か焰えんが生き物のように部屋に雪崩なだれ込んで、赤い肉を露出させた『彼女』の五体に纏まとわり付いた。

　じゅうっ、と火の中に生肉を投げ込んだ音がして、剝むき出しの生肉が焦げる。

　脂あぶらじみた煙けむりを上げ、表面の粘ねん液えきと生肉が沸ふつ騰とうして再び真っ黒に炭化するが、炭化した皮膚は膨れ上がる肉によって次々と罅ひび割われて、中から染しみ出した粘液と肉とがさらなる音と煙けむりを上げながら、増殖し続けた。

　熱。

　煙。

　異い臭しゆう。




　にちゃ、




　とその中を、『彼女』がまた一歩、近づく。

「じ、〈自由を奪うモノは檻おりに〉っ!!」

　焦あせったように、勇ゆう路じが叫ぶ。

　木が裂さける音がして、『彼女』が摑つかんでいたドアの枠わくから鉄の針が生はえてその手を縫ぬいつけたが、『彼女』はその瞬しゆん間かんに乱暴にドア枠わくから手を離し、増殖した針が腕うでの肉の中に回りきる前に、手の肉を引き千ち切ぎった。

「!!」




　みちみちみちっ、




　と音がして、ドア枠から手が離れる。

　そして、そのぼろぼろに肉が削そげ、骨が露ろ出しゆつした手が目の前へ向けて伸ばされてきて、たったいま〈断だん章しよう〉からもぎ取られたいくつもの折れた針が、ぼろぼろに削げた肉の間から覗のぞいて、鈍にぶい鉄色に空恐ろしく光った。

「──────────っ!!」

　勇ゆう路じが怯ひるむ。

　風かぜ乃のが眉まゆをひそめる。

　もはや何をしても止められず、殺しきれない〈異い端たん〉が、肉の間から針を生はやし、その間も虫むし瘤こぶのように肉を増殖させる、骨の覗いた手を、雪ゆき乃のへと伸ばす。

「!!」

　いきなり目と鼻の先に。

　よろめくように、雪乃が後ずさった。

　どん、と背中がクローゼットの扉とびらに突き当たった。その衝しよう撃げきで、すぐ横で扉の片側がきい、と細く開いて──────







　だらり、







　と開いた扉から垣かい間ま見えた、クローゼットの深い闇やみの中に、真っ白な腕が垂れ下がっていることに、死角に立った雪乃は気がつかなかった。

　血の臭においのする、クローゼットの闇の中で、ぼんやりと浮かび上がった白い腕が、




　ゆら、




　と動く。










　　　　２




「────お父さんは『いじめはするな。いじめられてる奴やつがいたら逆に守ってやれ』って言ってた。だから僕は姉ちゃんに味方する。姉ちゃん何も悪いことしてねえじゃん」




　………………




　　　　†




　ばしっ！




　と肉を叩たたく音がして、反射的に頭を庇かばった蒼あお衣いが、どっ、と床ゆかに倒れた。

「………………!!」

「ぜえっ……！　ぜえ……っ！」

　声にならない悲鳴を上げる莉り緒おの目の前で、鬼き気き迫る様子の輝てる之ゆきが肩かたで息をしながら、たったいま蒼衣に向けて力の限りに振り下ろしたばかりの曲がったゴルフクラブを手に、部屋へと歩み入って来た。

「………………!!」

　どこか切ったのか、それとも裂さけたのか、うずくまった蒼衣のシャツがみるみる血で赤くなってゆく。輝之はそれを血走った目で見下ろして、クラブをぶら下げたまま近づくと、再び思い切り振り上げて、無む慈じ悲ひにまた振り下ろした。




　ぶん、

　ばしっ！




　クラブが風を切る音と、骨の入った肉を打つ重い音。

　そして輝之は、何とか頭だけは庇い続けながら無抵抗に身を丸める蒼衣に、何度も何度も、クラブを振り下ろした。




　ばしっ！

　ばしっ！




「──────────っ!!」

　もはや悲鳴も上げられない蒼あお衣いに、執しつ拗ようにゴルフクラブが振り下ろされる。

　聞いたこともないくらい激しい、人間を殴おう打だする音が何度も部屋に響ひびき、どんどん白いシャツが赤くなっていき、やがて血の飛ひ沫まつが、部屋の空気に飛び散った。

「………………!!」

　その光景を前に、よく似た顔の無表情な女の子を庇かばいながら、目立つヘアピンを挿さした颯さつ姫きが泣きそうな顔で叫ぶ。

「……やめて……！　やめてください……！」

「…………………………!!」

　だが輝てる之ゆきは、そんな懇こん願がんなど見えても聞こえてもいないように、女の子たちの目の前で、必死の様子で蒼衣を殴打し続けた。

「──────────!!」

　悲鳴にもならない、苦痛の呻うめき。

　それと共に、染しみ出す血をぐっしょりと吸って、蒼衣のシャツは、どんどんと赤く濡ぬれた袋のようになってゆく。

　そして……







「────」







　その光景を、部屋の中に咲く、『花』が見ていた。

　菊にも薔薇ばらにも見える奇き妙みような『花』が、執しつ拗ようで激しい暴力が振るわれる横で、ただ静かに、鬱うつ蒼そうと咲いていた。

　部屋の中にある、盛り土がされた、植え込みのような『花』。

　おかしな『花』が綺き麗れいに咲いている、その隣となりで、延えん々えんと行われている、激しい暴行。

「やめて……！」

　とすすり泣く、少女の悲鳴。

　それは何かひどく現実感が削そげた、奇き妙みような光景だった。

　まるで何かの寓ぐう話わの挿さし絵えのような、意味ありげで現実味のない、しかし全く意味など為なしていない光景。だが恐怖と、怯おびえと、混乱に竦すくんだまま見つめるその光景は、他の何でもない、父が無抵抗の少年を殴なぐり殺そうとしている現実なのだった。




　ばしっ!!




　血で濡ぬれたシャツと、その中の肉を叩たたく音。

「はあっ……はあっ……！」

「──────!!」

　息を切らせるほどゴルフクラブを振り下ろし続ける輝てる之ゆきと、うずくまったまま、もはや身動きもできない蒼あお衣い。

　バリケードを破った輝之の息が完全に上がっていることと、必死な輝之がまともな判断力を失っていて、さらにゴルフクラブが曲がっているせいで狙ねらいがうまくつけられないことが辛かろうじて蒼衣の生命いのちを救っていた。

　クラブの先せん端たんはほとんど当たっておらず、鉄棒の部分ばかりが当たるのでなかなか致命傷にはならなかったが、それが本当に良いことなのかは分からなかった。いずれこのままでは一振りで命を絶たれた祖母とは違って、酷ひどく苦しむ状態で、なぶり殺しにされるだけだというのが目に見えていたからだった。




　ばしっ!!




　血ち塗まみれのシャツに包まれた背中がまた殴なぐりつけられ、血の飛ひ沫まつが散る。

　血の臭においがする。「やめて……！」と心の中で呆ぼう然ぜんと思うが、それで父の行動が止まるわけもなく、暴行は続く。

　部屋の中に咲く、『花』の隣となりで。

　異常な植物に覆おおわれてしまった、耀ようの遺い体たいの、その脇わきで。




　────そう、耀の、見ている前で。




「………………!!」

　そうだ。

　そうだった。

　そのとき不意に、莉り緒おは気がついてしまった。

　思い出した。あれは、耀なのだということを。

　耀の見ている前で、父はあんなことをしているのだ。正義感の強い優しい耀の前で、父親が目を血走らせて、自分たちを助けに来たはずの少年を、幾度となく殴おう打だしているのだ。




『────お父さんは「いじめはするな。いじめられてる奴やつがいたら逆に守ってやれ」って言ってた』




　耀ようの、最後の言葉。




『だから僕は姉ちゃんに味方する。姉ちゃん何も悪いことしてねえじゃん』




　輝てる之ゆきは、莉り緒おには冷たかったが、耀には優しく良い父親だった。

　耀は、男らしい父親を尊敬していたのだ。

　少なくとも、莉緒との確かく執しつが顕けん在ざい化かするまでは、そうではあったのだ。

　少なくとも輝之は耀の前ではできるだけ立派な父親であろうとし、そして耀はそんな輝之を見て育って、父親の言うような優しく男らしい人間になろうとして、今までずっと育って来たのだ。

　それが────




「やめてっ!!」




　がつっ!!

　と気がついた時には、ドアが破られそうになった時からずっと握にぎり締めていたゴルフクラブを、横合いから父親の頭に振り下ろしていた。

「!!」

　重い先せん端たんが頭ず蓋がい骨こつを殴なぐりつける硬い手て応ごたえ。それと同時に人間の頭で決して鳴ってはいけない大きな殴おう打だ音おんが聞こえて、クラブを握り締めた手が、衝しよう撃げきで痺しびれた。

　必死だった。

　夢中だった。

　しかし、これ以上はないほど的確に当たったにも関わらず、輝之は祖母のようにも蒼あお衣いのようにもならず、悲鳴の一つも上げずに、そこに立ったままだった。




「………………」




　だが、蒼衣を殴打する手は、止まる。

　輝之はゴルフクラブを握った手を下ろすと、無言のまま、ゆっくりと莉緒を振り返った。

　振り返った顔には、頭から、額ひたいから、血が流れていた。

　目を見開き、信じられないものを見る表情で莉緒を見る輝之。その父親の顔に莉緒は激しい恐怖を感じたが、もう後には引けなかった。引く気もなかった。

　輝之が呆ぼう然ぜんと、しかしその底から怒りを湧わき上がらせているのが分かる声で、言った。

「莉緒……おまえ……」

「やめてよ。耀ようの前で、こんなこと……これ以上耀をがっかりさせないで」

　震ふるえる声で、莉り緒おは訴えた。

「そこに……耀が、いるんだよ？　こんなことしてるお父さん、耀が見たら、どう思う？」

「うるさいぞ。その話はもう終わった」

「終わってなんかない！　いくら自分のためでも、自分のためにお父さんが悪いことして、耀が喜ぶと思う？」

　莉緒は、叫んだ。叫ぶと同時に、涙なみだが出てきた。

「こんな酷ひどいことしてるお父さんを、耀が見て、喜ぶと思うの!?　見てよ!!」

　涙ながらに指差す、莉緒。

　薄うす暗ぐらい部屋の中でぼろぼろになるまで殴おう打だされ、血ち塗まみれのシャツでうずくまる少年と、それを目の前にして部屋の隅すみに怯おびえて縮こまり、それでも年少の女の子を庇かばいながら泣き叫んでいる、女の子。

　しかも女の子たちは、耀とほとんど歳としも変わらない。

　そして少年を撲ぼく殺さつした暁あかつきには、部屋の隅で怯えて固まっているこの女の子たちにも、輝之はゴルフクラブを振り下ろすつもりなのだ。何度も何度も。

「う……」

　血塗れでうずくまる蒼あお衣いが、微かすかに顔を上げた。

「……やめ……逃げ……て」

「………………!!」

　苦しげな、か細い声。

　それを聞いて莉緒は確信する。自分の思いを、耀の思いを、涙を流しながら、全身を震ふるわせて叫ぶ。

「……絶対に…………絶っ対に、耀は、こんなの喜ばない！」

　叩たたきつけるように、叫ぶ。

「こんなことされて生き返っても、耀は喜ばない!!」

「う、うるさい!!」

　それを聞いた輝之は、怒気も露あらわに声を震わせて、莉緒に怒ど鳴なり返した。

「じゃあ、お前は、耀がこのまま死んでいいのか!?」

　怒鳴り散らす。

「お前に何が分かる!!　おまえに父親の何が分かる!!　耀の何が分かる!!　耀がどう思うか、お前に分かるのか!?」

　莉緒はそれ以上の声で、叫び返した。

「わかる!!　お父さんのことなんか分かんないけど、耀のことはわかる!!」

　叫んだ。

　そして、

　さらに叫んだ。




「私は、耀ようのお姉ちゃんなんだから!!　それに────私も子供なんだ!!　お父さんの、子供なんだ!!」

「…………………………!!」




　魂たましいを吐はき出すように絶ぜつ叫きようした。涙なみだが、後から後から溢あふれ出した。

「お父さんとお母さんにとって、私は代わりなんでしょうけどね!!」

　涙に滲にじむ視界。それでも父を睨にらみつけて、莉り緒おは言う。

「お父さんも、お母さんも、今まで一度も私のことを見なかったし、ちゃんと『莉緒』になれなかった、私のことが嫌きらいなんでしょうけどね!!

　でも、私にとって……お父さんとお母さんは、やっぱり一人しかいない、お父さんとお母さんなんだ!!　お父さんがこんなことして、子供がどう思うかは────私でも────お父さんが嫌いな私でもわかる!!　耀の前で、こんなことしないでよ!!　せめて耀の前では、立派なお父さんでいてよ!!」

「…………………………!!」

　血ち塗まみれの父が、愕がく然ぜんとした表情で目を見開く。ゴルフクラブで殴なぐりつけられたその時でさえ見せなかった苦痛と絶望に満ちた顔で、追われに追われて逃げた先で逃げ道がなくなったかのように、愕然と立ち尽くした。

「あ…………」

　そして、言葉を漏もらす。

「……あ…………あ…………」

　見開いた両目から、涙がこぼれた。

　そして、

「そ、それでも……それでも……」

　涙を流しながら、震ふるえる声で、父は。




「それでも…………父さんは…………耀に、生きていて欲しいんだ…………！」




　言った。その父の言葉は莉緒の心を深く深く突き刺さしたが、絶対に容認はできなかった。

「……っ!!」

　莉緒は歯を食いしばり、ゴルフクラブを振り上げた。

　父もそれに反射的に反応し、クラブを振り回した。

「!!」

　速かった。ぶん、と耳元で空気が鳴ったかと思うと、次の瞬しゆん間かんには、がん!! と頭に衝しよう撃げきが貫いた。目の前が光って真っ暗になって、頭の中に痛みの芯しんを突っ込まれたような感覚と共に視界が戻ると、目の前が回っていた。ひどい眩暈めまいがした。

　が────




　ごつっ!!




　渾こん身しんの力を込めてクラブを振るった全身の動きは、意識が途と切ぎれてもなお、そのままの勢いで父親の頭を殴おう打だしていた。手元に手て応ごたえという名の硬い衝撃が走って、その時にはすでに力が入らなくなっていた手から、クラブが吹き飛んだ。

　辛かろうじてそのくらいは分かったが、自分が一体どのような格好をしているのかさえ、分からなかった。ひどく暗い視界と、反はん響きようするような頭の中の痛みと、回るような眩暈の中で、莉り緒おは父親の身体からだが、どう、と床ゆかに崩くずれ落ちるのを、苦痛と不快に満ちた夢うつつの中で、見たような気がした。

「……はあっ…………はあっ……!!」

　崩れ落ちた。膝ひざをついた。

　輝てる之ゆきがどうなったのか確認したかったが、それをする余よ裕ゆうはなかった。意識も体力もどれだけ持つか分からない。もし輝之が気絶しているようなら、目が覚める前にしなければならないことがあった。

「う……」

　莉緒は体と意識を引きずるようにして、血ち塗まみれの蒼あお衣いに近づいた。

　そしてがんがんと痛む頭に顔をしかめながら、蒼衣に声をかけた。使命があった。




「立て……ますか？」

「う……痛つ……厳しいけど……な、なんとか……」




　互いに途切れ途切れの、か細い声。

「じゃあ……い……行きましょう。助けに……行かないと。あの二人を」

「う……うん。それより、君の方は……大だい丈じよう夫ぶ？」

　莉緒が差し伸べた手を摑つかんで、震ふるえながら立ち上がる蒼衣が、そうしながらも、かすれた声で訊たずねてくる。

　手には蒼衣の細かい震えと、そしてべっとりと手を汚よごす血の感かん触しよく。

　頭痛と眩暈は続き、吐はき気がし、摑つかまる蒼衣の体重に手が引かれて倒れそうだったが、それを必死でこらえて、莉り緒おは答えた。

「大だい丈じよう……夫ぶ。それよりも……耀ようとの、約束を……」

「！　う、うん……わかった。そうだね」

　蒼あお衣いは、はっ、と気がついたように言い、痛みに呻うめきつつ、立ち上がる力を強めた。

　使命。耀が残した彼らの約束。それを果たすために莉緒は手を貸し、蒼衣は何とか立ち上がり、壁に縋すがりつく。

「行かないと……これ以上、茨で人が死なないように」

　蒼衣は、そして。

「颯さつ姫きちゃんたちは……隠かくれてて。もしそれが嫌いやなら……ついて来て。危ないと思うけど」

　そう一度だけ振り返って言うと、バリケードごと開かれた居間のドアを、睨にらみつけるように見み据すえて、ふらつきながら壁伝いに歩き始めた。

「……」

　莉緒は、その背中を、見やる。

　頭痛と眩暈めまいの中で見る蒼衣の後ろを、恐る恐るついてゆく、少女二人の姿。

　莉緒は、自分もそれに続こうと────ふらつきながら、歩き出そうとした時。




「……う……ぐ……」

「！」




　不意に床ゆかに転がった父親が呻いて、身じろぎし、起き上がろうとしたのを聞いて、莉緒は立ち止まって──────




「……」




　引きずるように持っていたゴルフクラブを、再び、構えた。







　　　　３




　そう、簡単な話だったのだ。

　死人と植物、となれば────『弔とむらいの花』以外に、ない。




「…………はあっ……はあっ……」




　蒼あお衣いは、壁を伝って体を支えながら、必死で廊ろう下かを進んでいた。

　全すべて分かった。この〈悪夢〉の形がどのようなものか、蒼衣はようやく、理解していた。

　蒼衣は体を引きずって、雪ゆき乃のたちの所へ向かう。この〈悪夢〉を拒絶するために。何もかもが手遅れになる前に。

「……はあ……はあ……っ」

　息は荒い。体は重い。

　重くて、痛い。まるで全身の皮ひ膚ふに激しい痛みを貼はり付けて、その痛み自体さえもが、重さを持っているかのようだった。

　シャツは血に塗まみれて真まっ赤かになり、動くたびに張り付いた布が、皮膚を引き攣つらせる。

　上半身の一面にやすりをかけられたような感覚。火傷やけどし、ゴルフクラブで幾度となく殴なぐられて、腕うでや背中の皮が、一面剝むけていたのだ。

　ずるずるに剝けて露ろ出しゆつした肉と神経は、空気に触ふれてさえ激しく痛み、血と組織液を表面から滲にじみ出させていた。

　どう体を動かしても、突っ張ったような痛みが背中と腕の一面に張り付いて、必死で意識しないようにしようと考えても、疲ひ弊へいした意識は、なおもその大半を痛みを感じるのに裂さくことをやめなかった。

「う……」

　傷そのものについては、見ないようにしていた。考えないようにしていた。

　一度だけ腕の傷を見た。表面のビニールを剝はがしたかのように皮が剝けて肉が露出した傷口には、その一面の肉の中に、スポンジに張った貝割れ大根の根のように、びっしりと白い根が埋まっているのが透けて見えるという鳥とり肌はだが立つような恐ろしい状態になっていた。

　自分の肌が。腕が。

　おそらく背中一面も。びりびりと張り詰めた痛みの中に、網あみのように肉の中に根が張った感かん触しよくがある、その事実を必死で頭から消し去りながら、蒼衣は爪つめを立てるかのように壁に縋すがりつき、雪乃の許へたどり着こうと、暗い廊ろう下かの中を前へ前へと進んでいた。

　雪乃は、いまどこにいる？

　玄げん関かんの方へ向かっているが、姿は見えない。

　応接間だろうか？　しかし気配は感じない。

　ただ蒼衣自身も、気配のような細かいものを感じ取れるだけの心身の平常さは、もう残っていないことを自覚していた。




　ずる……ずる……




　と足を引きずり。体を引きずり。

　苦痛に呻うめき、涙なみだを浮かべながら、ただひたすらに、蒼あお衣いは進む。

　後ろをついて来る、颯さつ姫きと瑞みず姫きを顧かえりみる余よ裕ゆうは、もうあまりない。早くたどり着かなければ雪ゆき乃のが、そしてそれ以上に自分の身が、自分の意識が、手遅れになりそうだった。

「……はあっ…………はあっ…………！」

　進む。震ふるえる手で身を支え、引きずって。

　暗く湿しめっぽい廊ろう下かを進み、誰もいない浴室を通り過ぎ、応接間に辿たどりついて部屋の中を覗のぞき込むが、やはり部屋は空からっぽだった。

　その時────




　轟ごう!!




　突然、地じ響ひびきにも似た、空気を震わせる炎ほのおの音が聞こえた。そして廊下に満ちていた闇やみが、階上からの炎の光に照らされて、影を交えて揺らぎ、一いつ瞬しゆん遅れて届いた熱風が、廊下に満ちた空気と湿しつ気けとをかき回した。

「二階……！」

　どっ、と駆かけ出そうとしてよろけ、壁に手を突いて、こらえた。

「白しら野のさん……！」

「ぐ……」

　後ろで颯姫の声が聞こえたが、それも顧みずに、よたよたと何とか階段の下へ。

　だが────




「…………………………っ!!」




　階段から見上げる二階の廊下は天てん井じようまで隙すき間まなく火の海になっていて、登るどころか一いつ寸すん向こうも見通すことさえできない状態だった。

　白色に近いオレンジ色の炎の壁。

　これは普通の状態の、雪乃の〈断だん章しよう〉の火ではない。




　これは、風かぜ乃のの────




「うう……」

　心配だった。自分の身もそうだが、雪乃の身も心配だった。

　だが、気はどれだけ焦あせっても、引き攣つった表情で炎の壁を見上げる以外に、できることは何一つなかった。

　この向こうで何が起こっているのかも見通せないのだ。何もできない。

　そして、こうしている間にも────自分は芽と苦痛に身と心を蝕むしばまれ、雪ゆき乃のもまた苦痛に喰われている。

　早くしないと。

　手遅れになる前に。

　でも、どうすればいい？

「………………！」

　上半身を蝕む痛みに朦もう朧ろうとしかけた頭で、それこそ蒼あお衣いはこの火の壁の中に踏み込むことまで考えていると、不意に階段の上を満たしていた恐ろしい炎ほのおが、吸い込まれるようにして廊ろう下かの奥へと消えていった。

「っ!!」

　見た瞬しゆん間かん、考えるまでもなく、蒼衣は階段へ踏み込んだ。

　段差に手をやり、ほとんど這はう寸すん前ぜんの格好で、目が痛くなるほどの熱が空気に残っている階段を、必死で上がった。

　そして、壁という壁、天てん井じようという天井が、真っ黒に焼けた二階の廊下へ。

　階段を登り切り、その二階の廊下を見通すと、見覚えのある開けっ放しの部屋のドアに、炎が何かを追いかけるように流れ込んでゆくのが見えた。

　あの部屋は────〈葬そう儀ぎ屋や〉と、可か南な子このいた部屋。

「雪乃さん……!!」

　蒼衣は追う。熱が渦うず巻まく廊下を、もう熱くて触さわれなくなった壁に囲まれた廊下を、最後の気力を振り絞しぼって、その体を支えて。

　そしてようやく部屋の前に、辿たどり着く。

「雪乃さんっ!!」

　呼びかけて中を見た。見ると中にはまだ炎を全身に纏まとわりつかせながら、異様な変形と再生を続ける、背中を向けた『母親』がいて、その向こうに部屋の奥へ追い詰められた勇ゆう路じと、そして左ひだり腕うでを血ち塗まみれにした雪乃と、風かぜ乃のの亡ぼう霊れいがいて──────




「……」




　蒼衣は、硬直した。

　ふと見ると、雪乃が背中をつけたクローゼットの扉とびらが、細く開いていた。

　そして深く深く闇やみを湛たたえた、そのクローゼットの中から。

　白い五本の指が這い出し、




　ひた、




　と扉の合わせ目を摑んで────

「雪ゆき乃のさん、後ろ!!」

　思わず叫んだ。

「……!?」

　反応して振り返った雪乃が、それに気づいて反射的に扉とびらから身を引いた瞬しゆん間かん、いくつもの針が生はえた『母親』の手が雪乃の首筋に伸ばされて、その首を──────




「!!」




　　　　†




「!!」




　後ろ!!　という叫びを聞いて雪乃が振り返り、背後のクローゼットから白い指が這はい出しているのを見たのと、背筋を駆かけ上がる恐怖と共に飛び退のいたのは、ほとんど同時だった。

　だが、その瞬間雪乃は忘れていた。自分が追い詰められて、ここにいたことを。

「しまっ……」

　気がついた時には、背後に『母親』の手があった。

　裂さけた肉が癒ゆ着ちやくしつつある『母親』の、縫ぬうように何本もの針が肉から飛び出しているおぞましい手が、あっという間に雪乃の顔に向けて伸ばされて、その針を剝むき出しにした指が雪乃の目へと突き入れられ────




　だん!!




　とその瞬間、クローゼットの中から肉厚の鉈なたを持った手が振り下ろされて、骨が断ち割られる恐ろしい音と共に、『母親』の腕うでが斬きり飛ばされた。

「っ……!?」

　ぎゃっ、と肘ひじの先からなくなった腕を見て苦痛の悲鳴を上げる『母親』。雪乃はもはや訳も分からず、目を抉えぐられかけた恐怖に目を見開いたまま、へたり込むように、その場に座り込んだ。

　そしてふと気づいた。

　足元の、床ゆかにぶちまけられていた血が、薄うすくなっていることに。

　部屋の中央に広がっていた血と、それだけではなく、クローゼットの扉の下へと消えていた引きずった血の痕あとも、その表面から、ほとんど無くなっていたのだ。

「…………！」

　途と端たんに、違和感が記き憶おくを遡さかのぼった。

　廊ろう下かを引きずっていた血も、同じだった。

　刷毛はけで引いたような血が、ひどく薄うすくなっていた気がした。

　颯さつ姫きが居間の掃そう除じをしていたので、そのことに疑問が湧わかなかったが、颯姫は廊下まで、掃除などしていただろうか？




　……否。




「………………!!」

　床ゆかに座り込み、呆ぼう然ぜんとする雪ゆき乃のの背後で、きい、と音を立てて、半開きだったクローゼットの扉とびらが開いた。

　そして────







「……………………………………………………………………………………」







　可南子が、立っていた。

　クローゼットの中に、襤褸ぼろ切ぎれのように破れた喪も服ふくを纏まとった可か南な子こが、たったいま『母親』の腕うでを切り落としたばかりの血に塗まみれた鉈なたをぶら下げて、ぞっとするような狂気と酷こく薄はくさを孕はらんだ無表情で、『彼女』を見下ろして立っていた。

　乱れた髪かみと見開いた目は、棺ひつぎの中から蘇よみがえった亡もう者じやのように、クローゼットの闇やみの中に沈んでいる。

　そして全身から狂的な殺意を放ちながら、闇の中に立っていた可南子は、そのまま殺人機械のように鉈を振り上げると、いきなり腕を切り落とされて怯ひるんだ『母親』に向けて踏み出し、恐ろしい勢いでその刃やいばを振り下ろした。




　どかっ!!




　と直後、重く湿しめった音と同時に、『母親』の胴体に肉厚の鉈が深々と埋うまった。肩かた口ぐちから腹はらまで、鉈の刃が真っ向から切り下ろされて、ほとんど両断に近い状態の上半身に乗った、半面を芽に覆おおわれた『母親』の頭が、口から血を吐はきながら、呆然と可か南な子こを見上げた。

　死んだはずの、可南子を。

　自分が殺したはずの、可南子を。

　見上げる『母親』の目が、大きく見開かれた。

　そして────







　あ────ああああああああああああああああああああああああああああああああっ!!







　直後、『母親』は胴を両断された苦痛ではなく、凄まじいまでの恐怖に顔を歪めて、その口から部屋を震ふるわせるほどの恐ろしい絶ぜつ叫きようを迸ほとばしらせた。




　　　　†




「………………!?」




　クローゼットが開いた時、一いつ瞬しゆん、蒼あお衣いは目の前で起こったことが理解できなかった。

　しかし、ここに生きた可南子がいるという、この事態の理由さえ問わなければ、その次に起こったことは、蒼衣にとっては自明の出来事だった。




　────ああああああああああああああああああああああああああああああああッ!!




　可南子を見て、『母親』が苦痛ではなく、恐怖の叫びを上げた、その理由。

　もう蒼衣は理解していた。この『母親』────真ま喜き多たさやかにとって、生き返って牙を剝いてきた可南子は、最悪の恐怖の対象だということをだ。




「…………………………」




　ぎ、と床ゆかのフローリングを軋きしませて、その可南子は恐ろしいまでの無言と無表情で『母親』の前に立つ。そして自分を見つめたまま恐怖の叫びを上げる『彼女』の頭を空あいた手で鷲わし摑づかみにし、それを支点にして胴体に深々と潜もぐり込んだ鉈なたを、力の限りに引き抜いた。




　めしゃ、




　と鉈なたが食い込んだ骨が軋きしむ音と生なま肉にくを引き裂さく音がして、血ち塗まみれの鉈が『母親』の胴から勢いよく引き抜かれた。『母親』の血と絶ぜつ叫きようがそこらじゅうに飛び散って、返り血を浴びながらも可か南な子こは、そのまま摑つかんだ『母親』の頭を思い切り前に突き放し、勢いで床ゆかに倒れこみそうになる『母親』の胴体に、さらに横よこ薙なぎに鉈を叩たたき込んだ。




　ごきっ!!




　空気が凶きよう暴ぼうに唸うなる音がして、直後、『母親』の胴体が「く」の字に折れた。

　可南子の細ほそ腕うでからは考えられないほどの凄すさまじい力で鉈は『母親』の胴体に食い込み、背骨を断ち折って、骨こつ盤ばんに半ば以上突き刺ささって止まった。




　────あ────がああ────!!




　恐怖と苦痛の獣けものじみた叫びを上げ、床にもんどりうって倒れる『母親』。骨盤に食い込んだ刃やいばが抜けなくなり、血で滑ぬめった鉈が可南子の手を離れ、『母親』は腰こしから大振りの鉈を生はやしたまま床の上でもがいて、血の海を広げていった。

　可南子は────無言で腰に吊つり下げた革かわ鞘さやからさらに大鉈を引き抜くと、叩きつけるように蠢うごめく『母親』の背中に振り下ろした。




　ぼき、




　と人間の体に物が突き刺さる音としては恐ろしくそぐわない音がして、ほとんど投げつけられた勢いの鉈が、背骨と肋あばらを突き破って斜めに突き刺さり、床にまで突き刺さった。




　────ひ────ご────ごぼっ!!




　大量の血を口から吐はいて、『母親』の悲鳴が、溺おぼれる。腰よう骨こつを折られ、背骨を折られて床に鉈で縫ぬい付けられながら、『母親』はそれでも死にもせずに、ひたすらの恐怖に駆かられて、逃げようと床を、そして自分の流した血を引っ搔かいてもがき続けた。

「…………………………」

　その凄せい惨さんな姿を、ただ無言で、仮面のような無表情で見下ろす、可南子。

　今まで見たこともない、そのあまりにも壮絶な可南子の様子に、蒼あお衣いは凍こおりついた。

　しかし可南子の様子は確かに恐ろしかったが、血の混じった悲鳴を上げてもがき、逃れようとする『母親』の恐怖は、それが理由ではなかった。

　つまり、『彼女』は────




「────生き返って来るのが……怖いんですよね？」




　蒼あお衣いは呟つぶやくように、言った。

　床ゆかに縫ぬい付けられ、半身を芽に蝕むしばまれた『母親』は、その言葉に助けを求めるように、哀あい願がんするような表情で蒼衣を見上げた。




「……ごめん」




　だが蒼衣は、

　拒絶する。




　………………

　………………………………………………







　　　　４




「………………う…………」




　ただでさえ酷ひどかった頭痛が急にさらに酷くなって、目の前が暗くなった気がした。

　居間の中に、一人。莉り緒おは入口近くの壁を背にしてずるずると座り込み、杖つえのように持っていたゴルフクラブも取り落として、目の前の父の死体を見つめていた。

「…………」

　うつ伏せで、もがく途と中ちゆうで動かなくなった形に手足を投げ出した死体。

　莉緒が殺した。父はうつ伏せた頭の後頭部を陥かん没ぼつさせて、血の混じった髪かみの毛から床に血ち溜だまりを広げ、つい先ほどまで全身を痙けい攣れんさせていた。

　目を覚まし、起き上がろうとした父を、殴なぐりつけたのだ。

　止めなければと、必死で眩暈めまいの中ゴルフクラブを振り下ろし、二回床を殴りつけて、三回目に頭に当たった。




　ごしゃっ、




　と硬い西瓜すいかを叩たたき割る手て応ごたえ。

　続けて、二度、三度、繰り返した。夢中だった。必死だった。

　こうしないと、父は止められなかった。

　ここまでしないと、莉り緒おには父は止められなかったのだ。

「……う……」

　涙なみだが出た。嫌きらいで嫌いで仕方がなかった父親なのに、涙が出た。

　涙が止まらなかった。激しい頭痛と眩暈めまいの中、ぼろぼろと涙を流し、そのまま床ゆかに座り込んだ。眩暈と涙で、世界が歪ゆがんだ。




　────ごめん……ごめんなさい。




　頭に浮かんだ言葉は、これだった。

　こんなつもりじゃなかった。こうするしかなくて、こうするつもりだったが、こんなつもりじゃなかった。意味がわからないが、そうとしか言えなかった。




　────ごめん……お父さん……耀よう……




　酷ひどい孤独感に、襲おそわれた。

　あれだけ望んだ、家族と『莉緒』のくびきからの解放。しかしこんな形での実現を、莉緒は望んでいたわけではなかった。

　みんな死んでしまった。

　最後の一人は、莉緒が殺した。

　一人ぼっちに、なってしまった。

　いや、ひょっとすると────莉緒も、もう駄だ目めかも知れなかった。




　────私、死ぬのかな……




　莉緒は思う。

　頭痛と眩暈。視界がひどく暗く、だんだんと意識ごと影がかかって、暗くら闇やみの中に沈んでいるような感覚が、ゆっくりと目の前を覆おおっていた。

　脳に鉄を差し込まれたような、ひどい頭痛。

　これに意識を持って行かれて、暗闇の中に沈んだら、その時にはもう二度と、目が覚めない気がした。




　────耀よう……




　莉り緒おは、思う。

　頭が痛くて、世界が回って、もう難しいことは考えられなかった。

　だから……莉緒はただ、弟のことを思った。




　────耀……




　────耀……ごめんね……




　考える。

　頭痛が酷ひどくなる。




　────ああ、頭……痛いな……




　意識が沈む。

　ごめんね。




　────耀……




　────よ……う……




　………………

　………………………………………………
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　　　終章　　おしろのねむり




「……そう、あの子はね、お風ふ呂ろ場ばの事故でお姉ちゃんが死ななかったら、『リカ』と名付けられたはずの子なのですよ」




　リカが廊ろう下かに立って、口の端はしを歪ゆがめて言った。

「あの子は『リカ』になりそこねた『リカ』。お姉ちゃんの『莉り緒お』が死んだ時、あの子が生まれる前に、あの子の『リカ』としての人生は終わってしまったのです。

　その彼女の夢も、前に見たことがあってね。だからあの子は『リカ』としては死んじゃったけど、つまり『私』にならずに済んだわけで…………まあせっかく命拾いしたんだから、助けてやりたかったよね、というお話しでした。どっとはらい」

「…………」

　そんなことを言いながらリカが立っている廊下も、そしていま蒼あお衣いたちがいる二階のあの部屋も────壁という壁、床ゆかという床に奇き妙みような蔓つる植物がはびこり、木の床や壁に根を張って、そして方々に〝花〟を咲かせていた。




『……ごめん。あなたがたとえ良い魔法使いでも、こんなことをしたら、有罪です』




　そう。

　これは、蒼衣があの時。




『だから────もう終わりにしましょう。

〈本当の君は、何？　誰も君の形を縛しばってなんかいない……変われ〉』




　必死で助けを求めるかのような目をして見上げた『母親』を、蒼衣がそう言って拒絶した瞬しゆん間かん、『母親』は瞬またたく間に〝芽〟に食い尽くされ、そしてこのように、家の中全すべてが茨いばらにも菊にも似たあの植物に、完全に覆おおわれてしまったのだ。

　そうして、蒼衣も雪ゆき乃のももはやろくに身動きも取れず、ぐったりと部屋に座り込んでいたところに、リカと神か狩がり屋やがやって来た。

　リカは、一階にいた莉緒と輝てる之ゆきのことを蒼衣たちに告げると、そう言って自分と彼女との関係を、故意にとぼけたような微び妙みような表情で、そう教えた。

「……」

　そんな話をしている横では、神か狩がり屋やと、そして可か南な子こが、クローゼットの中に押し込まれるようにして隠かくれていた〈葬そう儀ぎ屋や〉と、何かを話している。〈葬儀屋〉は怪け我がをしていた。この部屋にいる間に『母親』に襲おそわれて、可南子と共にクローゼットに閉じ籠こもって、辛かろうじてやり過ごしたのだった。

　クローゼットの中に、〈葬儀屋〉が可南子の死体を引きずり込んで。

　その可南子がどうして生きているのかについては、もう蒼あお衣いには想像がついた。

　というよりも、蒼衣の〈断だん章しよう〉がこの家の〈悪夢〉を破壊した時に、可南子もまとめて消失しなかった以上、考え付く結論は一つだった。

　向こうでの話を終え、蒼衣たちの方へやって来た神狩屋に、蒼衣は背中の傷のせいで壁に寄りかかることもできずに座り込んだまま、〈葬儀屋〉たちの方を見ながら、開口一番にそれを訊たずねた。

「……神狩屋さん、〈葬儀屋〉さんは……可南子さんを生き返らせたんですね？　〈葬儀屋〉さんの〈断章〉で」

「…………」

　神狩屋はそれを聞くと、どこか困ったような表情を浮かべて、若白髪しらが混じりの髪かみを搔かき、しばしの間まを置いたあと答えた。

「……ああ、うん、まあ……そういうことになるかな。でも、ちょっと違うんだ。最初からそうなんだよ」

「そうですか……」

　溜ため息いき混じりに、蒼衣は言った。

　その可能性も、考えてはいた。だがこうして改めて聞くと、さすがに少し衝しよう撃げきだった。

　そんな蒼衣の様子に、神狩屋はこの話題を避さけようとしているかのように、話題を変えて、蒼衣に訊ねた。




「で……この〈泡ほう禍か〉は、どんな物語、だったんだい？」




　神狩屋の問い。

　蒼衣はひとつ溜息をつくと、どこから話せばいいのかと思案げに目を伏せて、ぽつぽつと話し始めた。

「この話は────死んでしまった『いばら姫ひめ』である、お風ふ呂ろ場ばの事故で死んだ『莉り緒お』さんを生き返らせようとした『魔法使い』の話でした」

　蒼衣は言った。

　神狩屋が応じる。

「そうなのか、じゃあ、〈異い端たん〉のお母さんの配役は……」

「女魔法使い、『仙せん女によ』です。それも十三人いる仙女のうちの誰か一人じゃなく、十三人の、仙女全員です。あの『お母さん』は、自分のせいで死んでしまった『お姫ひめさま』を、眠ねむっているだけ────つまり、いつか生き返るのだということにしたかったんです。少なくとも、最初のうちは」

「最初のうちは？」

「はい、最初────つまり莉り緒おさんに、死んだ『莉緒』さんの名前をつけた時までは、そうでした」

　首を傾かしげる神か狩がり屋やに、蒼あお衣いは答えた。

「それが救いで、それに縋すがってたんです。次に生まれて来る女の子に『莉緒』という名前をつけて、生まれ変わりということにして、罪悪感から逃げようとした。この時に、真ま喜き多た家けは魔法にかけられました。この家の全すべては死んだ『莉緒』さんに────いつか蘇よみがえる『お姫さま』を復活の時に不自由させないように、捧ささげられたんです。……今度こそ自分たちが与えようと思った幸福を持った、不自由ない生活を、目覚めた『お姫さま』ができるように」

「ははあ、なるほど……確かに、そう考えると、〝死者の都ネクロポリス〟そのものだね。『いばら姫』のお城は」

「ネクロポリス？」

「古代には、エジプトを初めとして死者はいずれ楽園で復活すると信じられている文化圏が結構たくさんあってね。その復活した後の生活で不自由しないように、お墓に様々なものを入れて副ふく葬そうするんだ。生活用品から財宝、さらにはペットや召めし使つかいまでもね。有名なのはエジプトのネクロポリス────テーベにある、王家の墓とか、かな。聞いたことはないかい？　ツタンカーメンの財宝、とか」

「……ああ、確かに、そんな感じかもしれません」

　神狩屋の言葉に、蒼衣は頷うなずく。

「じゃあ、その言い方で言うなら、この家の全ては、お母さん────『女魔法使い』によって副葬されてしまいました」

「うん」

「お父さん────『王様』も、それに協力しました。『王様』も、同じ罪悪感を持っていたからです。目を離してしまった罪悪感。その間に『お姫さま』が死んでしまった、悔くい。でもそこで、『女魔法使い』だけが、気づいてしまいました。こんなことをしてしまった自分たちを、お城の外の世間が許すわけがないということに。

　でも、それはお姫さまの幸せのことを思えば、何とか耐えられた。でもそこで、全てが耐えられなくなる、もう一つのことに気づいてしまったんです」

「ああ、そうか……」

「自分を殺した女魔法使いたちを、お姫さまが恨んでいる可能性です」

　溜ため息いきと共に、言った。

「お父さんはそうじゃなかったみたいですが、お母さんは、『莉り緒お』さんの生まれ変わりを本気で信じてたか、強く思い込んでいたんだと思います。そうやって罪悪感から逃れていたんですが、莉緒さんは、お母さんの思った『莉緒』とは違う育ち方をして、反抗するようになりました。その時、生まれ変わりを固く信じていたお母さんの中で、そうでなかったお父さんには考えもつかない疑惑が生まれました。そしてその疑惑は────『落とさないでね』の怪談を聞かされた時に、確信に変わったんです」

「つまり……」

「自分を恨んでる死者の復活。それがお母さんの恐怖の根源です」

　蒼あお衣いは、断言した。

「それが〈泡ほう禍か〉になった時、お母さんは不死になって、この家と中にいる人は、茨いばら────お墓や祭さい壇だんを飾る花によって覆おおわれて、閉じ込められました。この家の中は、お墓なんです。お母さんは自分を恨うらんでる『莉緒』さんと共に、死者がいずれ蘇よみがえる魔法のかかったお墓の中に閉じ込められてしまったんです。

　そして茨は、他の人を襲おそった。誰にもこの『城』で起こったことを、知られないために。この家について知った『王子』たちを、一人も逃がさないようにです。そして自分も、お姫ひめさまも、みんな一人残らず茨の中に閉じ込めてしまおうとした。全すべてを埋まい葬そうして、薔薇ばらの下の秘密に沈めたかったんです。そうなることを────自分の考えた幸せが全て壊こわれて消えてなくなることを、望むと同時に、怖おそれて嘆なげき悲しみながら」

　哀かなしそうに、蒼衣。

「でも、僕はやって来ました。茨を消してしまって、お城を開放することができる、『百年目の王子』が」

「……うん」

「でも一番の悲劇は、『王様』だけが気づかなかったということのような気がします。『お姫さま』は生き返ることを望まず、『女魔法使い』は自分を恨むお姫さまの復活を恐れて、そんな中で一人だけ何も知らずに、お姫様の復活を望んで準備しようとした『王様』。

　あの人にとって、守るべき『お姫さま』がすでに変わっていたのも悲劇でした。耀よう君のために、『女魔法使い』に従って目覚めの準備をしようとした『王様』ですが、その王様は残念なことに、もう『いばら姫』の王様じゃないんです。『いばら姫』の中には、もう居場所はないんです」

「確かに、それは『眠ねむりの森の美女』の王様だからね……」

「ええ、そうして、同じ罪悪感を持った二人が、それぞれ別の方向を向いて、凶きよう行こうを始めて、この物語は終わりです。

　お姫ひめさまの死に責任を感じて復活するように魔法をかけたけれども、そのお姫様に恨うらまれていることに気がついて、心の底から怖おそれた『女魔法使い』、お母さん。

　女魔法使いと一緒にお姫様を復活させようと望んだけれども、そんなこと誰にも望まれてなかった『王様』、お父さん。

　最初に死んで、みんなに罪悪感を植え付けた幼い『いばら姫』、一人目の莉り緒おさん。

　もうこの国からはなくなっているはずの、でも実は残っていた最後の『糸車』、勇ゆう路じ君。

　不本意だけど、それを解放することができる『百年目の王子』、僕。

　魔法で隔かく離りされたお城を開放しようと入り込んで、次々と茨いばらに巻き込まれた『王子たち』はみんな。

　それから最後に────死の眠ねむりから目を覚ましたけれども、そんなことは望んでいなかったせいで両親と対決することになった『いばら姫』、莉緒さん。

　この物語は、これで終わりです。こんな無力な王子様はないですよね……それに僕が助けに来たのはいばら姫じゃないんですから。僕が助けに来た姫は雪ゆき乃のさんなんです。お父さんが助けようとした姫が、耀よう君だったように」

「……誰が姫よ、殺すわよ」

　蒼あお衣いがそう言ったところで、クローゼットの近くに座り込んだままの雪乃が、心底うんざりしたような声で言った。

「雪乃さんだよ」

「……一度言っとこうと思ったの、私、あなたのこと嫌きらいだわ」

　雪乃の言葉に、蒼衣は困ったように笑って、言った。

「そう。僕は、雪乃さんのこと好きだよ」

「……」

　雪乃の眉まゆが不快げに寄って、溜ため息いきをつく。

『ふふ……』

　風かぜ乃のの亡ぼう霊れいが、くすくすと笑う声が聞こえた。ただ、その声はからかいと言うよりも、もっと底冷えするもので────ふと蒼衣の心の端はしを、微かすかに引っ搔かいた。

「え……？」

　だが、その蒼衣の引っかかりは、部屋に上がって来た勇路と、それについて歩いている瑞みず姫きがやって来たことで、忘れられた。




「……医者の先生来たぜ。いま、姉ちゃんを運び出してる」




　勇路の報告。リカが手を回した医者が到着して、意識はないものの、まだ辛かろうじて息をしている莉緒を、病院に運び始めたという報告。

　この事件の中で、たった一つの光。




「助かれば……いいですね」

「そうだねえ。彼女は生まれて来なかった私だからね。私の妹分みたいなもんだ」




　消えそうな、小さな、それでも唯一の光。

　蒼あお衣いの呟つぶやきに、リカはそう答えて、アニメの猫ねこのように、にしし、とわざと期待していない風に笑った。




　　　　†




「……一つ、聞いていいですか？」




　まだ動けない蒼衣を残し、動けるみんながそれぞれ出て行ってしまった、部屋で。

　蒼衣の他に最後に残った可か南な子こと、可南子に支えられた〈葬そう儀ぎ屋や〉が、部屋を出て行こうとした時、その背中に蒼衣は訊たずねて呼びかけた。

「…………」

「何かしら？　白しら野の君」

　無言の〈葬儀屋〉。そして〈葬儀屋〉と共に立ち止まり、蒼衣を振り返って、先ほどの狂気と凶きよう行こうが幻まぼろしだったかのように穏おだやかに聞き返す可南子。

　ずっと引っかかっていたことがあったのだ。可南子の促うながしに、蒼衣は少し逡しゆん巡じゆんしてから、それでも意を決して、その質問をぶつけた。

「あの…………間違ってたらすいません」

「何？」

「〈葬儀屋〉さんと可南子さんは、勇路君たちが最初からこの家にいたこと、知ってましたよね？」

「………………」

　ずっと、引っかかっていたのだ。蒼衣たちは一度、姿をくらました『母親』を探して家中の行けるところを全すべて探していて、その中には当然庭も含まれているわけで、その時に勇路が見つからなかったというのは考えられなかったのだ。

　誰が庭の物置を探したかは、記き憶おくにない。

　だが庭の捜そう索さくをしたのは蒼衣ではないし、それに雪ゆき乃のが探したならば、少なくとも黙だまっているなどということは、あり得ない話だった。

　庭を探したのは、〈葬儀屋〉たちである可能性が高かった。

　だが〈葬そう儀ぎ屋や〉たちが勇ゆう路じたちの存在を秘密にしておく理由も、やはりない。

「知ってて、僕らには、黙だまってましたよね？」

「………………」

　それでも、蒼あお衣いは訊たずねる。

　ある予想を加味すると急にその前提が変わる。なので蒼衣は意を決して、聞いた。否定の言葉が返ってきてもいいと思いながら。

「違いますか？」

「……」

　しかし〈葬儀屋〉はもちろんのこと、〈葬儀屋〉を支えたまま蒼衣を見下ろしている可か南な子こも、何も言わなかった。

　気まずい沈ちん黙もく。そしてその沈黙の後、可南子は言った。

「だとしたら────どうするの？」

　試すような、口調。

　蒼衣は一いつ瞬しゆん口ごもったが、しかし最後まで、自分の想像を口にした。




「何もしません。けど────瑞みず姫きちゃんを生き返らせたの、ひょっとして、〈葬儀屋〉さんじゃないですか？」




　この、想像を。

　人が生き返る〈悪夢〉を消しても、なかったことにならなかった、可南子の復活と、何故なぜか生きている瑞姫。

　そして決して瑞姫のことを口にしようとしなかった、勇路の仁じん義ぎ。

　それらが指し示す、想像を。

「………………」

　蒼衣の言葉を聞いた後、〈葬儀屋〉も、そして可南子も、しばし無言だった。

　だがやがて、可南子は小さく笑って、蒼衣に言った。




「……秘密よ？」




　悪戯いたずらっぽく可南子は笑って、そしてその横で〈葬儀屋〉が微かすかに振り返って、暗い瞳ひとみで蒼衣を見やった。そうして、部屋を出てゆく二人の背中を、蒼衣は複雑な表情で、見送ることしかできなかった。
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　あとがき




　クリック？

　クラック！




　まずはいつものように、この本を手に取った貴方あなたに御礼申し上げます。

　しばらくです、甲こう田だ学がく人とです。ようやく下巻をお送りできます。

　ちょこちょこと頂いております、お手紙も読んでいます。何度か続けてくださる方もいて、有あり難がたいやら、お返しできずに心苦しいやらといった思いです。

　さて……




　前の巻の著ちよ者しや近影のところの紹介文で書かれましたが（あそこの文章は担当編集さんの手によるものです）、去年辺りから万年筆の趣味を始めました。

　元々文ぶん房ぼう具ぐなどは好きだったのですが、何となく万年筆には手を出さずに三み十そ路じを迎え、大して関心もないまま来ましたが、ひょんなことからはまり込んでしまいました。いま徐じよ々じよに本数が増えています。

　これまでの人生でまともなコレクション趣味を持っていなかったので、少しこの辺で始めてみるのも良いかなあ、などと思っています。

　まず手帳から始めて身の回りの筆記を万年筆に切り替えていき、今は用よう途とごとにインクやペン先を変えて、数本を使い分けています。これがなかなか楽しい。

　綺き麗れいな文房具は見ているだけで楽しいです。

　そんな万年筆を忙いそがしい時の心の支えにしながら、次回作は主人公か、主人公格のキャラを、万年筆コレクターとかにしようと考える私なのでありました。




　……それでは、この本の製作に関わった全すべての方々、特に直接お世話になった編集の和わ田ださん、イラストの三み日か月づきさんに、心からの感謝を贈おくりつつ。

　原稿遅れてマジ申し訳ないです。

　では────




　はつかねずみがやってきた。

　はなしは、おしまい。





二○○九年六月　甲田学人









甲こう田だ学がく人と

１９７７年、岡山生まれ。津山三十人殺しの舞台となった津山市出身。二松学舎大卒。ドラマＣＤ用書き下ろし中編と今巻が立て続けに進行し、過去最高の追い込みを体験したようです。精神的に追いつめられたその様は、本編によ～く反映されたのではないでしょうか？
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三日月みかづきかける

東京都出身、夏生まれのＯ型。『断章のグリム』シリーズで本格的に絵師デビュー。初めてのドラマＣＤなので記念に収録に誘ったものの、怖いシーン撮りの日は不参加でした……。
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「甲田学人先生」係

「三日月かける先生」係










断だん章しょうのグリムⅪ




いばら姫ひめ・下








甲こう田だ学がく人と





電撃文庫





2013年6月13日　発行





©2009 GAKUTO CODA/ASCII MEDIA WORKS





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

電撃文庫『断章のグリムⅪ　いばら姫・下』

2009年8月5日　初版発行





発行者　郡司 聡

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





カスタマーサポート（アスキー・メディアワークス ブランド）

［WEB］https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）










本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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